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総 合 人 間 科 学 部

〔教育研究上の目的〕

ヒューマン・サイエンス，ポリシー・マネジメント，ヒューマン・ケアの三つの知を柱とする科学的思考を養うととも

に理論・実践・臨床に関する学際的教育・研究を行うこと。

〔人材養成の目的〕

人間の尊厳を重視する精神を育み，人間支援の実践・臨床，運営に関するデザイン・政策形成に貢献し，全人的教養教

育に根ざした人間の尊厳実現に貢献できる人材を養成すること。

〔ディプロマ・ポリシー〕

本学部では，学生が卒業時に身につけているべき能力や知識を次のように定めています。卒業要件を満たせば，これら

を身につけた者と認め，学位を授与します。

人間の尊厳を重視する態度と人間や社会に関する幅広い教養を有し，国際的な観点から総合的かつ多角的に人間や社会

が直面する諸問題を理解する能力

それらの問題を適切な科学的方法を用いて分析し，他の専門領域の人々とも積極的に協働しながら，解決に向けて取り

組む能力

変化し続ける社会の中で，常に問題意識を持ち，自己研鑽に励み，人格的成長を目指す力。

〔カリキュラム・ポリシー〕

本学部では，ディプロマ・ポリシーに沿って，その専門性に応じて次の趣旨を盛り込んだ科目によってカリキュラムを

編成しています。

・ 年次では，基礎科目群や他学科の専門科目の履修を通して，人間の尊厳とは何か，それを実現するためにはどんな

知識や能力が必要かを幅広く学ばせる。

年次になると演習や学内外の実習を中心として少人数教育が提供され，学生は思考力，判断力，表現力，コミュニケー

ション能力の基礎を身につけさせるとともに，問題解決に必要な方法論（理論や研究法など）を実践を通して学ばせる。

年次では，自らが問題を設定し，解決のためのデータを収集し，そのデータに基づいて分析し，そしてその成果を発

表する場を提供する。
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【科目のナンバリングについて】

開講科目担当表に記載されたナンバリングは下記の分野等を示すものである。ナンバリングについては，履修要覧〔ガ

イド・資料編〕 を参照すること。

分野名（アルファベット） 分野名（英語） 分野名（日本語）

複合領域

― ―

総合人間科学部について 

【総合人間科学部の構成】

教育学科，心理学科，社会学科，社会福祉学科，看護学科の つの学科から構成される。

【総合人間科学部の特徴】

総合人間科学部は，一人ひとりの人間を大切にする精神，人間の尊厳を重視する精神を育み，人間の尊厳実現のために

貢献できる人材を育成することを目的としている。「ヒューマン・サイエンス（科学の知）」「ポリシー・マネジメント（政

策・運営管理の知）」「ヒューマン・ケア（臨床の知）」の つの知を育てるために，各学科の独自性を活かしつつ，他学部

他学科生も履修可能なカリキュラムが用意されており， 年次から段階的に履修する中で，専門性を深めるとともに，視野

の広がりも得られるような工夫がなされている。

【総合人間科学部共通科目】

．「総合人間科学入門」（春学期・ 単位）

コーディネータ：芳賀 学

輪講（担当者）：上野 正道，松田 修，細木 一十稔 ラルフ，笠原 千絵，小髙 恵実

輪講とし，コーディネータは学部長。 つの学科教員が複数で担当する。

学部の理念，目的，学部を構成する各学科の特長を理解するとともに，各領域のディシプリンからみた人間の尊厳への

視点や実現のための方策などについて多面的に考察し，一人ひとりが自ら考えるきっかけを作ることを目的とする。各領

域の協働による総合人間科学の構築のための入門講座として位置づけられている。

．学部共通科目（選択必修科目）

開講科目については， ～参照

教育学，心理学，社会学，社会福祉学，看護学のそれぞれの学科で開講されている専門科目のなかから学部共通科目と

して設定されている科目 科目 単位を卒業までに履修する。学部共通科目として 単位を卒業に必須とし， 単位以上履修

した場合には各学科における規定にもとづき卒業に要する単位として充当することが出来る。

これらの科目は総合人間科学部 学科の学生が共に学び，科学の知，政策・運営管理の知，臨床の知を得ることを促進す

るために，学部共通科目として設定されたものである。

．「困難を抱える子どものケアに関する総合人間科学」（※選択科目 ・ 単位／ ・ 単位）

コーディネータ：酒井 朗

輪講（担当者）：久田 満，草柳 浩子，新藤 こずえ

本講義は，心理面や身体面での困難や，貧困や差別などの社会的経済的困難を抱える子どもに関する理解と，彼らへの

支援の手だてを考えるきっかけを受講者に与えることをねらいとしている。 つのテーマについて総合人間科学部の多様

な学科の教員がインターディシプリナリーに講義することで，学生に多面的な見方を涵養することを目指す。講義の最後

に学生アンケートならびに担当教員からの感想を聴取することにより，授業の効果と改善課題を明らかにし，こうしたプ

ログラムの推進の意義とその可能性について検討する。

また，同時にこのプログラムは，このような形態の講義を開講する上でクォーター制が有効活用できることを具体的な

形で提案するものでもある。四谷キャンパスと目白聖母キャンパスとの連携強化を図る上でも，クォーター制が有効活用

できることを提案する。このほか，さらなる連携の方策の つとして，四谷キャンパスと目白聖母キャンパスをオンライン

で繋いで授業を展開することも試行的に実施する。

※ と で重複履修を可とするため，各回の授業テーマは同一としながらも内容は変更する。

※修得した単位は，学科選択科目として卒業に必要な単位として認められる。（ただし，看護学科の学生については他学部

他学科科目となる。）
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【科目のナンバリングについて】

開講科目担当表に記載されたナンバリングは下記の分野等を示すものである。ナンバリングについては，履修要覧〔ガ

イド・資料編〕 を参照すること。

分野名（アルファベット） 分野名（英語） 分野名（日本語）

複合領域

― ―

総合人間科学部について 

【総合人間科学部の構成】

教育学科，心理学科，社会学科，社会福祉学科，看護学科の つの学科から構成される。

【総合人間科学部の特徴】

総合人間科学部は，一人ひとりの人間を大切にする精神，人間の尊厳を重視する精神を育み，人間の尊厳実現のために

貢献できる人材を育成することを目的としている。「ヒューマン・サイエンス（科学の知）」「ポリシー・マネジメント（政

策・運営管理の知）」「ヒューマン・ケア（臨床の知）」の つの知を育てるために，各学科の独自性を活かしつつ，他学部

他学科生も履修可能なカリキュラムが用意されており， 年次から段階的に履修する中で，専門性を深めるとともに，視野

の広がりも得られるような工夫がなされている。

【総合人間科学部共通科目】

．「総合人間科学入門」（春学期・ 単位）

コーディネータ：芳賀 学

輪講（担当者）：上野 正道，松田 修，細木 一十稔 ラルフ，笠原 千絵，小髙 恵実

輪講とし，コーディネータは学部長。 つの学科教員が複数で担当する。

学部の理念，目的，学部を構成する各学科の特長を理解するとともに，各領域のディシプリンからみた人間の尊厳への

視点や実現のための方策などについて多面的に考察し，一人ひとりが自ら考えるきっかけを作ることを目的とする。各領

域の協働による総合人間科学の構築のための入門講座として位置づけられている。

．学部共通科目（選択必修科目）

開講科目については， ～参照

教育学，心理学，社会学，社会福祉学，看護学のそれぞれの学科で開講されている専門科目のなかから学部共通科目と

して設定されている科目 科目 単位を卒業までに履修する。学部共通科目として 単位を卒業に必須とし， 単位以上履修

した場合には各学科における規定にもとづき卒業に要する単位として充当することが出来る。

これらの科目は総合人間科学部 学科の学生が共に学び，科学の知，政策・運営管理の知，臨床の知を得ることを促進す

るために，学部共通科目として設定されたものである。

．「困難を抱える子どものケアに関する総合人間科学」（※選択科目 ・ 単位／ ・ 単位）

コーディネータ：酒井 朗

輪講（担当者）：久田 満，草柳 浩子，新藤 こずえ

本講義は，心理面や身体面での困難や，貧困や差別などの社会的経済的困難を抱える子どもに関する理解と，彼らへの

支援の手だてを考えるきっかけを受講者に与えることをねらいとしている。 つのテーマについて総合人間科学部の多様

な学科の教員がインターディシプリナリーに講義することで，学生に多面的な見方を涵養することを目指す。講義の最後

に学生アンケートならびに担当教員からの感想を聴取することにより，授業の効果と改善課題を明らかにし，こうしたプ

ログラムの推進の意義とその可能性について検討する。

また，同時にこのプログラムは，このような形態の講義を開講する上でクォーター制が有効活用できることを具体的な

形で提案するものでもある。四谷キャンパスと目白聖母キャンパスとの連携強化を図る上でも，クォーター制が有効活用

できることを提案する。このほか，さらなる連携の方策の つとして，四谷キャンパスと目白聖母キャンパスをオンライン

で繋いで授業を展開することも試行的に実施する。

※ と で重複履修を可とするため，各回の授業テーマは同一としながらも内容は変更する。

※修得した単位は，学科選択科目として卒業に必要な単位として認められる。（ただし，看護学科の学生については他学部

他学科科目となる。）
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

学部共通科目と

しては履修不可

となる学科

選
択
科
目

困難を抱える子ども

のケアに関する総合

人間科学

コーディネータ

酒 井 朗

久 田 満

草 柳 浩 子

新 藤 こずえ

～

輪講

［ 名］

他学部生履修不可

目白聖母キャンパス開講科目

（注 ）

（注 ）当該科目は，カリキュラム変更に伴い，科目名が変更となった。

新旧科目の対応と履修単位の読み替えは，以下の表により，対応する科目は同一科目と見なす。

変更前 変更後

科目

コード
科目名

開講

年度

科目

コード
科目名

開講

年度

生と死／痛みのケアリング・コロキウム ～ 生と死のケアリング・コロキウム ～

教育原理Ⅰ ～ 教育原理 ～

心理学基礎論Ⅰ（思想と歴史） ～ 心理学基礎論 ～

心理学基礎論Ⅱ（対象と方法） ～ 心理学概論 ～

アフリカ文化理解と医療保健活動 ～ 異文化理解と医療保健活動 ～

（注 ）「雇用政策論」については， 年次生以前の学生は，学部共通科目（選択必修科目）とならないため，注意すること。

（注 ）「社会心理学Ⅰ」については， 年次生以前の社会学科生は，学部共通科目（選択必修科目）とならないため，注意すること。

（注 ）「認知行動療法概論」については， 年次生以前の教育学科生，及び社会福祉学科生は，学部共通科目（選択必修科目）とな

らないため，注意すること。

（注 ）「臨床心理学」については， 年次生以前の教育学科生は，学部共通科目（選択必修科目）とならないため，注意すること。

（注 ） 年次生以前の学生は「当事者福祉論」（社会福祉学科開講科目）， 年次生以前の学生は「外国教育史Ⅰ」（教育学科開

講科目），「心理学フロンティアⅠ・Ⅱ」（心理学科開講科目），「家族発達看護学」（看護学科開講科目）， 年次生以前の学生

は「生涯発達看護学Ⅰ」（看護学科開講科目）が学部共通科目（選択必修科目）に含まれる。履修年度の履修要覧を参照するこ

と。

（注 ） と で重複履修を可とする。ただし，看護学科生が履修した場合「他学科科目」となる。他学部生履修不可。

― ―

【開講科目担当表】

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

学部共通科目と

しては履修不可

となる学科

必
修
科
目

総合人間科学入門 春
コーディネータ

芳 賀 学

総合人間科学部学科教員

輪講

他学部生履修不可

選
択
必
修
科
目

教育原理 秋 湯 川 嘉津美 ～ ［ 名］ 教育学科（注 ）

教育原理 秋 杉 村 美 佳 ～ ［ 名］ 教育学科（注 ）

教育原理 春 小 山 裕 樹 ～ ［ 名］ 教育学科（注 ）

学校教育社会学 春 千 葉 勝 吾 ～ ［ 名］ 教育学科

学校教育社会学 秋 酒 井 朗 ～ ［ 名］ 教育学科

学校教育社会学 春 谷田川 ル ミ ～ ［ 名］ 教育学科

教育社会学Ⅰ 春 相 澤 真 一 ～ ［ 名］教育学科優先 教育学科

国際教育学Ⅰ 春 杉 村 美 紀 ～ ［ 名］教育学科優先 教育学科

教育方法学Ⅰ 春 奈 須 正 裕 ～ 教育学科

心理学基礎論 春 道 又 爾 ～ ［ 名］心理学科優先 心理学科（注 ）

心理学概論 秋
岡 田 隆

毛 利 伊 吹
～

輪講

［ 名］

原則として心理学基礎論，

あるいは心理学基礎論Ⅰ

を既に履修していること

心理学科（注 ）

社会心理学Ⅰ 休講 ～ 心理学科（注 ）

認知行動療法概論 秋 毛 利 伊 吹 ～ ［ 名］心理学科優先 心理学科（注 ）

臨床心理学 秋 横 山 恭 子 ～ ［ 名］心理学科優先 心理学科（注 ）

社会学 春 藤 村 正 之 ～ ［ 名］ 社会学科

ライフスタイルの社会学 春 石 田 健太郎 ～ ［ 名］社会学科優先 社会学科

ソーシャルワーク論 秋 伊 藤 冨士江 ～ 社会福祉学科

社会保障論Ⅰ 春 香 取 照 幸 ～ 社会福祉学科

医療福祉論 秋 髙 山 惠理子 ～ 社会福祉学科

福祉経営論Ⅱ 丸 山 桂 ～ 社会福祉学科

社会福祉概論 春 栃 本 一三郎 ～ 隔年開講 社会福祉学科

社会福祉原論 休講 ～ 隔年開講 社会福祉学科

雇用政策論 春 丸 山 桂 ～

社会福祉学科

年次生以

降対象（注 ）

生と死のケアリング・コロキウム 秋

石 川 ふみよ

草 柳 浩 子

小長谷 百 絵

礒 山 あけみ

小 髙 恵 実

吉 野 八 重

～
輪講

［ 名］看護学科優先
看護学科（注 ）

異文化理解と医療保健活動 春

吉 野 八 重

李 祥 任

阿 川 牧

塩 尻 大 輔

座 間 智 子

藤 野 康 之

～
輪講

［ 名］看護学科優先
看護学科（注 ）

地域看護学概論 西 山 悦 子 ～ 目白聖母キャンパス開講科目 看護学科

生涯発達看護学Ⅱ 秋

小長谷 百 絵

石 川 ふみよ

小 髙 恵 実

～
輪講

目白聖母キャンパス開講科目
看護学科

国際保健看護学 吉 野 八 重 ～ 目白聖母キャンパス開講科目 看護学科

国際協力方法論 吉 野 八 重 ～ 看護学科

選
択
科
目

困難を抱える子ども

のケアに関する総合

人間科学

コーディネータ

酒 井 朗

久 田 満

草 柳 浩 子

新 藤 こずえ

～

輪講

［ 名］

他学部生履修不可

（注 ）
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

学部共通科目と

しては履修不可

となる学科

選
択
科
目

困難を抱える子ども

のケアに関する総合

人間科学

コーディネータ

酒 井 朗

久 田 満

草 柳 浩 子

新 藤 こずえ

～

輪講

［ 名］

他学部生履修不可

目白聖母キャンパス開講科目

（注 ）

（注 ）当該科目は，カリキュラム変更に伴い，科目名が変更となった。

新旧科目の対応と履修単位の読み替えは，以下の表により，対応する科目は同一科目と見なす。

変更前 変更後

科目

コード
科目名

開講

年度

科目

コード
科目名

開講

年度

生と死／痛みのケアリング・コロキウム ～ 生と死のケアリング・コロキウム ～

教育原理Ⅰ ～ 教育原理 ～

心理学基礎論Ⅰ（思想と歴史） ～ 心理学基礎論 ～

心理学基礎論Ⅱ（対象と方法） ～ 心理学概論 ～

アフリカ文化理解と医療保健活動 ～ 異文化理解と医療保健活動 ～

（注 ）「雇用政策論」については， 年次生以前の学生は，学部共通科目（選択必修科目）とならないため，注意すること。

（注 ）「社会心理学Ⅰ」については， 年次生以前の社会学科生は，学部共通科目（選択必修科目）とならないため，注意すること。

（注 ）「認知行動療法概論」については， 年次生以前の教育学科生，及び社会福祉学科生は，学部共通科目（選択必修科目）とな

らないため，注意すること。

（注 ）「臨床心理学」については， 年次生以前の教育学科生は，学部共通科目（選択必修科目）とならないため，注意すること。

（注 ） 年次生以前の学生は「当事者福祉論」（社会福祉学科開講科目）， 年次生以前の学生は「外国教育史Ⅰ」（教育学科開

講科目），「心理学フロンティアⅠ・Ⅱ」（心理学科開講科目），「家族発達看護学」（看護学科開講科目）， 年次生以前の学生

は「生涯発達看護学Ⅰ」（看護学科開講科目）が学部共通科目（選択必修科目）に含まれる。履修年度の履修要覧を参照するこ

と。

（注 ） と で重複履修を可とする。ただし，看護学科生が履修した場合「他学科科目」となる。他学部生履修不可。

― ―

【開講科目担当表】

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

学部共通科目と

しては履修不可

となる学科

必
修
科
目

総合人間科学入門 春
コーディネータ

芳 賀 学

総合人間科学部学科教員

輪講

他学部生履修不可

選
択
必
修
科
目

教育原理 秋 湯 川 嘉津美 ～ ［ 名］ 教育学科（注 ）

教育原理 秋 杉 村 美 佳 ～ ［ 名］ 教育学科（注 ）

教育原理 春 小 山 裕 樹 ～ ［ 名］ 教育学科（注 ）

学校教育社会学 春 千 葉 勝 吾 ～ ［ 名］ 教育学科

学校教育社会学 秋 酒 井 朗 ～ ［ 名］ 教育学科

学校教育社会学 春 谷田川 ル ミ ～ ［ 名］ 教育学科

教育社会学Ⅰ 春 相 澤 真 一 ～ ［ 名］教育学科優先 教育学科

国際教育学Ⅰ 春 杉 村 美 紀 ～ ［ 名］教育学科優先 教育学科

教育方法学Ⅰ 春 奈 須 正 裕 ～ 教育学科

心理学基礎論 春 道 又 爾 ～ ［ 名］心理学科優先 心理学科（注 ）

心理学概論 秋
岡 田 隆

毛 利 伊 吹
～

輪講

［ 名］

原則として心理学基礎論，

あるいは心理学基礎論Ⅰ

を既に履修していること

心理学科（注 ）

社会心理学Ⅰ 休講 ～ 心理学科（注 ）

認知行動療法概論 秋 毛 利 伊 吹 ～ ［ 名］心理学科優先 心理学科（注 ）

臨床心理学 秋 横 山 恭 子 ～ ［ 名］心理学科優先 心理学科（注 ）

社会学 春 藤 村 正 之 ～ ［ 名］ 社会学科

ライフスタイルの社会学 春 石 田 健太郎 ～ ［ 名］社会学科優先 社会学科

ソーシャルワーク論 秋 伊 藤 冨士江 ～ 社会福祉学科

社会保障論Ⅰ 春 香 取 照 幸 ～ 社会福祉学科

医療福祉論 秋 髙 山 惠理子 ～ 社会福祉学科

福祉経営論Ⅱ 丸 山 桂 ～ 社会福祉学科

社会福祉概論 春 栃 本 一三郎 ～ 隔年開講 社会福祉学科

社会福祉原論 休講 ～ 隔年開講 社会福祉学科

雇用政策論 春 丸 山 桂 ～

社会福祉学科

年次生以

降対象（注 ）

生と死のケアリング・コロキウム 秋

石 川 ふみよ

草 柳 浩 子

小長谷 百 絵

礒 山 あけみ

小 髙 恵 実

吉 野 八 重

～
輪講

［ 名］看護学科優先
看護学科（注 ）

異文化理解と医療保健活動 春

吉 野 八 重

李 祥 任

阿 川 牧

塩 尻 大 輔

座 間 智 子

藤 野 康 之

～
輪講

［ 名］看護学科優先
看護学科（注 ）

地域看護学概論 西 山 悦 子 ～ 目白聖母キャンパス開講科目 看護学科

生涯発達看護学Ⅱ 秋

小長谷 百 絵

石 川 ふみよ

小 髙 恵 実

～
輪講

目白聖母キャンパス開講科目
看護学科

国際保健看護学 吉 野 八 重 ～ 目白聖母キャンパス開講科目 看護学科

国際協力方法論 吉 野 八 重 ～ 看護学科

選
択
科
目

困難を抱える子ども

のケアに関する総合

人間科学

コーディネータ

酒 井 朗

久 田 満

草 柳 浩 子

新 藤 こずえ

～

輪講

［ 名］

他学部生履修不可

（注 ）
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卒業に要する科目，単位数の最低基準

年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位 体育 単位

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位 高学年向け教養科目 単位含む

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 学部共通科目 単位（必修 単位，選択必修 単位）

学科専門科目 単位（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位

～ 年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位 体育 単位

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位 高学年向け教養科目 単位含む

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 学部共通科目 単位（必修 単位，選択必修 単位）

学科専門科目 単位（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位

・ 年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位 体育 単位

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位 高学年向け教養科目 単位含む

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 学部共通科目 単位（必修 単位，選択必修 単位）

学科専門科目 単位（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位

― ―

教育学科 

〔教育研究上の目的〕

人間と教育をめぐる諸問題を教育学的観点から総合的・多角的に考究し，人間尊重の教育を実現する力を養うこと。

〔人材養成の目的〕

人間の尊厳を基底に置く，人間性と専門性に優れた教員や研究者を養成するとともに，国際社会でも活躍できる自立性

と教育学的教養を備えた人材を養成すること。

〔ディプロマ・ポリシー〕

本学科では，学生が卒業時に身につけているべき能力や知識を次のように定めています。卒業要件を満たせば，これら

を身につけた者と認め，学位を授与します。

教育学と関連する諸学に関する幅広い知識を身につけ，国内外の人間と教育を巡る諸問題を教育学的に考察するとはど

ういうことかが理解できると共に，人間尊重の教育に関する豊かな実践的イメージを持つ能力

国内外の学校・社会・家庭・企業などで行われている教育的営みと，そこで生じる現象や問題について，哲学・歴史学・

社会学・心理学などの知識と方法を用いて教育学的に読み解くと共に，人間尊重の教育を実現する筋道について総合的・

多角的に考究し，自らの考えを的確に表現する能力

人間の尊厳を基底に置き，国際的な視野を携えて，教育に関わる問題解決や人間尊重の教育の実現に向け，多様な他者

と主体的・友好的に協働し，絶えざる自己省察を繰り返しながら粘り強く取り組む能力

〔カリキュラム・ポリシー〕

本学科では，ディプロマ・ポリシーに沿って，次のようにカリキュラムを編成しています。

総合人間科学部の他学科と同様に「全学共通科目」，「語学科目」，「学科科目」（学部共通科目，学科専門科目）で構成さ

れ，広い教養と深い専門性の調和的実現を目指す。

広範な教育学の諸領域を構造的に把握し，その独自な学問性を体系的に身につけられるよう，「基礎的領域」（教育哲学，

日本教育史，教育社会学，教育行政学など），「実践的領域」（学校教育学，学校臨床社会学，教育方法学，社会教育計画

論など），「国際的領域」（国際教育学，比較教育学，国際教育開発学など）の 領域で編成する。なお，「国際的領域」で

は英語による科目も開講する。

年次前期に，教育学基礎演習を必修科目として履修し，大学での学びを進める上で求められる基本的な事項やスキルを

習得させる。 ・ 年次では各概論を必修及び選択必修として履修し，基礎的な事項や視点，方法論を学ばせる。

年次前期には， ・ 年次の学びを基盤にゼミ（演習）を選択し，各専門の立場から人間と教育を巡る問題へのアプロー

チと，そのために必要な思考力・判断力・表現力の基礎を身につけさせる。 年次後期には，ゼミを中心的な場としてさ

らに専門性を深めると共に，一人ひとりが独自に探究する課題を定め，取り組むことで，事象を教育学的に読み解き問

題解決の筋道を模索する能力，人間の尊厳を希求する態度，国際的な視野などを育む。 年次には，卒業論文の作成に取

り組むことを通して，人間尊重の教育を実現する筋道について総合的・多角的に考究し，自らの考えを的確に表現でき

るようになると共に，絶えざる自己省察を繰り返しながら問題解決に粘り強く取り組む資質・能力を身につけさせる。

領域で構成された立体的な学びを通して教育学を体系的に身につけると共に，各自の問題関心や将来展望に即して，他

学部・他学科科目を含めた関連する多様な科目群からの履修が可能となっている。また，その際，国際的な視野を身に

つける基礎的能力の涵養に配慮し，英語による開講科目を数多くリストアップしている。

より主体的・対話的な深い学びを実現すべく，学習方法にも工夫を施している。講義ではリアクションペーパーへの記

入を求め，次時に教員がコメントしたり，整理された多様な意見について，さらに学生同士で議論したりする。ゼミで

は個人やグループでの発表と討議が基本となるが，さらに国内外の他大学のゼミとの交流活動や，海外も含めたフィー

ルドワークを行うこともある。卒業論文の最終審査は公開での発表会としており，多くの聴衆を前に効果的なプレゼン

テーションを工夫する場としている。

一人ひとりの学習の成果や状況について，より多面的できめの細かな評価を実現すべく，学期末試験に加えて，授業中

のリアクションペーパーやワークシート，議論やグループワークへの参加・貢献状況の見とり，学期の途中でのレポー

ト提出や試験の実施など，様々な評価指標・評価方法を組み合わせた評価を行っている。

人間尊重の教育に関する実践的イメージを持つ能力や，国際的視野を携えて多様な他者と協働し，粘り強く取り組む能

力の滋養を図るために，インターンシップ科目を選択科目として充当する。
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卒業に要する科目，単位数の最低基準

年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位 体育 単位

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位 高学年向け教養科目 単位含む

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 学部共通科目 単位（必修 単位，選択必修 単位）

学科専門科目 単位（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位

～ 年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位 体育 単位

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位 高学年向け教養科目 単位含む

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 学部共通科目 単位（必修 単位，選択必修 単位）

学科専門科目 単位（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位

・ 年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位 体育 単位

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位 高学年向け教養科目 単位含む

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 学部共通科目 単位（必修 単位，選択必修 単位）

学科専門科目 単位（必修 単位，選択必修 単位，選択 単位）

合 計 単位

― ―

教育学科 

〔教育研究上の目的〕

人間と教育をめぐる諸問題を教育学的観点から総合的・多角的に考究し，人間尊重の教育を実現する力を養うこと。

〔人材養成の目的〕

人間の尊厳を基底に置く，人間性と専門性に優れた教員や研究者を養成するとともに，国際社会でも活躍できる自立性

と教育学的教養を備えた人材を養成すること。

〔ディプロマ・ポリシー〕

本学科では，学生が卒業時に身につけているべき能力や知識を次のように定めています。卒業要件を満たせば，これら

を身につけた者と認め，学位を授与します。

教育学と関連する諸学に関する幅広い知識を身につけ，国内外の人間と教育を巡る諸問題を教育学的に考察するとはど

ういうことかが理解できると共に，人間尊重の教育に関する豊かな実践的イメージを持つ能力

国内外の学校・社会・家庭・企業などで行われている教育的営みと，そこで生じる現象や問題について，哲学・歴史学・

社会学・心理学などの知識と方法を用いて教育学的に読み解くと共に，人間尊重の教育を実現する筋道について総合的・

多角的に考究し，自らの考えを的確に表現する能力

人間の尊厳を基底に置き，国際的な視野を携えて，教育に関わる問題解決や人間尊重の教育の実現に向け，多様な他者

と主体的・友好的に協働し，絶えざる自己省察を繰り返しながら粘り強く取り組む能力

〔カリキュラム・ポリシー〕

本学科では，ディプロマ・ポリシーに沿って，次のようにカリキュラムを編成しています。

総合人間科学部の他学科と同様に「全学共通科目」，「語学科目」，「学科科目」（学部共通科目，学科専門科目）で構成さ

れ，広い教養と深い専門性の調和的実現を目指す。

広範な教育学の諸領域を構造的に把握し，その独自な学問性を体系的に身につけられるよう，「基礎的領域」（教育哲学，

日本教育史，教育社会学，教育行政学など），「実践的領域」（学校教育学，学校臨床社会学，教育方法学，社会教育計画

論など），「国際的領域」（国際教育学，比較教育学，国際教育開発学など）の 領域で編成する。なお，「国際的領域」で

は英語による科目も開講する。

年次前期に，教育学基礎演習を必修科目として履修し，大学での学びを進める上で求められる基本的な事項やスキルを

習得させる。 ・ 年次では各概論を必修及び選択必修として履修し，基礎的な事項や視点，方法論を学ばせる。

年次前期には， ・ 年次の学びを基盤にゼミ（演習）を選択し，各専門の立場から人間と教育を巡る問題へのアプロー

チと，そのために必要な思考力・判断力・表現力の基礎を身につけさせる。 年次後期には，ゼミを中心的な場としてさ

らに専門性を深めると共に，一人ひとりが独自に探究する課題を定め，取り組むことで，事象を教育学的に読み解き問

題解決の筋道を模索する能力，人間の尊厳を希求する態度，国際的な視野などを育む。 年次には，卒業論文の作成に取

り組むことを通して，人間尊重の教育を実現する筋道について総合的・多角的に考究し，自らの考えを的確に表現でき

るようになると共に，絶えざる自己省察を繰り返しながら問題解決に粘り強く取り組む資質・能力を身につけさせる。

領域で構成された立体的な学びを通して教育学を体系的に身につけると共に，各自の問題関心や将来展望に即して，他

学部・他学科科目を含めた関連する多様な科目群からの履修が可能となっている。また，その際，国際的な視野を身に

つける基礎的能力の涵養に配慮し，英語による開講科目を数多くリストアップしている。

より主体的・対話的な深い学びを実現すべく，学習方法にも工夫を施している。講義ではリアクションペーパーへの記

入を求め，次時に教員がコメントしたり，整理された多様な意見について，さらに学生同士で議論したりする。ゼミで

は個人やグループでの発表と討議が基本となるが，さらに国内外の他大学のゼミとの交流活動や，海外も含めたフィー

ルドワークを行うこともある。卒業論文の最終審査は公開での発表会としており，多くの聴衆を前に効果的なプレゼン

テーションを工夫する場としている。

一人ひとりの学習の成果や状況について，より多面的できめの細かな評価を実現すべく，学期末試験に加えて，授業中

のリアクションペーパーやワークシート，議論やグループワークへの参加・貢献状況の見とり，学期の途中でのレポー

ト提出や試験の実施など，様々な評価指標・評価方法を組み合わせた評価を行っている。

人間尊重の教育に関する実践的イメージを持つ能力や，国際的視野を携えて多様な他者と協働し，粘り強く取り組む能

力の滋養を図るために，インターンシップ科目を選択科目として充当する。
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年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

＊語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

○ 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位
（

単
位
）

語
学
科
目

（

単
位
）

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

学
部
共
通
科
目

単
位

（

単
位
）

必
修 総合人間科学入門

（

単
位
）

選
択
必
修

教育方法学Ⅰ・教育社会学Ⅰ・国際教育学Ⅰ・教育原理・学校教育社会学
以外の科目より選択すること

学
科
専
門
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

教育方法学Ⅰ

教育社会学Ⅰ

学校教育学Ⅰ

国際教育学Ⅰ

教育哲学Ⅰ

日本教育史Ⅰ

学校臨床社会学Ⅰ

国際教育開発学Ⅰ

卒業論文

選
択
必
修
（

単
位
）

教育方法学Ⅱ

教育社会学Ⅱ

学校教育学Ⅱ

国際教育学Ⅱ

各演習Ⅰの中から

科目選択する。

各演習Ⅲ・Ⅳの中から同

分野の 科目を選択す

る。

（注 ）

教育哲学Ⅱ

日本教育史Ⅱ

学校臨床社会学Ⅱ

国際教育開発学Ⅱ

各演習Ⅱの中から

科目選択する。

上記の概論Ⅱの中から 科目（ 単位）以上を修得する。

選
択
（

単
位
）

・各種選択科目から 単位以上を選択する。

・語学科目はいずれの言語でも 単位まで卒業単位に充当できる。（同一言語に限らない）

・他学部他学科の学科科目（語学科目・教育学科「開講科目担当表」所載のものを除く。実習を除く課程科目を含む）は，

単位まで選択科目として卒業単位に充当することができる。

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については， ～を参照。

（注 ） 年度より，「教育学課題研究Ⅰ～Ⅷ」は「演習Ⅲ」「演習Ⅳ」に名称変更された。

― ―

標準配当表

年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

＊語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

○ 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位
（

単
位
）

語
学
科
目

（

単
位
）

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

学
部
共
通
科
目

単
位

（

単
位
）

必
修 総合人間科学入門

（

単
位
）

選
択
必
修

教育方法学Ⅰ・教育社会学Ⅰ・国際教育学Ⅰ・教育原理・学校教育社会学
以外の科目より選択すること

学
科
専
門
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

教育学基礎演習

教育方法学Ⅰ

教育社会学Ⅰ

学校教育学Ⅰ

国際教育学Ⅰ

教育哲学Ⅰ

日本教育史Ⅰ

学校臨床社会学Ⅰ

国際教育開発学Ⅰ

卒業論文

選
択
必
修
（

単
位
）

教育方法学Ⅱ

教育社会学Ⅱ

学校教育学Ⅱ

国際教育学Ⅱ

各演習Ⅰの中から

科目選択する。

各演習Ⅲ・Ⅳの中から同

分野の 科目を選択す

る。

教育哲学Ⅱ

日本教育史Ⅱ

学校臨床社会学Ⅱ

国際教育開発学Ⅱ

各演習Ⅱの中から

科目選択する。

上記の概論Ⅱの中から 科目（ 単位）以上を修得する。

選
択
（

単
位
）

・各種選択科目から 単位以上を選択する。

・語学科目はいずれの言語でも 単位まで卒業単位に充当できる。（同一言語に限らない）

・他学部他学科の学科科目（語学科目・教育学科「開講科目担当表」所載のものを除く。実習を除く課程科目を含む）は，

単位まで選択科目として卒業単位に充当することができる。

・全学共通のインターシップ科目は 単位まで卒業単位に充当することができる。

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については， ～を参照。
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年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

＊語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

○ 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位
（

単
位
）

語
学
科
目

（

単
位
）

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

学
部
共
通
科
目

単
位

（

単
位
）

必
修 総合人間科学入門

（

単
位
）

選
択
必
修

教育方法学Ⅰ・教育社会学Ⅰ・国際教育学Ⅰ・教育原理・学校教育社会学
以外の科目より選択すること

学
科
専
門
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

教育方法学Ⅰ

教育社会学Ⅰ

学校教育学Ⅰ

国際教育学Ⅰ

教育哲学Ⅰ

日本教育史Ⅰ

学校臨床社会学Ⅰ

国際教育開発学Ⅰ

卒業論文

選
択
必
修
（

単
位
）

教育方法学Ⅱ

教育社会学Ⅱ

学校教育学Ⅱ

国際教育学Ⅱ

各演習Ⅰの中から

科目選択する。

各演習Ⅲ・Ⅳの中から同

分野の 科目を選択す

る。

（注 ）

教育哲学Ⅱ

日本教育史Ⅱ

学校臨床社会学Ⅱ

国際教育開発学Ⅱ

各演習Ⅱの中から

科目選択する。

上記の概論Ⅱの中から 科目（ 単位）以上を修得する。

選
択
（

単
位
）

・各種選択科目から 単位以上を選択する。

・語学科目はいずれの言語でも 単位まで卒業単位に充当できる。（同一言語に限らない）

・他学部他学科の学科科目（語学科目・教育学科「開講科目担当表」所載のものを除く。実習を除く課程科目を含む）は，

単位まで選択科目として卒業単位に充当することができる。

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については， ～を参照。

（注 ） 年度より，「教育学課題研究Ⅰ～Ⅷ」は「演習Ⅲ」「演習Ⅳ」に名称変更された。

― ―

標準配当表

年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

＊語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

○ 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位
（

単
位
）

語
学
科
目

（

単
位
）

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

学
部
共
通
科
目

単
位

（

単
位
）

必
修 総合人間科学入門

（

単
位
）

選
択
必
修

教育方法学Ⅰ・教育社会学Ⅰ・国際教育学Ⅰ・教育原理・学校教育社会学
以外の科目より選択すること

学
科
専
門
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

教育学基礎演習

教育方法学Ⅰ

教育社会学Ⅰ

学校教育学Ⅰ

国際教育学Ⅰ

教育哲学Ⅰ

日本教育史Ⅰ

学校臨床社会学Ⅰ

国際教育開発学Ⅰ

卒業論文

選
択
必
修
（

単
位
）

教育方法学Ⅱ

教育社会学Ⅱ

学校教育学Ⅱ

国際教育学Ⅱ

各演習Ⅰの中から

科目選択する。

各演習Ⅲ・Ⅳの中から同

分野の 科目を選択す

る。

教育哲学Ⅱ

日本教育史Ⅱ

学校臨床社会学Ⅱ

国際教育開発学Ⅱ

各演習Ⅱの中から

科目選択する。

上記の概論Ⅱの中から 科目（ 単位）以上を修得する。

選
択
（

単
位
）

・各種選択科目から 単位以上を選択する。

・語学科目はいずれの言語でも 単位まで卒業単位に充当できる。（同一言語に限らない）

・他学部他学科の学科科目（語学科目・教育学科「開講科目担当表」所載のものを除く。実習を除く課程科目を含む）は，

単位まで選択科目として卒業単位に充当することができる。

・全学共通のインターシップ科目は 単位まで卒業単位に充当することができる。

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については， ～を参照。
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― ―

年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

＊学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる

＊語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

○ 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位
（

単
位
）

語
学
科
目

（

単
位
）

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

学
部
共
通
科
目

単
位

（

単
位
）

必
修 総合人間科学入門

（

単
位
）

選
択
必
修

教育方法学Ⅰ・外国教育史Ⅰ・教育社会学Ⅰ・国際教育学Ⅰ・教育原理Ⅰ・教育原理・学校教育社会学
以外の科目より選択すること

学
科
専
門
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

外国教育史Ⅰ

生涯教育学Ⅰ

学校教育学Ⅰ

国際教育学Ⅰ

教育哲学Ⅰ

日本教育史Ⅰ

教育社会学Ⅰ

国際教育開発学Ⅰ

卒業論文

選
択
必
修
（

単
位
）

外国教育史Ⅱ

教育方法学Ⅱ

生涯教育学Ⅱ

学校教育学Ⅱ

国際教育学Ⅱ 教育哲学Ⅱ

各演習Ⅰの中から

科目選択する。

各演習Ⅲ・Ⅳの中から同

分野の 科目を選択す

る。

（注 ）

日本教育史Ⅱ

教育社会学Ⅱ

学校臨床社会学Ⅱ

国際教育開発学Ⅱ

各演習Ⅱの中から

科目選択する。

上記の概論Ⅱの中から 科目（ 単位）以上を修得する。

選
択
（

単
位
）

・各種選択科目から 単位以上を選択する。

・語学科目はいずれの言語でも 単位まで卒業単位に充当できる。（同一言語に限らない）

・他学部他学科の学科科目（語学科目・教育学科「開講科目担当表」所載のものを除く。実習を除く課程科目を含む）は，

単位まで選択科目として卒業単位に充当することができる。

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については， ～を参照。

（注 ） 年度より，「教育学課題研究Ⅰ～Ⅷ」は「演習Ⅲ」「演習Ⅳ」に名称変更された。

― ―

年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

＊語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

○ 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位
（

単
位
）

語
学
科
目

（

単
位
）

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

学
部
共
通
科
目

単
位

（

単
位
）

必
修 総合人間科学入門

（

単
位
）

選
択
必
修

教育方法学Ⅰ・教育社会学Ⅰ・国際教育学Ⅰ・教育原理・学校教育社会学
以外の科目より選択すること

学
科
専
門
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

教育方法学Ⅰ

生涯教育学Ⅰ

学校教育学Ⅰ

国際教育学Ⅰ

教育哲学Ⅰ

日本教育史Ⅰ

教育社会学Ⅰ

国際教育開発学Ⅰ

卒業論文

選
択
必
修
（

単
位
）

教育方法学Ⅱ

生涯教育学Ⅱ

学校教育学Ⅱ

国際教育学Ⅱ 教育哲学Ⅱ

各演習Ⅰの中から

科目選択する。

各演習Ⅲ・Ⅳの中から同

分野の 科目を選択す

る。

（注 ）

日本教育史Ⅱ

教育社会学Ⅱ

学校臨床社会学Ⅱ

国際教育開発学Ⅱ

各演習Ⅱの中から

科目選択する。

上記の概論Ⅱの中から 科目（ 単位）以上を修得する。

選
択
（

単
位
）

・各種選択科目から 単位以上を選択する。

・語学科目はいずれの言語でも 単位まで卒業単位に充当できる。（同一言語に限らない）

・他学部他学科の学科科目（語学科目・教育学科「開講科目担当表」所載のものを除く。実習を除く課程科目を含む）は，

単位まで選択科目として卒業単位に充当することができる。

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については， ～を参照。

（注 ） 年度より，「教育学課題研究Ⅰ～Ⅷ」は「演習Ⅲ」「演習Ⅳ」に名称変更された。
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年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

＊学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる

＊語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

○ 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位
（

単
位
）

語
学
科
目

（

単
位
）

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

学
部
共
通
科
目

単
位

（

単
位
）

必
修 総合人間科学入門

（

単
位
）

選
択
必
修

教育方法学Ⅰ・外国教育史Ⅰ・教育社会学Ⅰ・国際教育学Ⅰ・教育原理Ⅰ・教育原理・学校教育社会学
以外の科目より選択すること

学
科
専
門
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

外国教育史Ⅰ

生涯教育学Ⅰ

学校教育学Ⅰ

国際教育学Ⅰ

教育哲学Ⅰ

日本教育史Ⅰ

教育社会学Ⅰ

国際教育開発学Ⅰ

卒業論文

選
択
必
修
（

単
位
）

外国教育史Ⅱ

教育方法学Ⅱ

生涯教育学Ⅱ

学校教育学Ⅱ

国際教育学Ⅱ 教育哲学Ⅱ

各演習Ⅰの中から

科目選択する。

各演習Ⅲ・Ⅳの中から同

分野の 科目を選択す

る。

（注 ）

日本教育史Ⅱ

教育社会学Ⅱ

学校臨床社会学Ⅱ

国際教育開発学Ⅱ

各演習Ⅱの中から

科目選択する。

上記の概論Ⅱの中から 科目（ 単位）以上を修得する。

選
択
（

単
位
）

・各種選択科目から 単位以上を選択する。

・語学科目はいずれの言語でも 単位まで卒業単位に充当できる。（同一言語に限らない）

・他学部他学科の学科科目（語学科目・教育学科「開講科目担当表」所載のものを除く。実習を除く課程科目を含む）は，

単位まで選択科目として卒業単位に充当することができる。

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については， ～を参照。

（注 ） 年度より，「教育学課題研究Ⅰ～Ⅷ」は「演習Ⅲ」「演習Ⅳ」に名称変更された。

― ―

年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

＊語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

○ 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位
（

単
位
）

語
学
科
目

（

単
位
）

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

学
部
共
通
科
目

単
位

（

単
位
）

必
修 総合人間科学入門

（

単
位
）

選
択
必
修

教育方法学Ⅰ・教育社会学Ⅰ・国際教育学Ⅰ・教育原理・学校教育社会学
以外の科目より選択すること

学
科
専
門
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

教育方法学Ⅰ

生涯教育学Ⅰ

学校教育学Ⅰ

国際教育学Ⅰ

教育哲学Ⅰ

日本教育史Ⅰ

教育社会学Ⅰ

国際教育開発学Ⅰ

卒業論文

選
択
必
修
（

単
位
）

教育方法学Ⅱ

生涯教育学Ⅱ

学校教育学Ⅱ

国際教育学Ⅱ 教育哲学Ⅱ

各演習Ⅰの中から

科目選択する。

各演習Ⅲ・Ⅳの中から同

分野の 科目を選択す

る。

（注 ）

日本教育史Ⅱ

教育社会学Ⅱ

学校臨床社会学Ⅱ

国際教育開発学Ⅱ

各演習Ⅱの中から

科目選択する。

上記の概論Ⅱの中から 科目（ 単位）以上を修得する。

選
択
（

単
位
）

・各種選択科目から 単位以上を選択する。

・語学科目はいずれの言語でも 単位まで卒業単位に充当できる。（同一言語に限らない）

・他学部他学科の学科科目（語学科目・教育学科「開講科目担当表」所載のものを除く。実習を除く課程科目を含む）は，

単位まで選択科目として卒業単位に充当することができる。

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については， ～を参照。

（注 ） 年度より，「教育学課題研究Ⅰ～Ⅷ」は「演習Ⅲ」「演習Ⅳ」に名称変更された。
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― ―

・ 年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

＊学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる

＊語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

○ 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位
（

単
位
）

語
学
科
目

（

単
位
）

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

学
部
共
通
科
目

単
位

（

単
位
）

必
修 総合人間科学入門

（

単
位
）

選
択
必
修

教育方法学Ⅰ・外国教育史Ⅰ・教育社会学Ⅰ・国際教育学Ⅰ・教育原理Ⅰ・教育原理・学校教育社会学
以外の科目より選択すること

学
科
専
門
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

外国教育史Ⅰ

生涯教育学Ⅰ

学校教育学Ⅰ

国際教育学Ⅰ

教育哲学Ⅰ

日本教育史Ⅰ

教育社会学Ⅰ

国際教育開発学Ⅰ

卒業論文（注 ）

選
択
必
修
（

単
位
）

外国教育史Ⅱ

教育方法学Ⅱ

生涯教育学Ⅱ

学校教育学Ⅱ

国際教育学Ⅱ 教育哲学Ⅱ

各演習Ⅰの中から

科目選択する。

教育学課題研究

Ⅰ ～Ⅷ の中から

同分野の 科目を選択す

る。

日本教育史Ⅱ

教育社会学Ⅱ

学校臨床社会学Ⅱ

国際教育開発学Ⅱ

各演習Ⅱの中から

科目選択する。

上記の概論Ⅱの中から 科目（ 単位）以上を修得する。
選
択
（

単
位
）

・各種選択科目から 単位以上を選択する。

・語学科目はいずれの言語でも 単位まで卒業単位に充当できる。（同一言語に限らない）

・他学部他学科の学科科目（語学科目・教育学科「開講科目担当表」所載のものを除く。実習を除く課程科目を含む）は，

単位まで選択科目として卒業単位に充当することができる。

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については， ～を参照。

（注 ） 年度より，「卒業論文Ⅰ」「卒業論文Ⅱ」は「卒業論文」に統合された。

― ―

年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

＊学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる

＊語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

○ 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位
（

単
位
）

語
学
科
目

（

単
位
）

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

学
部
共
通
科
目

単
位

（

単
位
）

必
修 総合人間科学入門

（

単
位
）

選
択
必
修

教育方法学Ⅰ・外国教育史Ⅰ・教育社会学Ⅰ・国際教育学Ⅰ・教育原理Ⅰ・教育原理・学校教育社会学
以外の科目より選択すること

学
科
専
門
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

外国教育史Ⅰ

生涯教育学Ⅰ

学校教育学Ⅰ

国際教育学Ⅰ

教育哲学Ⅰ

日本教育史Ⅰ

教育社会学Ⅰ

国際教育開発学Ⅰ

卒業論文

選
択
必
修
（

単
位
）

外国教育史Ⅱ

教育方法学Ⅱ

生涯教育学Ⅱ

学校教育学Ⅱ

国際教育学Ⅱ 教育哲学Ⅱ

各演習Ⅰの中から

科目選択する。

教育学課題研究

Ⅰ ～Ⅷ の中から

同分野の 科目を選択す

る。

日本教育史Ⅱ

教育社会学Ⅱ

学校臨床社会学Ⅱ

国際教育開発学Ⅱ

各演習Ⅱの中から

科目選択する。

上記の概論Ⅱの中から 科目（ 単位）以上を修得する。

選
択
（

単
位
）

・各種選択科目から 単位以上を選択する。

・語学科目はいずれの言語でも 単位まで卒業単位に充当できる。（同一言語に限らない）

・他学部他学科の学科科目（語学科目・教育学科「開講科目担当表」所載のものを除く。実習を除く課程科目を含む）は，

単位まで選択科目として卒業単位に充当することができる。

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については， ～を参照。
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・ 年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

＊学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる

＊語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

○ 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位
（

単
位
）

語
学
科
目

（

単
位
）

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

学
部
共
通
科
目

単
位

（

単
位
）

必
修 総合人間科学入門

（

単
位
）

選
択
必
修

教育方法学Ⅰ・外国教育史Ⅰ・教育社会学Ⅰ・国際教育学Ⅰ・教育原理Ⅰ・教育原理・学校教育社会学
以外の科目より選択すること

学
科
専
門
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

外国教育史Ⅰ

生涯教育学Ⅰ

学校教育学Ⅰ

国際教育学Ⅰ

教育哲学Ⅰ

日本教育史Ⅰ

教育社会学Ⅰ

国際教育開発学Ⅰ

卒業論文（注 ）

選
択
必
修
（

単
位
）

外国教育史Ⅱ

教育方法学Ⅱ

生涯教育学Ⅱ

学校教育学Ⅱ

国際教育学Ⅱ 教育哲学Ⅱ

各演習Ⅰの中から

科目選択する。

教育学課題研究

Ⅰ ～Ⅷ の中から

同分野の 科目を選択す

る。

日本教育史Ⅱ

教育社会学Ⅱ

学校臨床社会学Ⅱ

国際教育開発学Ⅱ

各演習Ⅱの中から

科目選択する。

上記の概論Ⅱの中から 科目（ 単位）以上を修得する。
選
択
（

単
位
）

・各種選択科目から 単位以上を選択する。

・語学科目はいずれの言語でも 単位まで卒業単位に充当できる。（同一言語に限らない）

・他学部他学科の学科科目（語学科目・教育学科「開講科目担当表」所載のものを除く。実習を除く課程科目を含む）は，

単位まで選択科目として卒業単位に充当することができる。

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については， ～を参照。

（注 ） 年度より，「卒業論文Ⅰ」「卒業論文Ⅱ」は「卒業論文」に統合された。

― ―

年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

＊学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる

＊語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

○ 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位
（

単
位
）

語
学
科
目

（

単
位
）

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

学
部
共
通
科
目

単
位

（

単
位
）

必
修 総合人間科学入門

（

単
位
）

選
択
必
修

教育方法学Ⅰ・外国教育史Ⅰ・教育社会学Ⅰ・国際教育学Ⅰ・教育原理Ⅰ・教育原理・学校教育社会学
以外の科目より選択すること

学
科
専
門
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

外国教育史Ⅰ

生涯教育学Ⅰ

学校教育学Ⅰ

国際教育学Ⅰ

教育哲学Ⅰ

日本教育史Ⅰ

教育社会学Ⅰ

国際教育開発学Ⅰ

卒業論文

選
択
必
修
（

単
位
）

外国教育史Ⅱ

教育方法学Ⅱ

生涯教育学Ⅱ

学校教育学Ⅱ

国際教育学Ⅱ 教育哲学Ⅱ

各演習Ⅰの中から

科目選択する。

教育学課題研究

Ⅰ ～Ⅷ の中から

同分野の 科目を選択す

る。

日本教育史Ⅱ

教育社会学Ⅱ

学校臨床社会学Ⅱ

国際教育開発学Ⅱ

各演習Ⅱの中から

科目選択する。

上記の概論Ⅱの中から 科目（ 単位）以上を修得する。

選
択
（

単
位
）

・各種選択科目から 単位以上を選択する。

・語学科目はいずれの言語でも 単位まで卒業単位に充当できる。（同一言語に限らない）

・他学部他学科の学科科目（語学科目・教育学科「開講科目担当表」所載のものを除く。実習を除く課程科目を含む）は，

単位まで選択科目として卒業単位に充当することができる。

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については， ～を参照。
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装丁について

ア 規格 判横書。ワープロの場合， ページあたり 字（ 字× 行）

イ 綴じ方 製本（簡易製本可，左綴じ）

ウ 背表紙に題目，学生番号，氏名を記載すること。

提出要領は下記のとおりである。

ア 期間 年 月 日（火）～ 月 日（月）（土，日及び 日（木）のザビエル祭を除く）

イ 時間 ～ ， ～

ウ 場所 号館 階 総合人間科学部事務室 教育学科事務担当

卒業論文は必修科目であるが，所定の手続きにより履修中止（ ）を認める。

⑤ 年間最高履修限度

履修登録単位数は，各年次・学期において次のとおり制限されているので，これを超えて履修することは出来ない。

（注 ） 年次生以上の課程科目履修者については，学科長の許可により学事センターに申し出ることによって，最

高履修限度を超えての履修登録が認められる場合がある。希望者は履修登録期間前に学科長に相談するこ

と。

（単位）

年次 年次 年次 年次
合計

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

※春：春学期・ ・ 科目，秋：秋学期・ ・ 科目

⑥ 科目のナンバリングについて

開講科目担当表に記載されたナンバリングは下記の分野等を示すものである。ナンバリングについては，履修要覧

〔ガイド・資料編〕 を参照すること。

分野名（アルファベット） 分野名（英語） 分野名（日本語）

教育学

卒業論文

⑦ コース開講科目の履修に関する注意

「開講科目担当表」の「備考」欄に「 コース科目」の表記がある科目は，語学要件の指定や履修登録手続きが

異なる場合がある。同表の欄外に履修条件等を記載しているので，必ず確認のうえ，履修すること。

年次生

早期卒業制度について

． 早期卒業とは在学期間が 年以上あり，所定の手続きを経て 年次終了時または 年次春学期終了時をもって卒業

することをいい，前者を 年次 月卒業，後者を 年次 月卒業という。

． 早期卒業をするためには次の要件をすべて満たしていなければならない。

本人が早期卒業を希望していること。

卒業時に，卒業に必要な所定の授業科目の単位をすべて修得していること。

修得済み総単位数に対する成績評価の総合平均点（以下「 」という）が 以上であること。

． 早期卒業を希望する場合，早期卒業希望登録を行わなければならない。

早期卒業希望登録を行うためには 年次終了時において，卒業に必要な所定の授業科目の修得単位数に算入する

ことができる単位として 単位以上（本学で修得した単位を 単位以上含む）を修得し，かつ，修得済み総単位

に対する が 以上でなければならない。

早期卒業の登録を行った者は，卒業時までに演習Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ（合計 単位）と卒業論文（ 単位）を必ず履修

しなければならない。 年次 月卒業希望の者は，原則として同一担当教員の開講する演習Ⅰ，Ⅲを春学期に，演

習Ⅱ，Ⅳを秋学期に同時履修する。また，卒業論文を 年次秋学期に履修する。 年次 月卒業の者は，原則として

同一担当教員の開講する演習Ⅰを 年次春学期に，演習Ⅱ，Ⅳを 年次秋学期に，演習Ⅲを 年次春学期に履修する。

また，原則として卒業論文を 年次春学期に履修する。

演習の登録については， 年次 月に開催される学科ガイダンスに必ず出席して説明を受けること。

― ―

履修上の注意

全学年共通

① 総合人間科学部共通科目について

総合人間科学部共通科目は，必修の「総合人間科学入門」 単位（ 年次に履修）と，選択必修科目 単位（ 年次

～ 年次に履修）計 単位からなり，選択必修科目については，「教育方法学Ⅰ」「外国教育史Ⅰ」「教育社会学Ⅰ」

「国際教育学Ⅰ」「教育原理Ⅰ」「教育原理」「比較教育社会学」「学校教育社会学」以外の開講科目から 科目 単

位を選択し履修する。開講科目については，総合人間科学部のページ（ ～）を参照のこと。

なお，学部共通科目の選択必修科目について，必要単位数（ 単位）を超えて修得した場合は，他学科選択科目と

して認め卒業単位に算入する。

② 学科科目について

必修科目は該当年次に履修すること。

選択必修科目を必要単位数（ 年次生以前は 単位・ 年次生以降は 単位）を超えて修得した場合は，自

学科選択科目として認め，卒業単位に算入する。

年次生以前の学生は，春学期に「各演習Ⅰ」の中から 科目選択し，秋学期の「演習Ⅱ」は，原則としてその

うちの 科目を選択することとする。

年次生以降の学生は，春学期に「各演習Ⅰ」の中から 科目選択し，秋学期の「演習Ⅱ」は，原則として「演

習Ⅰ」と同分野の科目を選択する。

年次の「演習Ⅲ」「演習Ⅳ」（ 年度より「教育学課題研究」から名称変更された。 を参照）は，原則とし

て 年次で選択した「演習Ⅱ」と同分野の科目を選択する。

他学部他学科の学科科目［語学科目・外国語科目・教育学科「開講科目担当表」所載のものは除く。実習を除く

課程科目（科目コード 番台）を含む］は， 単位まで選択科目として卒業単位に充当することができる。

学科開講科目のうち，同じ名称の授業科目を重ねて履修した場合，その 科目分のみ卒業単位として認めるが，残

りは算入できない。

年次生以前の学生で「外国教育史Ⅰ」未履修者は，「教育学特殊講義Ⅰ－外国教育史－」で充当し，学科の必

修科目単位に参入する。なお，履修にあたっては学科に届け出ること。

年次生以前の学生で 年次生以降の必修科目「教育方法学Ⅰ」を履修する場合は，学科の指導に従うこと。

また，修得した単位は，学科選択科目に参入する。

年次生以前の学生で「生涯教育学Ⅰ」未履修者は，「社会教育計画論Ⅰ」で充当し，学科の必修科目単位に参

入する。なお，履修にあたっては学科に届け出ること。

年次生以前の学生で 年次生必修科目「学校臨床社会学Ⅰ」を履修する場合は，学科の指導に従うこと。ま

た，修得した単位は，学科選択科目に参入する。

年次生以降の学生は，全学共通の「インターンシップ科目」を 単位まで選択科目として卒業単位に充当する

ことができる。開講科目については， を参照のこと。

③ 自学科科目（選択）としての語学科目について（ ～を参照のこと）

自学科科目（選択）としての語学科目を履修するかどうかは，各自が選択でき， 単位まで（同一言語に限らない）

を卒業単位に算入することができる。

④ 卒業論文について

年度まで，卒業論文の履修にあたっては，「卒業論文Ⅰ」（ 単位）と「卒業論文Ⅱ」（ 単位）を履修登録する

必要があったが， 年度より，「卒業論文」（ 単位）のみの履修登録となる。原則として，秋学期開講科目を履

修すること。 月卒業予定の学生については，春学期開講科目の履修を認めるが，その際には，履修登録期間前に

必ず学科長に相談すること。なお，すでに「卒業論文Ⅰ」を履修した者は，あらためて「卒業論文」を履修する

必要があり，単位を認定された時点で「卒業論文Ⅰ」の単位は無効となる。

卒業論文の単位認定は，論文審査と口述試問とによる。口述試問の実施要領は別に定める。
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装丁について

ア 規格 判横書。ワープロの場合， ページあたり 字（ 字× 行）

イ 綴じ方 製本（簡易製本可，左綴じ）

ウ 背表紙に題目，学生番号，氏名を記載すること。

提出要領は下記のとおりである。

ア 期間 年 月 日（火）～ 月 日（月）（土，日及び 日（木）のザビエル祭を除く）

イ 時間 ～ ， ～

ウ 場所 号館 階 総合人間科学部事務室 教育学科事務担当

卒業論文は必修科目であるが，所定の手続きにより履修中止（ ）を認める。

⑤ 年間最高履修限度

履修登録単位数は，各年次・学期において次のとおり制限されているので，これを超えて履修することは出来ない。

（注 ） 年次生以上の課程科目履修者については，学科長の許可により学事センターに申し出ることによって，最

高履修限度を超えての履修登録が認められる場合がある。希望者は履修登録期間前に学科長に相談するこ

と。

（単位）

年次 年次 年次 年次
合計

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

※春：春学期・ ・ 科目，秋：秋学期・ ・ 科目

⑥ 科目のナンバリングについて

開講科目担当表に記載されたナンバリングは下記の分野等を示すものである。ナンバリングについては，履修要覧

〔ガイド・資料編〕 を参照すること。

分野名（アルファベット） 分野名（英語） 分野名（日本語）

教育学

卒業論文

⑦ コース開講科目の履修に関する注意

「開講科目担当表」の「備考」欄に「 コース科目」の表記がある科目は，語学要件の指定や履修登録手続きが

異なる場合がある。同表の欄外に履修条件等を記載しているので，必ず確認のうえ，履修すること。

年次生

早期卒業制度について

． 早期卒業とは在学期間が 年以上あり，所定の手続きを経て 年次終了時または 年次春学期終了時をもって卒業

することをいい，前者を 年次 月卒業，後者を 年次 月卒業という。

． 早期卒業をするためには次の要件をすべて満たしていなければならない。

本人が早期卒業を希望していること。

卒業時に，卒業に必要な所定の授業科目の単位をすべて修得していること。

修得済み総単位数に対する成績評価の総合平均点（以下「 」という）が 以上であること。

． 早期卒業を希望する場合，早期卒業希望登録を行わなければならない。

早期卒業希望登録を行うためには 年次終了時において，卒業に必要な所定の授業科目の修得単位数に算入する

ことができる単位として 単位以上（本学で修得した単位を 単位以上含む）を修得し，かつ，修得済み総単位

に対する が 以上でなければならない。

早期卒業の登録を行った者は，卒業時までに演習Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ（合計 単位）と卒業論文（ 単位）を必ず履修

しなければならない。 年次 月卒業希望の者は，原則として同一担当教員の開講する演習Ⅰ，Ⅲを春学期に，演

習Ⅱ，Ⅳを秋学期に同時履修する。また，卒業論文を 年次秋学期に履修する。 年次 月卒業の者は，原則として

同一担当教員の開講する演習Ⅰを 年次春学期に，演習Ⅱ，Ⅳを 年次秋学期に，演習Ⅲを 年次春学期に履修する。

また，原則として卒業論文を 年次春学期に履修する。

演習の登録については， 年次 月に開催される学科ガイダンスに必ず出席して説明を受けること。

― ―

履修上の注意

全学年共通

① 総合人間科学部共通科目について

総合人間科学部共通科目は，必修の「総合人間科学入門」 単位（ 年次に履修）と，選択必修科目 単位（ 年次

～ 年次に履修）計 単位からなり，選択必修科目については，「教育方法学Ⅰ」「外国教育史Ⅰ」「教育社会学Ⅰ」

「国際教育学Ⅰ」「教育原理Ⅰ」「教育原理」「比較教育社会学」「学校教育社会学」以外の開講科目から 科目 単

位を選択し履修する。開講科目については，総合人間科学部のページ（ ～）を参照のこと。

なお，学部共通科目の選択必修科目について，必要単位数（ 単位）を超えて修得した場合は，他学科選択科目と

して認め卒業単位に算入する。

② 学科科目について

必修科目は該当年次に履修すること。

選択必修科目を必要単位数（ 年次生以前は 単位・ 年次生以降は 単位）を超えて修得した場合は，自

学科選択科目として認め，卒業単位に算入する。

年次生以前の学生は，春学期に「各演習Ⅰ」の中から 科目選択し，秋学期の「演習Ⅱ」は，原則としてその

うちの 科目を選択することとする。

年次生以降の学生は，春学期に「各演習Ⅰ」の中から 科目選択し，秋学期の「演習Ⅱ」は，原則として「演

習Ⅰ」と同分野の科目を選択する。

年次の「演習Ⅲ」「演習Ⅳ」（ 年度より「教育学課題研究」から名称変更された。 を参照）は，原則とし

て 年次で選択した「演習Ⅱ」と同分野の科目を選択する。

他学部他学科の学科科目［語学科目・外国語科目・教育学科「開講科目担当表」所載のものは除く。実習を除く

課程科目（科目コード 番台）を含む］は， 単位まで選択科目として卒業単位に充当することができる。

学科開講科目のうち，同じ名称の授業科目を重ねて履修した場合，その 科目分のみ卒業単位として認めるが，残

りは算入できない。

年次生以前の学生で「外国教育史Ⅰ」未履修者は，「教育学特殊講義Ⅰ－外国教育史－」で充当し，学科の必

修科目単位に参入する。なお，履修にあたっては学科に届け出ること。

年次生以前の学生で 年次生以降の必修科目「教育方法学Ⅰ」を履修する場合は，学科の指導に従うこと。

また，修得した単位は，学科選択科目に参入する。

年次生以前の学生で「生涯教育学Ⅰ」未履修者は，「社会教育計画論Ⅰ」で充当し，学科の必修科目単位に参

入する。なお，履修にあたっては学科に届け出ること。

年次生以前の学生で 年次生必修科目「学校臨床社会学Ⅰ」を履修する場合は，学科の指導に従うこと。ま

た，修得した単位は，学科選択科目に参入する。

年次生以降の学生は，全学共通の「インターンシップ科目」を 単位まで選択科目として卒業単位に充当する

ことができる。開講科目については， を参照のこと。

③ 自学科科目（選択）としての語学科目について（ ～を参照のこと）

自学科科目（選択）としての語学科目を履修するかどうかは，各自が選択でき， 単位まで（同一言語に限らない）

を卒業単位に算入することができる。

④ 卒業論文について

年度まで，卒業論文の履修にあたっては，「卒業論文Ⅰ」（ 単位）と「卒業論文Ⅱ」（ 単位）を履修登録する

必要があったが， 年度より，「卒業論文」（ 単位）のみの履修登録となる。原則として，秋学期開講科目を履

修すること。 月卒業予定の学生については，春学期開講科目の履修を認めるが，その際には，履修登録期間前に

必ず学科長に相談すること。なお，すでに「卒業論文Ⅰ」を履修した者は，あらためて「卒業論文」を履修する

必要があり，単位を認定された時点で「卒業論文Ⅰ」の単位は無効となる。

卒業論文の単位認定は，論文審査と口述試問とによる。口述試問の実施要領は別に定める。
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開講科目担当表

全学年共通

学部共通科目・・・必修科目 単位 ・ 選択必修科目 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

学
部
共
通
科
目

必
修 総合人間科学入門 春

コーディネータ

芳 賀 学

総合人間科学部学科教員

輪講

選
択
必
修

総合人間科学部共通科目 ～
履修上の注意（ ）の「総合人間科学部

共通科目について」を参照のこと。

学科専門科目（必修科目）・・・ 年次生以前 単位／ 年次生 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

教育学基礎演習

酒 井 朗

上 野 正 道

鈴 木 宏

年次生のみ

教育方法学Ⅰ 春 奈 須 正 裕 年次生以前は選択科目

教育社会学Ⅰ 春 相 澤 真 一
［ 名］教育学科優先

年次生以前は 年次必修科目

学校教育学Ⅰ 春 上 野 正 道

国際教育学Ⅰ 春 杉 村 美 紀 ［ 名］教育学科優先

教育哲学Ⅰ 春 鈴 木 宏

日本教育史Ⅰ 秋 湯 川 嘉津美

学校臨床社会学Ⅰ 春 酒 井 朗 年次生以前は選択科目

国際教育開発学Ⅰ 春 小 松 太 郎

卒業論文 春 教育学科教員 月卒業者対象

卒業論文 秋 教育学科教員

― ―

早期卒業を希望する者は， 年次 月の所定期間に「早期卒業登録申請書」を学科事務室に提出しなければならな

い。その際，自らが 年次に所属することとなる演習担当教員の承認印をもらうこと。

早期卒業の登録を行おうとする者は，あらかじめ学科長または演習の担当教員に相談し，適切な指導を受けなけ

ればならない。また，学業の進捗状況を随時演習担当教員に報告し，指導を受けなければならない。

早期卒業の登録を行った者は原則として休学することはできない。

．早期卒業希望時期の変更および早期卒業希望登録そのものの取り消しについては，下記のとおりとなる。

早期卒業の登録を行った者のうち， 年次 月卒業を希望していたときに限り，早期卒業の時期を 年次 月に変更

することができる。この場合は，「早期卒業学期変更届出書」に演習担当教員の承認印を受けて， 年次秋学期・

・ の履修登録期間中に学科事務室まで届け出なければならない。

早期卒業の登録を行った者が，早期卒業の登録を取り消す場合は，「早期卒業取消届出書」に演習担当教員の承認

印を受けて，学科事務室まで届け出なければならない。提出期間は， 年次 月の早期卒業登録を取り消す場合は

年次秋学期・ ・ 履修登録期間， 年次 月の早期卒業登録を取り消す場合は 年次春学期・ ・ 履修登録

期間とする。

早期卒業を取り消した場合， 年次に履修しなければならない科目で 年次に履修済みの科目は卒業に必要な単位

に算入される。

年次生以前

下記の科目は科目名・単位数・担当者が異なっても変更前と変更後の科目は同一科目とみなし，これらの科目を重複

して履修することはできない。

変更前 変更後

科目

コード
科目名

開講

年度

科目

コード
科目名

開講

年度

教育学課題研究Ⅰ 教育哲学 ～ 教育哲学演習Ⅲ ～

教育学課題研究Ⅰ 教育哲学 ～ 教育哲学演習Ⅳ ～

教育学課題研究Ⅱ 日本教育史 ～ 日本教育史演習Ⅲ ～

教育学課題研究Ⅱ 日本教育史 ～ 日本教育史演習Ⅳ ～

教育学課題研究Ⅲ 教育方法学 ～ 教育方法学演習Ⅲ ～

教育学課題研究Ⅲ 教育方法学 ～ 教育方法学演習Ⅳ ～

教育学課題研究Ⅳ 学校臨床社会学 ～ 学校臨床社会学演習Ⅲ ～

教育学課題研究Ⅳ 学校臨床社会学 ～ 学校臨床社会学演習Ⅳ ～

教育学課題研究Ⅴ 学校教育学 ～ 学校教育学演習Ⅲ ～

教育学課題研究Ⅴ 学校教育学 ～ 学校教育学演習Ⅳ ～

教育学課題研究Ⅵ 国際教育学 ～ 国際教育学演習Ⅲ ～

教育学課題研究Ⅵ 国際教育学 ～ 国際教育学演習Ⅳ ～

教育学課題研究Ⅶ 教育社会学 ～ 教育社会学演習Ⅲ ～

教育学課題研究Ⅶ 教育社会学 ～ 教育社会学演習Ⅳ ～

教育学課題研究Ⅷ 国際教育開発学 ～ 国際教育開発学演習Ⅲ ～

教育学課題研究Ⅷ 国際教育開発学 ～ 国際教育開発学演習Ⅳ ～
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開講科目担当表

全学年共通

学部共通科目・・・必修科目 単位 ・ 選択必修科目 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

学
部
共
通
科
目

必
修 総合人間科学入門 春

コーディネータ

芳 賀 学

総合人間科学部学科教員

輪講

選
択
必
修

総合人間科学部共通科目 ～
履修上の注意（ ）の「総合人間科学部

共通科目について」を参照のこと。

学科専門科目（必修科目）・・・ 年次生以前 単位／ 年次生 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

教育学基礎演習

酒 井 朗

上 野 正 道

鈴 木 宏

年次生のみ

教育方法学Ⅰ 春 奈 須 正 裕 年次生以前は選択科目

教育社会学Ⅰ 春 相 澤 真 一
［ 名］教育学科優先

年次生以前は 年次必修科目

学校教育学Ⅰ 春 上 野 正 道

国際教育学Ⅰ 春 杉 村 美 紀 ［ 名］教育学科優先

教育哲学Ⅰ 春 鈴 木 宏

日本教育史Ⅰ 秋 湯 川 嘉津美

学校臨床社会学Ⅰ 春 酒 井 朗 年次生以前は選択科目

国際教育開発学Ⅰ 春 小 松 太 郎

卒業論文 春 教育学科教員 月卒業者対象

卒業論文 秋 教育学科教員

― ―

早期卒業を希望する者は， 年次 月の所定期間に「早期卒業登録申請書」を学科事務室に提出しなければならな

い。その際，自らが 年次に所属することとなる演習担当教員の承認印をもらうこと。

早期卒業の登録を行おうとする者は，あらかじめ学科長または演習の担当教員に相談し，適切な指導を受けなけ

ればならない。また，学業の進捗状況を随時演習担当教員に報告し，指導を受けなければならない。

早期卒業の登録を行った者は原則として休学することはできない。

．早期卒業希望時期の変更および早期卒業希望登録そのものの取り消しについては，下記のとおりとなる。

早期卒業の登録を行った者のうち， 年次 月卒業を希望していたときに限り，早期卒業の時期を 年次 月に変更

することができる。この場合は，「早期卒業学期変更届出書」に演習担当教員の承認印を受けて， 年次秋学期・

・ の履修登録期間中に学科事務室まで届け出なければならない。

早期卒業の登録を行った者が，早期卒業の登録を取り消す場合は，「早期卒業取消届出書」に演習担当教員の承認

印を受けて，学科事務室まで届け出なければならない。提出期間は， 年次 月の早期卒業登録を取り消す場合は

年次秋学期・ ・ 履修登録期間， 年次 月の早期卒業登録を取り消す場合は 年次春学期・ ・ 履修登録

期間とする。

早期卒業を取り消した場合， 年次に履修しなければならない科目で 年次に履修済みの科目は卒業に必要な単位

に算入される。

年次生以前

下記の科目は科目名・単位数・担当者が異なっても変更前と変更後の科目は同一科目とみなし，これらの科目を重複

して履修することはできない。

変更前 変更後

科目

コード
科目名

開講

年度

科目

コード
科目名

開講

年度

教育学課題研究Ⅰ 教育哲学 ～ 教育哲学演習Ⅲ ～

教育学課題研究Ⅰ 教育哲学 ～ 教育哲学演習Ⅳ ～

教育学課題研究Ⅱ 日本教育史 ～ 日本教育史演習Ⅲ ～

教育学課題研究Ⅱ 日本教育史 ～ 日本教育史演習Ⅳ ～

教育学課題研究Ⅲ 教育方法学 ～ 教育方法学演習Ⅲ ～

教育学課題研究Ⅲ 教育方法学 ～ 教育方法学演習Ⅳ ～

教育学課題研究Ⅳ 学校臨床社会学 ～ 学校臨床社会学演習Ⅲ ～

教育学課題研究Ⅳ 学校臨床社会学 ～ 学校臨床社会学演習Ⅳ ～

教育学課題研究Ⅴ 学校教育学 ～ 学校教育学演習Ⅲ ～

教育学課題研究Ⅴ 学校教育学 ～ 学校教育学演習Ⅳ ～

教育学課題研究Ⅵ 国際教育学 ～ 国際教育学演習Ⅲ ～

教育学課題研究Ⅵ 国際教育学 ～ 国際教育学演習Ⅳ ～

教育学課題研究Ⅶ 教育社会学 ～ 教育社会学演習Ⅲ ～

教育学課題研究Ⅶ 教育社会学 ～ 教育社会学演習Ⅳ ～

教育学課題研究Ⅷ 国際教育開発学 ～ 国際教育開発学演習Ⅲ ～

教育学課題研究Ⅷ 国際教育開発学 ～ 国際教育開発学演習Ⅳ ～
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学科専門科目（選択科目）・・・ 年次生以前 単位／ ～ 年次生 単位／ 年次生 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

語
学
科
目

自学科選択科目としての

語学科目
～

語学科目を修得した場合，いずれの言語でも

単位まで（同一言語に限らない）学科選択科

目に算入できる。

学
科
選
択
科
目

教育学特殊講義Ⅰ

－外国教育史－
休講 ～ 隔年開講

教育学特殊講義Ⅱ

－教育の思想－
春 佐 藤 邦 政 ～

教育学特殊講義Ⅲ

－

－

春 大 和 洋 子 ～ ○ 年度より コース科目

教育学特殊講義Ⅳ

－ジェンダーと教育－
秋 谷田川 ル ミ ～

教育学特殊講義Ⅴ

－教育社会史－
春 相 澤 真 一 ～ 隔年開講

教育調査研究法演習

－教育情報処理－
春 須 藤 康 介 ～

［ 名］教育学科のみ，「 教育学特殊講義Ⅵ－教育調査

研究法Ⅰ－」「 教育調査研究法演習Ⅰ－教育情報処理

－」と重複履修不可

春 ～ ○ 年度より コース科目

秋 ～ ○ コース科目，注

秋 杉 村 美 紀 ～ ○ コース科目，注

教育行政学 秋 青 木 栄 一 ～

社会教育計画論Ⅰ 春 田 中 治 彦 ～ ［ 名］教育学科優先

社会教育計画論Ⅱ 秋 田 中 治 彦 ～ ［ 名］教育学科優先

地理学Ⅰ 春 向 後 武 ～ 春学期集中

地理学Ⅱ 春 寺 本 潔 ～

地誌学 春 日 原 高 志 ～

経済学 休講 ～ 隔年開講， 名 教育学科優先

社会学 秋 米 田 幸 弘 ～ 隔年開講， 名 教育学科優先

哲学 秋 鈴 木 宏 ～

休講 ～ ○
コース科目

年度開講予定

休講 ～ ○
コース科目

年度開講予定

休講 ～ ○
コース科目

年度開講予定

休講 ～ ○
コース科目

年度開講予定

困難を抱える子どもの

ケアに関する総合人間

科学

コーディネータ

酒 井 朗

久 田 満

草 柳 浩 子

新 藤 こずえ

～
輪講

［ 名］

困難を抱える子どもの

ケアに関する総合人間

科学

コーディネータ

酒 井 朗

久 田 満

草 柳 浩 子

新 藤 こずえ

～

輪講

［ 名］

目白聖母キャンパス開講科目

他
学
科
科
目

教育原理 （他）教職課程

学校教育社会学 （他）教職課程

教職概論 （他）教職課程

教育の方法・技術 （他）教職課程

― ―

学科専門科目（選択必修科目）・・・ 年次生以前 単位／ 年次生以降 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

概論Ⅱ 科目 単位

教育方法学Ⅱ 休講 ・

教育社会学Ⅱ 秋 相 澤 真 一 ・

学校教育学Ⅱ 秋 上 野 正 道 ・ ［ 名］教育学科優先

国際教育学Ⅱ 秋 杉 村 美 紀 ・ ［ 名］教育学科優先

教育哲学Ⅱ 秋 鈴 木 宏

日本教育史Ⅱ 休講

学校臨床社会学Ⅱ 秋 酒 井 朗

国際教育開発学Ⅱ 秋 小 松 太 郎

演習Ⅰ 科目 単位（ 年次生以前） 科目 単位（ 年次生以降）

教育哲学演習Ⅰ 春 鈴 木 宏

日本教育史演習Ⅰ 秋 湯 川 嘉津美

教育社会学演習Ⅰ 春 相 澤 真 一

学校教育学演習Ⅰ 春 上 野 正 道

教育方法学演習Ⅰ 春 奈 須 正 裕

学校臨床社会学演習Ⅰ 春 酒 井 朗

国際教育学演習Ⅰ 杉 村 美 紀

国際教育開発学演習Ⅰ 小 松 太 郎

演習Ⅱ 科目 単位

教育哲学演習Ⅱ 秋 鈴 木 宏

日本教育史演習Ⅱ 秋 湯 川 嘉津美

教育社会学演習Ⅱ 秋 相 澤 真 一

学校教育学演習Ⅱ 秋 上 野 正 道

教育方法学演習Ⅱ 春 奈 須 正 裕

学校臨床社会学演習Ⅱ 秋 酒 井 朗

国際教育学演習Ⅱ 秋 杉 村 美 紀

国際教育開発学演習Ⅱ 秋 小 松 太 郎

演習Ⅲ・Ⅳ

教育哲学演習Ⅲ 春 鈴 木 宏 教育学課題研究Ⅰ と同一科目

教育哲学演習Ⅳ 秋 鈴 木 宏 教育学課題研究Ⅰ と同一科目

日本教育史演習Ⅲ 秋 湯 川 嘉津美 教育学課題研究Ⅱ と同一科目

日本教育史演習Ⅳ 秋 湯 川 嘉津美 教育学課題研究Ⅱ と同一科目

教育社会学演習Ⅲ 春 相 澤 真 一 教育学課題研究Ⅶ と同一科目

教育社会学演習Ⅳ 秋 相 澤 真 一 教育学課題研究Ⅶ と同一科目

学校教育学演習Ⅲ 春 上 野 正 道 教育学課題研究Ⅴ と同一科目

学校教育学演習Ⅳ 秋 上 野 正 道 教育学課題研究Ⅴ と同一科目

教育方法学演習Ⅲ 春 奈 須 正 裕 教育学課題研究Ⅲ と同一科目

教育方法学演習Ⅳ 春 奈 須 正 裕 教育学課題研究Ⅲ と同一科目

学校臨床社会学演習Ⅲ 春 酒 井 朗 教育学課題研究Ⅳ と同一科目

学校臨床社会学演習Ⅳ 秋 酒 井 朗 教育学課題研究Ⅳ と同一科目

国際教育学演習Ⅲ 杉 村 美 紀 教育学課題研究Ⅵ と同一科目

国際教育学演習Ⅳ 秋 杉 村 美 紀 教育学課題研究Ⅵ と同一科目

国際教育開発学演習Ⅲ 小 松 太 郎 教育学課題研究Ⅷ と同一科目

国際教育開発学演習Ⅳ 秋 小 松 太 郎 教育学課題研究Ⅷ と同一科目
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学科専門科目（選択科目）・・・ 年次生以前 単位／ ～ 年次生 単位／ 年次生 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

語
学
科
目

自学科選択科目としての

語学科目
～

語学科目を修得した場合，いずれの言語でも

単位まで（同一言語に限らない）学科選択科

目に算入できる。

学
科
選
択
科
目

教育学特殊講義Ⅰ

－外国教育史－
休講 ～ 隔年開講

教育学特殊講義Ⅱ

－教育の思想－
春 佐 藤 邦 政 ～

教育学特殊講義Ⅲ

－

－

春 大 和 洋 子 ～ ○ 年度より コース科目

教育学特殊講義Ⅳ

－ジェンダーと教育－
秋 谷田川 ル ミ ～

教育学特殊講義Ⅴ

－教育社会史－
春 相 澤 真 一 ～ 隔年開講

教育調査研究法演習

－教育情報処理－
春 須 藤 康 介 ～

［ 名］教育学科のみ，「 教育学特殊講義Ⅵ－教育調査

研究法Ⅰ－」「 教育調査研究法演習Ⅰ－教育情報処理

－」と重複履修不可

春 ～ ○ 年度より コース科目

秋 ～ ○ コース科目，注

秋 杉 村 美 紀 ～ ○ コース科目，注

教育行政学 秋 青 木 栄 一 ～

社会教育計画論Ⅰ 春 田 中 治 彦 ～ ［ 名］教育学科優先

社会教育計画論Ⅱ 秋 田 中 治 彦 ～ ［ 名］教育学科優先

地理学Ⅰ 春 向 後 武 ～ 春学期集中

地理学Ⅱ 春 寺 本 潔 ～

地誌学 春 日 原 高 志 ～

経済学 休講 ～ 隔年開講， 名 教育学科優先

社会学 秋 米 田 幸 弘 ～ 隔年開講， 名 教育学科優先

哲学 秋 鈴 木 宏 ～

休講 ～ ○
コース科目

年度開講予定

休講 ～ ○
コース科目

年度開講予定

休講 ～ ○
コース科目

年度開講予定

休講 ～ ○
コース科目

年度開講予定

困難を抱える子どもの

ケアに関する総合人間

科学

コーディネータ

酒 井 朗

久 田 満

草 柳 浩 子

新 藤 こずえ

～
輪講

［ 名］

困難を抱える子どもの

ケアに関する総合人間

科学

コーディネータ

酒 井 朗

久 田 満

草 柳 浩 子

新 藤 こずえ

～

輪講

［ 名］

目白聖母キャンパス開講科目

他
学
科
科
目

教育原理 （他）教職課程

学校教育社会学 （他）教職課程

教職概論 （他）教職課程

教育の方法・技術 （他）教職課程

― ―

学科専門科目（選択必修科目）・・・ 年次生以前 単位／ 年次生以降 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

概論Ⅱ 科目 単位

教育方法学Ⅱ 休講 ・

教育社会学Ⅱ 秋 相 澤 真 一 ・

学校教育学Ⅱ 秋 上 野 正 道 ・ ［ 名］教育学科優先

国際教育学Ⅱ 秋 杉 村 美 紀 ・ ［ 名］教育学科優先

教育哲学Ⅱ 秋 鈴 木 宏

日本教育史Ⅱ 休講

学校臨床社会学Ⅱ 秋 酒 井 朗

国際教育開発学Ⅱ 秋 小 松 太 郎

演習Ⅰ 科目 単位（ 年次生以前） 科目 単位（ 年次生以降）

教育哲学演習Ⅰ 春 鈴 木 宏

日本教育史演習Ⅰ 秋 湯 川 嘉津美

教育社会学演習Ⅰ 春 相 澤 真 一

学校教育学演習Ⅰ 春 上 野 正 道

教育方法学演習Ⅰ 春 奈 須 正 裕

学校臨床社会学演習Ⅰ 春 酒 井 朗

国際教育学演習Ⅰ 杉 村 美 紀

国際教育開発学演習Ⅰ 小 松 太 郎

演習Ⅱ 科目 単位

教育哲学演習Ⅱ 秋 鈴 木 宏

日本教育史演習Ⅱ 秋 湯 川 嘉津美

教育社会学演習Ⅱ 秋 相 澤 真 一

学校教育学演習Ⅱ 秋 上 野 正 道

教育方法学演習Ⅱ 春 奈 須 正 裕

学校臨床社会学演習Ⅱ 秋 酒 井 朗

国際教育学演習Ⅱ 秋 杉 村 美 紀

国際教育開発学演習Ⅱ 秋 小 松 太 郎

演習Ⅲ・Ⅳ

教育哲学演習Ⅲ 春 鈴 木 宏 教育学課題研究Ⅰ と同一科目

教育哲学演習Ⅳ 秋 鈴 木 宏 教育学課題研究Ⅰ と同一科目

日本教育史演習Ⅲ 秋 湯 川 嘉津美 教育学課題研究Ⅱ と同一科目

日本教育史演習Ⅳ 秋 湯 川 嘉津美 教育学課題研究Ⅱ と同一科目

教育社会学演習Ⅲ 春 相 澤 真 一 教育学課題研究Ⅶ と同一科目

教育社会学演習Ⅳ 秋 相 澤 真 一 教育学課題研究Ⅶ と同一科目

学校教育学演習Ⅲ 春 上 野 正 道 教育学課題研究Ⅴ と同一科目

学校教育学演習Ⅳ 秋 上 野 正 道 教育学課題研究Ⅴ と同一科目

教育方法学演習Ⅲ 春 奈 須 正 裕 教育学課題研究Ⅲ と同一科目

教育方法学演習Ⅳ 春 奈 須 正 裕 教育学課題研究Ⅲ と同一科目

学校臨床社会学演習Ⅲ 春 酒 井 朗 教育学課題研究Ⅳ と同一科目

学校臨床社会学演習Ⅳ 秋 酒 井 朗 教育学課題研究Ⅳ と同一科目

国際教育学演習Ⅲ 杉 村 美 紀 教育学課題研究Ⅵ と同一科目

国際教育学演習Ⅳ 秋 杉 村 美 紀 教育学課題研究Ⅵ と同一科目

国際教育開発学演習Ⅲ 小 松 太 郎 教育学課題研究Ⅷ と同一科目

国際教育開発学演習Ⅳ 秋 小 松 太 郎 教育学課題研究Ⅷ と同一科目
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

他
学
科
科
目

超域史・隣接学概説Ⅰ （他）史学科
超域史・隣接学概説Ⅱ （他）史学科
国際コミュニケーション論Ⅰ （他）新聞学科
国際コミュニケーション論Ⅱ （他）新聞学科
環境社会学 （他）法学部

（他）外国語学部
（他）外国語学部
（他）外国語学部

国際政治経済論（経済学的

アプローチ）
（他）総合グローバル学科

国際政治経済論（経済学的

アプローチ）
（他）総合グローバル学科

開発経済学 （他）総合グローバル学科
グローバル・ヒストリー （他）総合グローバル学科
グローバル・ガバナンス論 （他）総合グローバル学科
国連研究 （他）総合グローバル学科
グローバリゼーション
と市民社会

（他）総合グローバル学科

国際協力論 （他）総合グローバル学科
アフリカ史 （他）総合グローバル学科

（他）言語教育研究センター 年次生以
降対象。言語教育研究センター開講科目

（ ～）を参照。

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

他
学
科
科
目

教育課程論 （他）教職課程

特別活動論 （他）教職課程

特別活動論 （他）教職課程

総合的な学習の時間の
理論と実践

（他）教職課程

特別支援の理論と実践 （他）教職課程

道徳教育の理論と実践 （他）教職課程

社会科・公民科教育法Ⅰ （他）教職課程

社会科・公民科教育法Ⅱ （他）教職課程

社会科・地歴科教育法Ⅰ （他）教職課程

社会科・地歴科教育法Ⅱ （他）教職課程

博物館学概論 （他）学芸員課程

博物館経営論 （他）学芸員課程

博物館教育論 （他）学芸員課程

教育相談 （他）教職課程

生徒指導論 （他）教職課程

進路指導論 （他）教職課程

教育心理学 （他）教職課程

認知行動療法概論 （他）心理学科， 年次生以前対象

学習・言語心理学 （他）心理学科

臨床心理学 （他）心理学科， 年次生以前対象

心理学的支援法 （他）心理学科

発達心理学 （他）心理学科

臨床心理学概論 （他）心理学科

精神医学（精神疾患とその治療） （他）心理学科

都市の社会学 （他）社会学科

家族社会学Ⅰ （他）社会学科

家族社会学Ⅰ （他）社会学科

家族社会学Ⅱ （他）社会学科

ライフコースの社会学 （他）社会学科

計画と政策の社会学 （他）社会学科

高齢者福祉論 （他）社会福祉学科

児童福祉論 （他）社会福祉学科

近世哲学史 （他）哲学科

現代哲学 （他）哲学科

現代哲学 （他）哲学科

アジア・日本史系概説Ⅰ

（日本史）
（他）史学科

アジア・日本史系概説Ⅱ

（日本史）
（他）史学科

アジア・日本史系概説Ⅲ
（東洋史）

（他）史学科

アジア・日本史系概説Ⅳ
（東洋史）

（他）史学科

アジア・日本史系概説Ⅴ
（東洋史）

（他）史学科

ヨーロッパ・アメリカ史
系概説Ⅰ

（他）史学科

ヨーロッパ・アメリカ史

系概説Ⅱ
（他）史学科

ヨーロッパ・アメリカ史
系概説Ⅲ （他）史学科

ヨーロッパ・アメリカ史
系概説Ⅳ

（他）史学科
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

他
学
科
科
目

超域史・隣接学概説Ⅰ （他）史学科
超域史・隣接学概説Ⅱ （他）史学科
国際コミュニケーション論Ⅰ （他）新聞学科
国際コミュニケーション論Ⅱ （他）新聞学科
環境社会学 （他）法学部

（他）外国語学部
（他）外国語学部
（他）外国語学部

国際政治経済論（経済学的

アプローチ）
（他）総合グローバル学科

国際政治経済論（経済学的

アプローチ）
（他）総合グローバル学科

開発経済学 （他）総合グローバル学科
グローバル・ヒストリー （他）総合グローバル学科
グローバル・ガバナンス論 （他）総合グローバル学科
国連研究 （他）総合グローバル学科
グローバリゼーション
と市民社会

（他）総合グローバル学科

国際協力論 （他）総合グローバル学科
アフリカ史 （他）総合グローバル学科

（他）言語教育研究センター 年次生以
降対象。言語教育研究センター開講科目

（ ～）を参照。

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

他
学
科
科
目

教育課程論 （他）教職課程

特別活動論 （他）教職課程

特別活動論 （他）教職課程

総合的な学習の時間の
理論と実践

（他）教職課程

特別支援の理論と実践 （他）教職課程

道徳教育の理論と実践 （他）教職課程

社会科・公民科教育法Ⅰ （他）教職課程

社会科・公民科教育法Ⅱ （他）教職課程

社会科・地歴科教育法Ⅰ （他）教職課程

社会科・地歴科教育法Ⅱ （他）教職課程

博物館学概論 （他）学芸員課程

博物館経営論 （他）学芸員課程

博物館教育論 （他）学芸員課程

教育相談 （他）教職課程

生徒指導論 （他）教職課程

進路指導論 （他）教職課程

教育心理学 （他）教職課程

認知行動療法概論 （他）心理学科， 年次生以前対象

学習・言語心理学 （他）心理学科

臨床心理学 （他）心理学科， 年次生以前対象

心理学的支援法 （他）心理学科

発達心理学 （他）心理学科

臨床心理学概論 （他）心理学科

精神医学（精神疾患とその治療） （他）心理学科

都市の社会学 （他）社会学科

家族社会学Ⅰ （他）社会学科

家族社会学Ⅰ （他）社会学科

家族社会学Ⅱ （他）社会学科

ライフコースの社会学 （他）社会学科

計画と政策の社会学 （他）社会学科

高齢者福祉論 （他）社会福祉学科

児童福祉論 （他）社会福祉学科

近世哲学史 （他）哲学科

現代哲学 （他）哲学科

現代哲学 （他）哲学科

アジア・日本史系概説Ⅰ

（日本史）
（他）史学科

アジア・日本史系概説Ⅱ

（日本史）
（他）史学科

アジア・日本史系概説Ⅲ
（東洋史）

（他）史学科

アジア・日本史系概説Ⅳ
（東洋史）

（他）史学科

アジア・日本史系概説Ⅴ
（東洋史）

（他）史学科

ヨーロッパ・アメリカ史
系概説Ⅰ

（他）史学科

ヨーロッパ・アメリカ史

系概説Ⅱ
（他）史学科

ヨーロッパ・アメリカ史
系概説Ⅲ （他）史学科

ヨーロッパ・アメリカ史
系概説Ⅳ

（他）史学科
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― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

他
学
科
科
目

（他）言語教育研究センター 年次生以
降対象。言語教育研究センター開講科目

（ ～）を参照。

そ
の
他

他学部他学科科目・課程
科目（実習を除く）

各開講科目担当表を参照 単位まで選択科目に算入可

● コース科目履修条件等に関する注釈

注 ：履修にあたっては，国際教養学部開講科目を履修する際と同じ語学要件を満たしていることが必要である（語学要件について
は「履修要覧〔ガイド・資料編〕の ～ 参照」）。

で履修登録はできないので，語学要件を満たしていることを証明できるもの（ コース科目を初めて履修する場合の
み提出必要）を用意し，履修登録期間中に学事センター窓口で手続きを行うこと。

― ―

心理学科 

〔教育研究上の目的〕

人間の「心」に関する科学的アプローチを通じて，人間がよりよく生きるために必要な，自らの心を的確に把握し，他

者の心の動きを冷静にしかし暖かなまなざしをもって見つめる視点を養うこと

〔人材養成の目的〕

時代が求める「心」を探求する力を涵養し，人の「心」をとらえるための総合的視野を持つ人材を養成すること

〔ディプロマ・ポリシー〕

本学科では，学生が卒業時に身につけているべき能力や知識を次のように定めています。卒業要件を満たせば，これら

を身につけた者と認め，学位を授与します。

心理学の考え方や理論を理解し，自分の言葉で説明する能力

心理学のさまざまな研究法，技法について，実践を通して理解する能力

協働的な学びを通して，コミュニケーション・スキルを修得し，心理学についての理解を深める能力

卒業研究を通して，自らテーマを設定し，ふさわしい方法で研究を進め，分析し，結果をまとめて考察を書く能力

〔カリキュラム・ポリシー〕

本学科では，ディプロマ・ポリシーに沿って，次のようにカリキュラムを編成しています。

心理学の知識を幅広く身につけさせるために，心理学の基礎から，心理学の専門領域ごとの講義科目，特殊講義科目を

配置する。

心理学のさまざまな研究法，技法を修得させるために， 年次に基本を学び，学年が上がるごとに徐々に高度な研究法に

ついての科目を配置する。

協働的な学びを通して，コミュニケーション・スキルを修得させ，心理学についての理解を深めていくために，演習を

中心とした科目を 年次から継続的に配置する。

卒業研究に関する科目を履修して，卒業論文をまとめる。
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

他
学
科
科
目

（他）言語教育研究センター 年次生以
降対象。言語教育研究センター開講科目

（ ～）を参照。

そ
の
他

他学部他学科科目・課程
科目（実習を除く）

各開講科目担当表を参照 単位まで選択科目に算入可

● コース科目履修条件等に関する注釈

注 ：履修にあたっては，国際教養学部開講科目を履修する際と同じ語学要件を満たしていることが必要である（語学要件について
は「履修要覧〔ガイド・資料編〕の ～ 参照」）。

で履修登録はできないので，語学要件を満たしていることを証明できるもの（ コース科目を初めて履修する場合の
み提出必要）を用意し，履修登録期間中に学事センター窓口で手続きを行うこと。

― ―

心理学科 

〔教育研究上の目的〕

人間の「心」に関する科学的アプローチを通じて，人間がよりよく生きるために必要な，自らの心を的確に把握し，他

者の心の動きを冷静にしかし暖かなまなざしをもって見つめる視点を養うこと

〔人材養成の目的〕

時代が求める「心」を探求する力を涵養し，人の「心」をとらえるための総合的視野を持つ人材を養成すること

〔ディプロマ・ポリシー〕

本学科では，学生が卒業時に身につけているべき能力や知識を次のように定めています。卒業要件を満たせば，これら

を身につけた者と認め，学位を授与します。

心理学の考え方や理論を理解し，自分の言葉で説明する能力

心理学のさまざまな研究法，技法について，実践を通して理解する能力

協働的な学びを通して，コミュニケーション・スキルを修得し，心理学についての理解を深める能力

卒業研究を通して，自らテーマを設定し，ふさわしい方法で研究を進め，分析し，結果をまとめて考察を書く能力

〔カリキュラム・ポリシー〕

本学科では，ディプロマ・ポリシーに沿って，次のようにカリキュラムを編成しています。

心理学の知識を幅広く身につけさせるために，心理学の基礎から，心理学の専門領域ごとの講義科目，特殊講義科目を

配置する。

心理学のさまざまな研究法，技法を修得させるために， 年次に基本を学び，学年が上がるごとに徐々に高度な研究法に

ついての科目を配置する。

協働的な学びを通して，コミュニケーション・スキルを修得させ，心理学についての理解を深めていくために，演習を

中心とした科目を 年次から継続的に配置する。

卒業研究に関する科目を履修して，卒業論文をまとめる。
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― ―

卒業に要する科目，単位数の最低基準

～ 年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位 体育 単位

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位 高学年向け教養科目 単位含む

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 学部共通科目 単位 必修 単位

選択必修 単位

学科専門科目 単位 必修 単位

選択必修 単位

選択 単位

合 計 単位

― ―

標準配当表

年次生以降

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

＊語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

○ 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位
（

単
位
）

語
学
科
目

（

単
位
）

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

語
学
科
目

単
位
）

選
択
必
修

英語以外の指定された同一言語（注 ）

学
部
共
通
科
目

単
位

（

単
位
）

必
修 総合人間科学入門

単
位

選
択
必
修

自学科以外の科目より選択すること

学
科
専
門
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

心理学統計法

心理学研究法Ⅰ

心理学演習Ⅰ

心理学演習Ⅰ

心理学基礎論

心理学概論

心理学研究法Ⅱ

（心理学実験）

心理学研究法Ⅱ

（心理演習）

心理学演習Ⅱ

心理学演習Ⅱ

心理学研究法Ⅳ

心理学研究法Ⅳ

卒業研究

卒業研究

（

単
位
）

選
択
必
修

心理学演習Ⅲ

心理学演習Ⅲ

単
位

選
択

①本学科開講科目，②課程科目（実習を除く），③他学部他学科の「学科科目」（語学科目を除く）で充当することが

できる。ただし，②と③で充当できるのは 単位までである。

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については， ～を参照。
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卒業に要する科目，単位数の最低基準

～ 年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位 体育 単位

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位 高学年向け教養科目 単位含む

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 学部共通科目 単位 必修 単位

選択必修 単位

学科専門科目 単位 必修 単位

選択必修 単位

選択 単位

合 計 単位

― ―

標準配当表

年次生以降

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

＊語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

○ 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位
（

単
位
）

語
学
科
目

（

単
位
）

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

語
学
科
目

単
位
）

選
択
必
修

英語以外の指定された同一言語（注 ）

学
部
共
通
科
目

単
位

（

単
位
）

必
修 総合人間科学入門

単
位

選
択
必
修

自学科以外の科目より選択すること

学
科
専
門
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

心理学統計法

心理学研究法Ⅰ

心理学演習Ⅰ

心理学演習Ⅰ

心理学基礎論

心理学概論

心理学研究法Ⅱ

（心理学実験）

心理学研究法Ⅱ

（心理演習）

心理学演習Ⅱ

心理学演習Ⅱ

心理学研究法Ⅳ

心理学研究法Ⅳ

卒業研究

卒業研究

（

単
位
）

選
択
必
修

心理学演習Ⅲ

心理学演習Ⅲ

単
位

選
択

①本学科開講科目，②課程科目（実習を除く），③他学部他学科の「学科科目」（語学科目を除く）で充当することが

できる。ただし，②と③で充当できるのは 単位までである。

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については， ～を参照。
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― ―

～ 年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

単
位

選
択

＊学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる

＊語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

○ 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位
（

単
位
）

語
学
科
目

（

単
位
）

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

語
学
科
目

単
位
）

選
択
必
修

英語以外の指定された同一言語（注 ）

学
部
共
通
科
目

単
位

（

単
位
）

必
修 総合人間科学入門

（

単
位

選
択
必
修

自学科以外の科目より選択すること

学
科
専
門
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

心理学研究法Ⅰ （注 ）

心理学研究法Ⅰ （注 ）

心理学演習Ⅰ

心理学演習Ⅰ

心理学基礎論Ⅰ（注 ）

心理学基礎論Ⅱ（注 ）

心理学研究法Ⅱ （注 ）

心理学研究法Ⅱ （注 ）

心理学演習Ⅱ

（心理学の思想と倫理）（注 ）

心理学演習Ⅱ

心理学研究法Ⅳ

心理学研究法Ⅳ

卒業研究

卒業研究

単
位

選
択
必
修

心理学演習Ⅲ

心理学演習Ⅲ

（

単
位
）

選
択

①本学科開講科目，②課程科目（実習を除く），③他学部他学科の「学科科目」（語学科目を除く）で充当することが

できる。ただし，②と③で充当できるのは 単位までである。

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については， ～を参照。
（注 ）未修得者は「心理学統計法」の単位取得によってこれに充てる。
（注 ）未修得者は「心理学研究法Ⅰ」の単位取得によってこれに充てる。
（注 ）未修得者は「心理学基礎論」の単位取得によってこれに充てる。
（注 ）未修得者は「心理学概論」の単位取得によってこれに充てる。
（注 ）未修得者は「心理学研究法Ⅱ （心理学実験）」の単位取得によってこれに充てる。
（注 ）未修得者は「心理学研究法Ⅱ （心理演習）」の単位取得によってこれに充てる。
（注 ）未修得者は「心理学演習Ⅱ 」の単位修得によってこれに充てる。

― ―

履修上の注意

全学年共通

① 総合人間科学部共通科目について

総合人間科学部共通科目は，必修の「総合人間科学入門」 単位（ 年次に履修）と，選択必修科目計 単位（ 年

次～ 年次に履修）からなり，選択必修科目については，自学科以外の開講科目から 科目 単位を選択し履修する。

開講科目については，総合人間科学部のページ（ ～）を参照のこと。

なお，学部共通科目の選択必修科目を，必要単位数（ 単位）を超えて修得した場合は，自学科選択科目として認

め卒業単位に算入する。

② 語学科目について

語学科目（必修科目）については，すべて 年次の間に履修することがのぞましい。

学科の選択必修科目として，英語以外の同一言語を， 単位履修しなければならない。なお履修上の注意について

は ～を参照のこと。

③ 学科科目について

選択科目の履修については，学科ガイダンスにしたがって履修科目を決めること。

選択科目は①本学科開講科目，②課程科目（実習を除く），③他学部他学科の「学科科目」（語学科目を除く）で

充当することができる。ただし，②と③で充当できるのは 単位までである。

選択必修科目を，必要単位数を超えて修得した場合，その超過分は選択科目として卒業単位に充当することがで

きる。

年次選択必修科目（「心理学演習Ⅲ 」・「心理学演習Ⅲ 」）の受講のためには，心理学科で開講している ・ 年

次の必修科目（ ～ ．標準配当表を参照）が履修済みであること。

「心理学演習Ⅲ 」の受講のためには，同一の担当教員による「心理学演習Ⅲ 」が履修済みであることを原則と

する。

「心理学演習Ⅲ 」の受講のためには，履修登録前に指導を希望する教員との相談が必要である。

「心理学演習Ⅲ ・ 」は， 年次に履修することを原則とするが，留学等しかるべき理由があり 年次に履修でき

ない場合には，事前に学科長に相談すること。

④ 「心理学研究法Ⅳ ・ 」「卒業研究 ・ 」について

卒業研究のテーマと指導教員については，卒業前年度内に「心理学科卒業研究予備登録カード」を提出し，これ

に基づいて学科で調整を行う。なお，このための説明会を別に行う。

履修については「心理学研究法Ⅳ 」→「心理学研究法Ⅳ 」および「卒業研究 」→「卒業研究 」の順とするこ

と。原則として春学期に を秋学期に を履修することとする。ただし，留学等の事情により，半期に「心理学研

究法Ⅳ 」と「心理学研究法Ⅳ 」および「卒業研究 」と「卒業研究 」の同時登録も学科長の許可があれば認め

る。やむを得ない事情がある場合は，履修登録期間前に必ず学科長に相談すること。

装丁や形式等詳細は，学科の指導に従うこと。

提出要領は下記のとおりである。

ア 期間／時間 学科掲示板の掲示を確認すること。

イ 場所 学科掲示板の掲示を確認すること。

「卒業研究 」および「卒業研究 」は正本の提出とともに副本・要旨・メディアの提出，口頭試問ないし，学科

で指示した卒論発表会をもって完了する。

「卒業研究 」の評価には， （合格）・ （不合格）を使用する。

「卒業研究 」および「卒業研究 」は必修科目であるが，所定の手続きにより履修中止（ ）を認める。

⑤ その他

担当教員と科目名が同じ科目は，度履修しても卒業に必要な単位としては認めない。ただし，「心理学特殊講義」

については，担当者が同じでかつ副題も同一の場合についてのみ，同一科目として扱う。

半期ずつⅠ，Ⅱと分けてある科目は，履修に際し，条件を設けている場合があるので，履修要覧及びシラバスを

よく読んで履修登録を行うこと。
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～ 年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

単
位

選
択

＊学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる

＊語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

○ 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位
（

単
位
）

語
学
科
目

（

単
位
）

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

語
学
科
目

単
位
）

選
択
必
修

英語以外の指定された同一言語（注 ）

学
部
共
通
科
目

単
位

（

単
位
）

必
修 総合人間科学入門

（

単
位

選
択
必
修

自学科以外の科目より選択すること

学
科
専
門
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

心理学研究法Ⅰ （注 ）

心理学研究法Ⅰ （注 ）

心理学演習Ⅰ

心理学演習Ⅰ

心理学基礎論Ⅰ（注 ）

心理学基礎論Ⅱ（注 ）

心理学研究法Ⅱ （注 ）

心理学研究法Ⅱ （注 ）

心理学演習Ⅱ

（心理学の思想と倫理）（注 ）

心理学演習Ⅱ

心理学研究法Ⅳ

心理学研究法Ⅳ

卒業研究

卒業研究

単
位

選
択
必
修

心理学演習Ⅲ

心理学演習Ⅲ

（

単
位
）

選
択

①本学科開講科目，②課程科目（実習を除く），③他学部他学科の「学科科目」（語学科目を除く）で充当することが

できる。ただし，②と③で充当できるのは 単位までである。

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については， ～を参照。
（注 ）未修得者は「心理学統計法」の単位取得によってこれに充てる。
（注 ）未修得者は「心理学研究法Ⅰ」の単位取得によってこれに充てる。
（注 ）未修得者は「心理学基礎論」の単位取得によってこれに充てる。
（注 ）未修得者は「心理学概論」の単位取得によってこれに充てる。
（注 ）未修得者は「心理学研究法Ⅱ （心理学実験）」の単位取得によってこれに充てる。
（注 ）未修得者は「心理学研究法Ⅱ （心理演習）」の単位取得によってこれに充てる。
（注 ）未修得者は「心理学演習Ⅱ 」の単位修得によってこれに充てる。

― ―

履修上の注意

全学年共通

① 総合人間科学部共通科目について

総合人間科学部共通科目は，必修の「総合人間科学入門」 単位（ 年次に履修）と，選択必修科目計 単位（ 年

次～ 年次に履修）からなり，選択必修科目については，自学科以外の開講科目から 科目 単位を選択し履修する。

開講科目については，総合人間科学部のページ（ ～）を参照のこと。

なお，学部共通科目の選択必修科目を，必要単位数（ 単位）を超えて修得した場合は，自学科選択科目として認

め卒業単位に算入する。

② 語学科目について

語学科目（必修科目）については，すべて 年次の間に履修することがのぞましい。

学科の選択必修科目として，英語以外の同一言語を， 単位履修しなければならない。なお履修上の注意について

は ～を参照のこと。

③ 学科科目について

選択科目の履修については，学科ガイダンスにしたがって履修科目を決めること。

選択科目は①本学科開講科目，②課程科目（実習を除く），③他学部他学科の「学科科目」（語学科目を除く）で

充当することができる。ただし，②と③で充当できるのは 単位までである。

選択必修科目を，必要単位数を超えて修得した場合，その超過分は選択科目として卒業単位に充当することがで

きる。

年次選択必修科目（「心理学演習Ⅲ 」・「心理学演習Ⅲ 」）の受講のためには，心理学科で開講している ・ 年

次の必修科目（ ～ ．標準配当表を参照）が履修済みであること。

「心理学演習Ⅲ 」の受講のためには，同一の担当教員による「心理学演習Ⅲ 」が履修済みであることを原則と

する。

「心理学演習Ⅲ 」の受講のためには，履修登録前に指導を希望する教員との相談が必要である。

「心理学演習Ⅲ ・ 」は， 年次に履修することを原則とするが，留学等しかるべき理由があり 年次に履修でき

ない場合には，事前に学科長に相談すること。

④ 「心理学研究法Ⅳ ・ 」「卒業研究 ・ 」について

卒業研究のテーマと指導教員については，卒業前年度内に「心理学科卒業研究予備登録カード」を提出し，これ

に基づいて学科で調整を行う。なお，このための説明会を別に行う。

履修については「心理学研究法Ⅳ 」→「心理学研究法Ⅳ 」および「卒業研究 」→「卒業研究 」の順とするこ

と。原則として春学期に を秋学期に を履修することとする。ただし，留学等の事情により，半期に「心理学研

究法Ⅳ 」と「心理学研究法Ⅳ 」および「卒業研究 」と「卒業研究 」の同時登録も学科長の許可があれば認め

る。やむを得ない事情がある場合は，履修登録期間前に必ず学科長に相談すること。

装丁や形式等詳細は，学科の指導に従うこと。

提出要領は下記のとおりである。

ア 期間／時間 学科掲示板の掲示を確認すること。

イ 場所 学科掲示板の掲示を確認すること。

「卒業研究 」および「卒業研究 」は正本の提出とともに副本・要旨・メディアの提出，口頭試問ないし，学科

で指示した卒論発表会をもって完了する。

「卒業研究 」の評価には， （合格）・ （不合格）を使用する。

「卒業研究 」および「卒業研究 」は必修科目であるが，所定の手続きにより履修中止（ ）を認める。

⑤ その他

担当教員と科目名が同じ科目は，度履修しても卒業に必要な単位としては認めない。ただし，「心理学特殊講義」

については，担当者が同じでかつ副題も同一の場合についてのみ，同一科目として扱う。

半期ずつⅠ，Ⅱと分けてある科目は，履修に際し，条件を設けている場合があるので，履修要覧及びシラバスを

よく読んで履修登録を行うこと。
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⑥ 年間最高履修限度

履修登録単位数は，各年次・学期において次のとおり制限されているので，これを超えて履修することは出来ない。

（単位）

年次 年次 年次 年次
合計

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

※春：春学期・ ・ 科目，秋：秋学期・ ・ 科目

⑦ 科目のナンバリングについて

開講科目担当表に記載されたナンバリングは下記の分野・授業形態等を示すものである。ナンバリングについては，

履修要覧〔ガイド・資料編〕 を参照すること。

分野名（アルファベット） 分野名（英語） 分野名（日本語）

心理学

卒業論文

⑧ 同一科目対照表

下記の科目は科目名・単位数・担当者が異なっても変更前と変更後の科目は同一科目とみなし，これらの科目を重

複して履修することはできない。

変更前 変更後

科目

コード
科目名

開講

年度

科目

コード
科目名

開講

年度

心理学研究法Ⅰ （初等統計学） ～ 心理学統計法 ～

心理学研究法Ⅰ （コンピュータ入門） ～ 心理学研究法 ～

心理学基礎論Ⅰ（思想と歴史） ～ 心理学基礎論 ～

心理学基礎論Ⅱ（対象と方法） ～ 心理学概論 ～

心理学研究法Ⅱ ～ 心理学研究法Ⅱ （心理学実験） ～

心理学研究法Ⅱ ～ 心理学研究法Ⅱ （心理演習） ～

心理学演習Ⅱ （心理学の思想と倫理） ～ 心理学演習Ⅱ ～

心理学演習Ⅲ （カウンセリング研究） ～ 心理学演習Ⅲ （認知行動療法研究） ～

心理学演習Ⅲ （カウンセリング研究） ～ 心理学演習Ⅲ （認知行動療法研究） ～

精神医学Ⅰ ～
精神医学（精神疾患とその治療） ～

精神医学Ⅰ（精神疾患とその治療） ～

精神分析Ⅰ ～ 精神分析 ～

心理臨床学Ⅰ ～ 臨床心理学概論 ～

心理臨床学Ⅱ ～ 臨床心理学 ～

カウンセリング概論Ⅰ ～ 認知行動療法概論 ～

学習心理学Ⅰ ～ 学習・言語心理学 ～

認知心理学Ⅰ ～ 認知心理学Ⅰ（知覚・認知心理学） ～

生理心理学Ⅰ ～ 生理心理学Ⅰ（神経・生理心理学） ～

社会心理学Ⅱ ～ 社会心理学Ⅱ（社会・集団・家族心理学） ～

コミュニティ心理学Ⅰ ～ コミュニティ心理学 ～

コミュニティ心理学Ⅱ ～ 健康・医療心理学 ～

人格心理学Ⅰ ～ 感情・人格心理学 ～

人格心理学Ⅱ ～ 心理的アセスメント ～

児童精神医学Ⅰ ～ 児童精神医学 ～

老年心理学
～

～
老年心理学（福祉心理学）

のみ

― ―

【公認心理師の受験に必要な科目について】

年次生以降

公認心理師試験を受験するには，次の指定科目を履修しなければならない。指定科目に対応する本学での開講科目は下

欄の通りである。

公認心理師指定科目 左記に対応する本学授業科目 区分 備考

公認心理師の職責 公認心理師の職責 選択

心理学概論 心理学概論 年必修

臨床心理学概論 臨床心理学概論 選択

心理学研究法 心理学研究法 年必修

心理学統計法 心理学統計法 年必修

心理学実験 心理学研究法 （心理学実験） 年必修

知覚・認知心理学 認知心理学 （知覚・認知心理学） 選択

学習・言語心理学 学習・言語心理学 選択

感情・人格心理学 感情・人格心理学 選択

神経・生理心理学 生理心理学 （神経・生理心理学） 選択

社会・集団・家族心理学 社会心理学 （社会・集団・家族心理学） 選択

発達心理学 発達心理学 選択

障害者・障害児心理学 リハビリテーション心理学（障害者・障害児心理学） 選択

心理的アセスメント 心理的アセスメント 選択

心理学的支援法 心理学的支援法 選択

健康・医療心理学 健康・医療心理学 選択

福祉心理学
福祉心理学

または老年心理学（福祉心理学）
選択

教育・学校心理学 教育・学校心理学 選択

司法・犯罪心理学 司法・犯罪心理学 選択

産業・組織心理学 産業・組織心理学 選択 （他）経営学科

人体の構造と機能及び疾病 人体の構造と機能及び疾病 選択

精神疾患とその治療
精神医学Ⅰ（精神疾患とその治療）

または精神医学（精神疾患とその治療）
選択

関係行政論 関係行政論 選択

心理演習 心理学研究法 （心理演習） 年必修

心理実習 心理実習 選択 年度休講
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⑥ 年間最高履修限度

履修登録単位数は，各年次・学期において次のとおり制限されているので，これを超えて履修することは出来ない。

（単位）

年次 年次 年次 年次
合計

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

※春：春学期・ ・ 科目，秋：秋学期・ ・ 科目

⑦ 科目のナンバリングについて

開講科目担当表に記載されたナンバリングは下記の分野・授業形態等を示すものである。ナンバリングについては，

履修要覧〔ガイド・資料編〕 を参照すること。

分野名（アルファベット） 分野名（英語） 分野名（日本語）

心理学

卒業論文

⑧ 同一科目対照表

下記の科目は科目名・単位数・担当者が異なっても変更前と変更後の科目は同一科目とみなし，これらの科目を重

複して履修することはできない。

変更前 変更後

科目

コード
科目名

開講

年度

科目

コード
科目名

開講

年度

心理学研究法Ⅰ （初等統計学） ～ 心理学統計法 ～

心理学研究法Ⅰ （コンピュータ入門） ～ 心理学研究法 ～

心理学基礎論Ⅰ（思想と歴史） ～ 心理学基礎論 ～

心理学基礎論Ⅱ（対象と方法） ～ 心理学概論 ～

心理学研究法Ⅱ ～ 心理学研究法Ⅱ （心理学実験） ～

心理学研究法Ⅱ ～ 心理学研究法Ⅱ （心理演習） ～

心理学演習Ⅱ （心理学の思想と倫理） ～ 心理学演習Ⅱ ～

心理学演習Ⅲ （カウンセリング研究） ～ 心理学演習Ⅲ （認知行動療法研究） ～

心理学演習Ⅲ （カウンセリング研究） ～ 心理学演習Ⅲ （認知行動療法研究） ～

精神医学Ⅰ ～
精神医学（精神疾患とその治療） ～

精神医学Ⅰ（精神疾患とその治療） ～

精神分析Ⅰ ～ 精神分析 ～

心理臨床学Ⅰ ～ 臨床心理学概論 ～

心理臨床学Ⅱ ～ 臨床心理学 ～

カウンセリング概論Ⅰ ～ 認知行動療法概論 ～

学習心理学Ⅰ ～ 学習・言語心理学 ～

認知心理学Ⅰ ～ 認知心理学Ⅰ（知覚・認知心理学） ～

生理心理学Ⅰ ～ 生理心理学Ⅰ（神経・生理心理学） ～

社会心理学Ⅱ ～ 社会心理学Ⅱ（社会・集団・家族心理学） ～

コミュニティ心理学Ⅰ ～ コミュニティ心理学 ～

コミュニティ心理学Ⅱ ～ 健康・医療心理学 ～

人格心理学Ⅰ ～ 感情・人格心理学 ～

人格心理学Ⅱ ～ 心理的アセスメント ～

児童精神医学Ⅰ ～ 児童精神医学 ～

老年心理学
～

～
老年心理学（福祉心理学）

のみ

― ―

【公認心理師の受験に必要な科目について】

年次生以降

公認心理師試験を受験するには，次の指定科目を履修しなければならない。指定科目に対応する本学での開講科目は下

欄の通りである。

公認心理師指定科目 左記に対応する本学授業科目 区分 備考

公認心理師の職責 公認心理師の職責 選択

心理学概論 心理学概論 年必修

臨床心理学概論 臨床心理学概論 選択

心理学研究法 心理学研究法 年必修

心理学統計法 心理学統計法 年必修

心理学実験 心理学研究法 （心理学実験） 年必修

知覚・認知心理学 認知心理学 （知覚・認知心理学） 選択

学習・言語心理学 学習・言語心理学 選択

感情・人格心理学 感情・人格心理学 選択

神経・生理心理学 生理心理学 （神経・生理心理学） 選択

社会・集団・家族心理学 社会心理学 （社会・集団・家族心理学） 選択

発達心理学 発達心理学 選択

障害者・障害児心理学 リハビリテーション心理学（障害者・障害児心理学） 選択

心理的アセスメント 心理的アセスメント 選択

心理学的支援法 心理学的支援法 選択

健康・医療心理学 健康・医療心理学 選択

福祉心理学
福祉心理学

または老年心理学（福祉心理学）
選択

教育・学校心理学 教育・学校心理学 選択

司法・犯罪心理学 司法・犯罪心理学 選択

産業・組織心理学 産業・組織心理学 選択 （他）経営学科

人体の構造と機能及び疾病 人体の構造と機能及び疾病 選択

精神疾患とその治療
精神医学Ⅰ（精神疾患とその治療）

または精神医学（精神疾患とその治療）
選択

関係行政論 関係行政論 選択

心理演習 心理学研究法 （心理演習） 年必修

心理実習 心理実習 選択 年度休講
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― ―

～ 年次生

公認心理師試験を受験するには，次の指定科目を履修しなければならない。指定科目に対応する本学での開講科目は下

欄の通りである。

分類
公認心理師

指定科目
左記に対応する本学授業科目 区分 備考

Ⅰ

② 心理学概論

心理学概論

心理学基礎論

心理学基礎論Ⅰ

心理学基礎論Ⅱ

年必修

年必修

年必修

年必修

年度以降

年度以降

③ 臨床心理学概論

臨床心理学概論

臨床心理学

心理臨床学Ⅰ

心理臨床学Ⅱ

選択

選択

選択

選択

年度以降

年度以降

④ 心理学研究法

心理学研究法Ⅰ

心理学研究法ⅠＢ（コンピュータ入門）

心理学研究法 Ｄ（尺度構成入門）

年必修

年必修

選択

年度以降

⑤ 心理学統計法

心理学統計法

心理学研究法ⅠＡ（初等統計学）

心理測定学

心理学研究法 Ｃ（実験計画法と分散分析）

年必修

年必修

選択

選択

年度以降

⑥ 心理学実験
心理学研究法ⅡＡ（心理学実験）

心理学研究法ⅡＡ

年必修

年必修

年度以降

Ⅱ

⑦ 知覚・認知心理学

認知心理学Ⅰ（知覚・認知心理学）

認知心理学Ⅰ

認知心理学Ⅱ

選択

選択

選択

年度以降

⑧ 学習・言語心理学
学習・言語心理学

学習心理学Ⅰ

選択

選択

年度以降

⑨ 感情・人格心理学

感情・人格心理学

人格心理学Ⅰ

人格心理学Ⅱ

心理学特殊講義 （ﾊﾟｰｿﾅﾘﾃｲ心理学と心理臨床）

選択

選択

選択

選択

年度以降

年度開講

⑩ 神経・生理心理学

生理心理学Ⅰ（神経・生理心理学）

生理心理学Ⅰ

生理心理学Ⅱ

選択

選択

選択

年度以降

⑪ 社会・集団・家族心理学

社会心理学Ⅱ（社会・集団・家族心理学）

社会心理学Ⅰ

社会心理学Ⅱ

コミュニティ心理学

コミュニティ心理学Ⅰ

心理学特殊講義Ⅰ（コミュニティ心理学）

選択

選択

選択

選択

選択

選択

年度以降

年度以降

年度開講

⑫ 発達心理学

発達心理学

発達心理学Ⅰ

発達心理学Ⅱ

選択

選択

選択

年度以降

⑬ 障害者・障害児心理学
リハビリテーション心理学

（障害者・障害児心理学）

選択 年度以降

Ⅲ

⑭ 心理的アセスメント

心理的アセスメント

心理学研究法ⅡＢ

心理学研究法ⅢＡ（ロールシャッハ）

心理学研究法ⅢＢ（ＴＡＴ）

選択

年必修

選択

選択

年度以降

⑮ 心理学的支援法

心理学的支援法

認知行動療法概論

カウンセリング概論Ⅰ

カウンセリング概論Ⅱ

深層心理学 （深層心理学史）

深層心理学Ⅱ

精神分析

精神分析Ⅰ

精神分析Ⅱ

選択

選択

選択

選択

選択

選択

選択

選択

選択

年度以降

年度以降

年度以降

年度まで開講

年度まで開講

― ―

分類
公認心理師

指定科目
左記に対応する本学授業科目 区分 備考

Ⅳ

⑯ 健康・医療心理学

健康・医療心理学

精神保健学

コミュニティ心理学Ⅱ

選択

選択

選択

年度以降

社会福祉学科

⑰ 福祉心理学

老年心理学（福祉心理学）

福祉心理学

福祉心理学

老年心理学

老年心理学Ⅰ

老年心理学Ⅱ

選択

選択

選択

選択

選択

選択

年度のみ開講

年度までおよび 年度

以降開講

社会福祉学科， 年度まで

開講

年度以降

年度まで開講

年度まで開講

⑱ 教育・学校心理学

教育・学校心理学

教育相談

教育心理学

選択

教職

教職

年度以降

⑲ 司法・犯罪心理学 司法・犯罪心理学 選択 年度以降

⑳ 産業・組織心理学
産業・組織心理学

産業心理学

選択

選択

年度以降， 他 経営学科

経営学科， 年度まで開講

Ⅴ
㉑

人体の構造と

機能及び疾病

人体の構造と機能及び疾病

医学一般

選択

選択

年度以降

社会福祉学科

㉒ 精神疾患とその治療

精神医学（精神疾患とその治療）

精神医学Ⅰ（精神疾患とその治療）

精神医学Ⅰ

精神医学Ⅱ

児童精神医学

児童精神医学Ⅰ

児童精神医学Ⅱ

心理学特殊講義 （精神医学の基本）

選択

選択

選択

選択

選択

選択

選択

選択

年度以降

年度まで開講

年度以降

年度開講

必要な科目数

・分類Ⅰ：②～⑥から， 科目以上を修める

・分類Ⅱ：⑦～⑬から， 科目以上を修める

・分類Ⅲ：⑭と⑮の両方を修める

・分類Ⅳ：⑯～⑳から， 科目以上を修める

・分類Ⅴ：㉑～㉒から， 科目以上を修める

（⑯に相当する科目を，分類Ⅴとして数えても構わない。ただしその場合は，分類Ⅳとして，⑰～⑳から 科目以上を修め

ること）

※注意

．例えば，③の「心理臨床学Ⅰ」と「心理臨床学Ⅱ」の両方を修めても 科目とは数えず，「③臨床心理学概論 科目」

と数える。

． 年制大学において，定められた公認心理師科目を全て修めた者は，大学院注 ）または実務経験注 ）を経て，公認心理師

受験資格が与えられる。

注 ）公認心理師に対応するカリキュラムを有する大学院

注 ）公認心理師に対応するプログラムを有する施設での実務経験

． 「⑧同一科目対照表」も併せて確認すること。
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～ 年次生

公認心理師試験を受験するには，次の指定科目を履修しなければならない。指定科目に対応する本学での開講科目は下

欄の通りである。

分類
公認心理師

指定科目
左記に対応する本学授業科目 区分 備考

Ⅰ

② 心理学概論

心理学概論

心理学基礎論

心理学基礎論Ⅰ

心理学基礎論Ⅱ

年必修

年必修

年必修

年必修

年度以降

年度以降

③ 臨床心理学概論

臨床心理学概論

臨床心理学

心理臨床学Ⅰ

心理臨床学Ⅱ

選択

選択

選択

選択

年度以降

年度以降

④ 心理学研究法

心理学研究法Ⅰ

心理学研究法ⅠＢ（コンピュータ入門）

心理学研究法 Ｄ（尺度構成入門）

年必修

年必修

選択

年度以降

⑤ 心理学統計法

心理学統計法

心理学研究法ⅠＡ（初等統計学）

心理測定学

心理学研究法 Ｃ（実験計画法と分散分析）

年必修

年必修

選択

選択

年度以降

⑥ 心理学実験
心理学研究法ⅡＡ（心理学実験）

心理学研究法ⅡＡ

年必修

年必修

年度以降

Ⅱ

⑦ 知覚・認知心理学

認知心理学Ⅰ（知覚・認知心理学）

認知心理学Ⅰ

認知心理学Ⅱ

選択

選択

選択

年度以降

⑧ 学習・言語心理学
学習・言語心理学

学習心理学Ⅰ

選択

選択

年度以降

⑨ 感情・人格心理学

感情・人格心理学

人格心理学Ⅰ

人格心理学Ⅱ

心理学特殊講義 （ﾊﾟｰｿﾅﾘﾃｲ心理学と心理臨床）

選択

選択

選択

選択

年度以降

年度開講

⑩ 神経・生理心理学

生理心理学Ⅰ（神経・生理心理学）

生理心理学Ⅰ

生理心理学Ⅱ

選択

選択

選択

年度以降

⑪ 社会・集団・家族心理学

社会心理学Ⅱ（社会・集団・家族心理学）

社会心理学Ⅰ

社会心理学Ⅱ

コミュニティ心理学

コミュニティ心理学Ⅰ

心理学特殊講義Ⅰ（コミュニティ心理学）

選択

選択

選択

選択

選択

選択

年度以降

年度以降

年度開講

⑫ 発達心理学

発達心理学

発達心理学Ⅰ

発達心理学Ⅱ

選択

選択

選択

年度以降

⑬ 障害者・障害児心理学
リハビリテーション心理学

（障害者・障害児心理学）

選択 年度以降

Ⅲ

⑭ 心理的アセスメント

心理的アセスメント

心理学研究法ⅡＢ

心理学研究法ⅢＡ（ロールシャッハ）

心理学研究法ⅢＢ（ＴＡＴ）

選択

年必修

選択

選択

年度以降

⑮ 心理学的支援法

心理学的支援法

認知行動療法概論

カウンセリング概論Ⅰ

カウンセリング概論Ⅱ

深層心理学 （深層心理学史）

深層心理学Ⅱ

精神分析

精神分析Ⅰ

精神分析Ⅱ

選択

選択

選択

選択

選択

選択

選択

選択

選択

年度以降

年度以降

年度以降

年度まで開講

年度まで開講

― ―

分類
公認心理師

指定科目
左記に対応する本学授業科目 区分 備考

Ⅳ

⑯ 健康・医療心理学

健康・医療心理学

精神保健学

コミュニティ心理学Ⅱ

選択

選択

選択

年度以降

社会福祉学科

⑰ 福祉心理学

老年心理学（福祉心理学）

福祉心理学

福祉心理学

老年心理学

老年心理学Ⅰ

老年心理学Ⅱ

選択

選択

選択

選択

選択

選択

年度のみ開講

年度までおよび 年度

以降開講

社会福祉学科， 年度まで

開講

年度以降

年度まで開講

年度まで開講

⑱ 教育・学校心理学

教育・学校心理学

教育相談

教育心理学

選択

教職

教職

年度以降

⑲ 司法・犯罪心理学 司法・犯罪心理学 選択 年度以降

⑳ 産業・組織心理学
産業・組織心理学

産業心理学

選択

選択

年度以降， 他 経営学科

経営学科， 年度まで開講

Ⅴ
㉑

人体の構造と

機能及び疾病

人体の構造と機能及び疾病

医学一般

選択

選択

年度以降

社会福祉学科

㉒ 精神疾患とその治療

精神医学（精神疾患とその治療）

精神医学Ⅰ（精神疾患とその治療）

精神医学Ⅰ

精神医学Ⅱ

児童精神医学

児童精神医学Ⅰ

児童精神医学Ⅱ

心理学特殊講義 （精神医学の基本）

選択

選択

選択

選択

選択

選択

選択

選択

年度以降

年度まで開講

年度以降

年度開講

必要な科目数

・分類Ⅰ：②～⑥から， 科目以上を修める

・分類Ⅱ：⑦～⑬から， 科目以上を修める

・分類Ⅲ：⑭と⑮の両方を修める

・分類Ⅳ：⑯～⑳から， 科目以上を修める

・分類Ⅴ：㉑～㉒から， 科目以上を修める

（⑯に相当する科目を，分類Ⅴとして数えても構わない。ただしその場合は，分類Ⅳとして，⑰～⑳から 科目以上を修め

ること）

※注意

．例えば，③の「心理臨床学Ⅰ」と「心理臨床学Ⅱ」の両方を修めても 科目とは数えず，「③臨床心理学概論 科目」

と数える。

． 年制大学において，定められた公認心理師科目を全て修めた者は，大学院注 ）または実務経験注 ）を経て，公認心理師

受験資格が与えられる。

注 ）公認心理師に対応するカリキュラムを有する大学院

注 ）公認心理師に対応するプログラムを有する施設での実務経験

． 「⑧同一科目対照表」も併せて確認すること。
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「心理実習」への参加基準

（ ）実習参加の半期前までに（標準的には 年次 月末までに），心理学科にて申込み手続きをしていること。

（ ）実習参加の半期前までに（標準的には 年次終了までに），表 の単位を修得していること。

（ ）「心理学演習Ⅲ ／Ⅲ 」の担当教員（少なくとも 名）の了承を得ていること。（標準的には「心理学演習Ⅲ 」の担

当教員）

（ ）実習参加希望者が，実習参加可能人数（未定）を超えた場合には により選考を行なう。

※ 実習先は，実習受け入れ施設の都合，実習参加者の時間割や既履修の科目等を参考に割り振られる。

※ なお，実習参加に当たっては実習費が必要となる。

表

科目名 区分 備考

心理学概論 年必修

全てを修得

心理学研究法Ⅰ 年必修

心理学統計法 年必修

心理学基礎論 年必修

心理学演習Ⅰ ／Ⅰ 年必修

心理学研究法Ⅱ （心理学実験） 年必修

心理学研究法Ⅱ （心理演習） 年必修

心理学演習Ⅱ ／Ⅱ 年必修

臨床心理学概論 年選択

いずれか 科目を修得

発達心理学 年選択

リハビリテーション心理学（障害者・障害児心理学） 年選択

心理的アセスメント 年選択

心理学的支援法 年選択

精神医学（精神疾患とその治療） 年選択

認知心理学Ⅰ（知覚・認知心理学） 年選択

学習・言語心理学 年選択

感情・人格心理学 年選択

生理心理学Ⅰ（神経・生理心理学） 年選択

社会心理学Ⅱ（社会・集団・家族心理学） 年選択

健康・医療心理学 年選択

福祉心理学

または老年心理学（福祉心理学）
年選択

教育・学校心理学 年選択

司法・犯罪心理学 年選択

産業・組織心理学 年選択

人体の構造と機能及び疾病 年選択

関係行政論 年選択

― ―

．開講科目担当表

全学年共通

学部共通科目・・・必修科目 単位 ・ 選択必修科目 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

学
部
共
通
科
目

必
修 総合人間科学入門 春

コーディネータ

芳 賀 学

総合人間科学部学科教員

輪講

選
択
必
修 総合人間科学部共通科目

自学科以外の開講科目から

科目 単位を選択し履修する

こと。開講科目については総

合人間科学部（ ～）参照。

～

学科専門科目（必修科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

心理学統計法 春 実 吉 綾 子

心理学研究法Ⅰ 秋
廣 瀬 英 子

道 又 爾
心理学科のみ履修可

心理学演習Ⅰ 春
吉 村 聡

齋 藤 慈 子
輪講

心理学演習Ⅰ 秋
吾 妻 壮

道 又 爾
輪講

心理学基礎論 春 道 又 爾 ［ 名］心理学科優先

心理学概論 秋
岡 田 隆

毛 利 伊 吹

輪講，［ 名］心理学科優先，原則として心理学

基礎論，あるいは心理学基礎論Ⅰを既に履修して

いること

心理学研究法Ⅱ

（心理学実験）
春

岡 田 隆

道 又 爾

齋 藤 慈 子

心理学科のみ履修可

同時担当

心理学研究法Ⅱ

（心理演習）
秋

久 田 満

横 山 恭 子

松 田 修

毛 利 伊 吹

吾 妻 壮

山 下 竜 一

長 堀 加奈子

心理学演習Ⅱ 春
吉 村 聡

吾 妻 壮
同時担当

心理学演習Ⅱ 秋 松 本 ちひろ ○

心理学研究法Ⅳ 春 松 田 修

心理学研究法Ⅳ 秋 松 田 修

心理学研究法Ⅳ 秋 松 田 修

心理学研究法Ⅳ 春 松 田 修

卒業研究 春 心理学科教員

卒業研究 秋 心理学科教員

卒業研究 秋 心理学科教員

卒業研究 春 心理学科教員
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「心理実習」への参加基準

（ ）実習参加の半期前までに（標準的には 年次 月末までに），心理学科にて申込み手続きをしていること。

（ ）実習参加の半期前までに（標準的には 年次終了までに），表 の単位を修得していること。

（ ）「心理学演習Ⅲ ／Ⅲ 」の担当教員（少なくとも 名）の了承を得ていること。（標準的には「心理学演習Ⅲ 」の担

当教員）

（ ）実習参加希望者が，実習参加可能人数（未定）を超えた場合には により選考を行なう。

※ 実習先は，実習受け入れ施設の都合，実習参加者の時間割や既履修の科目等を参考に割り振られる。

※ なお，実習参加に当たっては実習費が必要となる。

表

科目名 区分 備考

心理学概論 年必修

全てを修得

心理学研究法Ⅰ 年必修

心理学統計法 年必修

心理学基礎論 年必修

心理学演習Ⅰ ／Ⅰ 年必修

心理学研究法Ⅱ （心理学実験） 年必修

心理学研究法Ⅱ （心理演習） 年必修

心理学演習Ⅱ ／Ⅱ 年必修

臨床心理学概論 年選択

いずれか 科目を修得

発達心理学 年選択

リハビリテーション心理学（障害者・障害児心理学） 年選択

心理的アセスメント 年選択

心理学的支援法 年選択

精神医学（精神疾患とその治療） 年選択

認知心理学Ⅰ（知覚・認知心理学） 年選択

学習・言語心理学 年選択

感情・人格心理学 年選択

生理心理学Ⅰ（神経・生理心理学） 年選択

社会心理学Ⅱ（社会・集団・家族心理学） 年選択

健康・医療心理学 年選択

福祉心理学

または老年心理学（福祉心理学）
年選択

教育・学校心理学 年選択

司法・犯罪心理学 年選択

産業・組織心理学 年選択

人体の構造と機能及び疾病 年選択

関係行政論 年選択

― ―

．開講科目担当表

全学年共通

学部共通科目・・・必修科目 単位 ・ 選択必修科目 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

学
部
共
通
科
目

必
修 総合人間科学入門 春

コーディネータ

芳 賀 学

総合人間科学部学科教員

輪講

選
択
必
修 総合人間科学部共通科目

自学科以外の開講科目から

科目 単位を選択し履修する

こと。開講科目については総

合人間科学部（ ～）参照。

～

学科専門科目（必修科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

心理学統計法 春 実 吉 綾 子

心理学研究法Ⅰ 秋
廣 瀬 英 子

道 又 爾
心理学科のみ履修可

心理学演習Ⅰ 春
吉 村 聡

齋 藤 慈 子
輪講

心理学演習Ⅰ 秋
吾 妻 壮

道 又 爾
輪講

心理学基礎論 春 道 又 爾 ［ 名］心理学科優先

心理学概論 秋
岡 田 隆

毛 利 伊 吹

輪講，［ 名］心理学科優先，原則として心理学

基礎論，あるいは心理学基礎論Ⅰを既に履修して

いること

心理学研究法Ⅱ

（心理学実験）
春

岡 田 隆

道 又 爾

齋 藤 慈 子

心理学科のみ履修可

同時担当

心理学研究法Ⅱ

（心理演習）
秋

久 田 満

横 山 恭 子

松 田 修

毛 利 伊 吹

吾 妻 壮

山 下 竜 一

長 堀 加奈子

心理学演習Ⅱ 春
吉 村 聡

吾 妻 壮
同時担当

心理学演習Ⅱ 秋 松 本 ちひろ ○

心理学研究法Ⅳ 春 松 田 修

心理学研究法Ⅳ 秋 松 田 修

心理学研究法Ⅳ 秋 松 田 修

心理学研究法Ⅳ 春 松 田 修

卒業研究 春 心理学科教員

卒業研究 秋 心理学科教員

卒業研究 秋 心理学科教員

卒業研究 春 心理学科教員
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学科専門科目（選択必修科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

心理学演習Ⅲ （臨床心理学研究） 春 横 山 恭 子

心理学演習Ⅲ （臨床心理学研究） 秋 横 山 恭 子

心理学演習Ⅲ （精神医学・精神分析研究） 春 吾 妻 壮

心理学演習Ⅲ （精神医学・精神分析研究） 秋 吾 妻 壮

心理学演習Ⅲ（認知行動療法研究） 春 毛 利 伊 吹

心理学演習Ⅲ（認知行動療法研究） 秋 毛 利 伊 吹

心理学演習Ⅲ （社会心理学研究） 休講

心理学演習Ⅲ （社会心理学研究） 休講

心理学演習Ⅲ （学習心理学研究） 春 廣 瀬 英 子

心理学演習Ⅲ （学習心理学研究） 秋 廣 瀬 英 子

心理学演習Ⅲ （認知心理学研究） 春 道 又 爾

心理学演習Ⅲ （認知心理学研究） 秋 道 又 爾

心理学演習Ⅲ （生理心理学研究） 春 岡 田 隆

心理学演習Ⅲ （生理心理学研究） 秋 岡 田 隆

心理学演習Ⅲ （発達心理学研究） 春 齋 藤 慈 子

心理学演習Ⅲ （発達心理学研究） 秋 齋 藤 慈 子

心理学演習Ⅲ （老年心理学研究） 春 松 田 修

心理学演習Ⅲ （老年心理学研究） 秋 松 田 修

心理学演習Ⅲ （コミュニティ心理学研究） 春 久 田 満

心理学演習Ⅲ （コミュニティ心理学研究） 秋 久 田 満

心理学演習Ⅲ （人格心理学研究） 春 吉 村 聡

心理学演習Ⅲ （人格心理学研究） 秋 吉 村 聡

学科科目としての語学科目

（英語以外の同一言語）
～ 年次生以降

― ―

学科専門科目（選択科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

学
科
選
択
科
目

困難を抱える子どものケア

に関する総合人間科学

コーディネータ

酒 井 朗

久 田 満

草 柳 浩 子

新 藤 こずえ

～
輪講

［ 名］

困難を抱える子どものケア

に関する総合人間科学

コーディネータ

酒 井 朗

久 田 満

草 柳 浩 子

新 藤 こずえ

～

輪講

［ 名］

目白聖母キャンパス開講科目

心理学研究法Ⅲ （ロールシャッハ） 春 佐 藤 豊 ～

心理学研究法Ⅲ （ ） 春 藤 田 宗 和 ～

心理学研究法Ⅲ （実験計画法と分散分析） 春 道 又 爾 ～ ［ 名］

心理学研究法Ⅲ （尺度構成入門） 秋 廣 瀬 英 子 ～
［ 名 必ず心理測定学を既に履修して

いること

心理学演習Ⅲ 春 心理学科教員 ～ 同内容につき一方のみ履修可

心理学演習Ⅲ 秋 心理学科教員 ～ 同内容につき一方のみ履修可

精神医学（精神疾患とその治療） 春 吾 妻 壮 ～ ［ 名］心理学科優先

精神分析 秋 吾 妻 壮 ～ ［ 名］心理学科優先

臨床心理学概論 春 横 山 恭 子 ～ ［ 名］心理学科優先

臨床心理学 秋 横 山 恭 子 ～ ［ 名］心理学科優先

認知行動療法概論 秋 毛 利 伊 吹 ～ ［ 名］心理学科優先

心理学的支援法 春 毛 利 伊 吹 ～ ［ 名］心理学科優先

学習･言語心理学 秋 廣 瀬 英 子 ～ ［ 名］心理学科優先

心理測定学 廣 瀬 英 子 ～ ［ 名］

認知心理学Ⅰ

（知覚･認知心理学）
春 道 又 爾 ～ ［ 名］心理学科優先

認知心理学Ⅱ 秋 道 又 爾 ～

［ 名］原則として認知心理学Ⅰ 知覚･認

知心理学 ，あるいは認知心理学Ⅰを既に履

修していること

生理心理学Ⅰ

（神経･生理心理学）
春 岡 田 隆 ～

生理心理学Ⅱ 秋 岡 田 隆 ～

社会心理学Ⅰ 休講 ～

社会心理学Ⅱ

（社会･集団･家族心理学）
春 石 井 辰 典 ～

［ 名］心理学科優先

原則として社会心理学Ⅰを既に履修

していること

発達心理学 春 齋 藤 慈 子 ～ ［ 名］心理学科優先

福祉心理学 秋 神 庭 直 子 ～ ［ 名］心理学科優先

老年心理学 春 松 田 修 ～ ［ 名］心理学科優先

リハビリテーション心理学

（障害者・障害児心理学）
秋 松 田 修 ～ ［ 名］心理学科優先

コミュニティ心理学 春 久 田 満 ～ ［ 名］心理学科優先

健康・医療心理学 秋 飯 田 敏 晴 ～ ［ 名］心理学科優先

感情・人格心理学 春 吉 村 聡 ～ ［ 名］心理学科優先

心理的アセスメント 秋 吉 村 聡 ～

［ 名］心理学科優先

原則として感情・人格心理学，あるいは人

格心理学Ⅰを既に履修していること

教育・学校心理学 秋 稲 垣 智 則 ～ ［ 名］心理学科優先

司法・犯罪心理学 秋 室 城 隆 之 ～ ［ 名］心理学科優先

人体の構造と機能及び疾病 秋 野々山 恵 章 ～ ［ 名］心理学科優先

関係行政論 秋 矢 野 聡 ～ ［ 名］心理学科優先

公認心理師の職責 春 毛 利･吉 村 他 ～
輪講

心理学科のみ履修可

心理実習 休講 ～

児童精神医学 休講 ～
隔年開講

心理学科のみ履修可
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学科専門科目（選択必修科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

心理学演習Ⅲ （臨床心理学研究） 春 横 山 恭 子

心理学演習Ⅲ （臨床心理学研究） 秋 横 山 恭 子

心理学演習Ⅲ （精神医学・精神分析研究） 春 吾 妻 壮

心理学演習Ⅲ （精神医学・精神分析研究） 秋 吾 妻 壮

心理学演習Ⅲ（認知行動療法研究） 春 毛 利 伊 吹

心理学演習Ⅲ（認知行動療法研究） 秋 毛 利 伊 吹

心理学演習Ⅲ （社会心理学研究） 休講

心理学演習Ⅲ （社会心理学研究） 休講

心理学演習Ⅲ （学習心理学研究） 春 廣 瀬 英 子

心理学演習Ⅲ （学習心理学研究） 秋 廣 瀬 英 子

心理学演習Ⅲ （認知心理学研究） 春 道 又 爾

心理学演習Ⅲ （認知心理学研究） 秋 道 又 爾

心理学演習Ⅲ （生理心理学研究） 春 岡 田 隆

心理学演習Ⅲ （生理心理学研究） 秋 岡 田 隆

心理学演習Ⅲ （発達心理学研究） 春 齋 藤 慈 子

心理学演習Ⅲ （発達心理学研究） 秋 齋 藤 慈 子

心理学演習Ⅲ （老年心理学研究） 春 松 田 修

心理学演習Ⅲ （老年心理学研究） 秋 松 田 修

心理学演習Ⅲ （コミュニティ心理学研究） 春 久 田 満

心理学演習Ⅲ （コミュニティ心理学研究） 秋 久 田 満

心理学演習Ⅲ （人格心理学研究） 春 吉 村 聡

心理学演習Ⅲ （人格心理学研究） 秋 吉 村 聡

学科科目としての語学科目

（英語以外の同一言語）
～ 年次生以降

― ―

学科専門科目（選択科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

学
科
選
択
科
目

困難を抱える子どものケア

に関する総合人間科学

コーディネータ

酒 井 朗

久 田 満

草 柳 浩 子

新 藤 こずえ

～
輪講

［ 名］

困難を抱える子どものケア

に関する総合人間科学

コーディネータ

酒 井 朗

久 田 満

草 柳 浩 子

新 藤 こずえ

～

輪講

［ 名］

目白聖母キャンパス開講科目

心理学研究法Ⅲ （ロールシャッハ） 春 佐 藤 豊 ～

心理学研究法Ⅲ （ ） 春 藤 田 宗 和 ～

心理学研究法Ⅲ （実験計画法と分散分析） 春 道 又 爾 ～ ［ 名］

心理学研究法Ⅲ （尺度構成入門） 秋 廣 瀬 英 子 ～
［ 名 必ず心理測定学を既に履修して

いること

心理学演習Ⅲ 春 心理学科教員 ～ 同内容につき一方のみ履修可

心理学演習Ⅲ 秋 心理学科教員 ～ 同内容につき一方のみ履修可

精神医学（精神疾患とその治療） 春 吾 妻 壮 ～ ［ 名］心理学科優先

精神分析 秋 吾 妻 壮 ～ ［ 名］心理学科優先

臨床心理学概論 春 横 山 恭 子 ～ ［ 名］心理学科優先

臨床心理学 秋 横 山 恭 子 ～ ［ 名］心理学科優先

認知行動療法概論 秋 毛 利 伊 吹 ～ ［ 名］心理学科優先

心理学的支援法 春 毛 利 伊 吹 ～ ［ 名］心理学科優先

学習･言語心理学 秋 廣 瀬 英 子 ～ ［ 名］心理学科優先

心理測定学 廣 瀬 英 子 ～ ［ 名］

認知心理学Ⅰ

（知覚･認知心理学）
春 道 又 爾 ～ ［ 名］心理学科優先

認知心理学Ⅱ 秋 道 又 爾 ～

［ 名］原則として認知心理学Ⅰ 知覚･認

知心理学 ，あるいは認知心理学Ⅰを既に履

修していること

生理心理学Ⅰ

（神経･生理心理学）
春 岡 田 隆 ～

生理心理学Ⅱ 秋 岡 田 隆 ～

社会心理学Ⅰ 休講 ～

社会心理学Ⅱ

（社会･集団･家族心理学）
春 石 井 辰 典 ～

［ 名］心理学科優先

原則として社会心理学Ⅰを既に履修

していること

発達心理学 春 齋 藤 慈 子 ～ ［ 名］心理学科優先

福祉心理学 秋 神 庭 直 子 ～ ［ 名］心理学科優先

老年心理学 春 松 田 修 ～ ［ 名］心理学科優先

リハビリテーション心理学

（障害者・障害児心理学）
秋 松 田 修 ～ ［ 名］心理学科優先

コミュニティ心理学 春 久 田 満 ～ ［ 名］心理学科優先

健康・医療心理学 秋 飯 田 敏 晴 ～ ［ 名］心理学科優先

感情・人格心理学 春 吉 村 聡 ～ ［ 名］心理学科優先

心理的アセスメント 秋 吉 村 聡 ～

［ 名］心理学科優先

原則として感情・人格心理学，あるいは人

格心理学Ⅰを既に履修していること

教育・学校心理学 秋 稲 垣 智 則 ～ ［ 名］心理学科優先

司法・犯罪心理学 秋 室 城 隆 之 ～ ［ 名］心理学科優先

人体の構造と機能及び疾病 秋 野々山 恵 章 ～ ［ 名］心理学科優先

関係行政論 秋 矢 野 聡 ～ ［ 名］心理学科優先

公認心理師の職責 春 毛 利･吉 村 他 ～
輪講

心理学科のみ履修可

心理実習 休講 ～

児童精神医学 休講 ～
隔年開講

心理学科のみ履修可
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

学
科
選
択
科
目

心理学特殊講義Ⅰ

（自分を知る，家族を知る，社会を

知る，人を知る）

春 中 村 紀 子 ～ ［ 名］心理学科優先

心理学特殊講義Ⅱ

心理物理学と感覚測定入門
春 久 方 瑠 美 ～ 隔年開講

心理学特殊講義Ⅲ
駒 井 章 治 ～ ○

進化心理学 秋 齋 藤 慈 子 ～ ［ 名］

社会学 秋 田 村 公 人 ～ 名 教職課程を取る者は必修

他
学
科
開
講
科
目

他
学
科
開
講
科
目

教育心理学 （他）教職課程

教育相談 （他）教職課程

生徒指導論 （他）教職課程

進路指導論 （他）教職課程

特別支援の理論と実践 （他）教職課程

西洋倫理思想史Ⅰ （他）哲学科

西洋倫理思想史Ⅱ （他）哲学科

現代哲学 （他）哲学科

現代哲学 （他）哲学科

美学Ⅰ （他）哲学科

美学Ⅱ （他）哲学科

科学基礎論 （他）哲学科

教育社会学Ⅱ （他）教育学科

人間行動とマス・メディアⅠ （他）新聞学科

人間行動とマス・メディアⅡ （他）新聞学科

メディアと文化Ⅲ （マスコミ調査） （他）新聞学科

メディアと文化Ⅲ （マスコミ調査） （他）新聞学科

宗教社会学Ⅰ （他）社会学科

宗教社会学Ⅰ （他）社会学科

宗教社会学Ⅱ （他）社会学科

医学一般 （他）社会福祉学科

精神保健福祉論 （他）社会福祉学科

産業・組織心理学 （他）経営学科

LNG306-50e00 SECOND LANGUAGE ACQUISITION1 （他）外国語学部

LNG307-50e00 SECOND LANGUAGE ACQUISITION2 （他）外国語学部

言語聴覚障害学概論 （他）外国語学部

言語聴覚障害学特殊講義

（失語症）
（他）外国語学部

  言語聴覚障害学特殊講義

（言語発達遅滞）  （他）外国語学部

 

（他）言語教育研究センター

年次生以降対象。言語教育研究セン

ター開講科目（ ～）を参照

そ
の
他

他学部他学科科目（外

国語を除く）・課程科目

（実習を除く）

各開講科目担当表を参照 単位まで選択科目に算入可

― ―

社会学科 

〔教育研究上の目的〕

社会に関する問題関心を養い，社会現象に社会学的視点からアプローチし，実証的な方法を用いて分析し，そのメカニ

ズムを理解する能力を養うこと

〔人材養成の目的〕

社会学的な思考法と方法論を習得し，実践的な場面で，国際的な視野と人道的な立場から問題解決について提言できる

人材を養成すること

〔ディプロマ・ポリシー〕

本学科では，人間の尊厳を守る公正な社会の実現に向けて，次のような能力をもつ人材を養成することを目的として，

学生が卒業時に身につけているべき能力や知識を次のように定めています。卒業要件を満たせば，これらを身につけた者

と認め，学位を授与します。

社会について様々な問題関心をもち，社会現象の理解に社会学的視点をもってアプローチできる能力

基礎的な理論と実証的な方法を用い，社会現象のメカニズムについて理解と分析をする能力

現代社会の諸領域の特徴を社会構造と社会変動との関連の中で把握する能力

多様な他者を理解し，他者と共存する社会の形成に向けて，社会学的な視点を活かした問題解決が提言できる能力

〔カリキュラム・ポリシー〕

本学科では，ディプロマ・ポリシーに沿って，次の趣旨を盛り込んだ科目によってカリキュラムを編成しています。

基本的な社会学的視点と，問題関心を社会学的に設定する方法について，少人数の演習によって修得させる。

社会学の基幹となる「理論と方法」について，社会学理論によって論理的思考法，問題意識の概念化・モデル化を理解

し，社会調査法による質的調査および量的調査を習得させ，社会現象の分析能力を養う。

身につけた理論と方法を現代社会の特定領域に応用して，その構造と変容の理解を深める。

各自の問題意識にもとづいて研究課題を設定し，人間の尊厳を重視したグローバルな視野から，高度な社会学的な分析

と考察ができる力を養成する。
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

学
科
選
択
科
目

心理学特殊講義Ⅰ

（自分を知る，家族を知る，社会を

知る，人を知る）

春 中 村 紀 子 ～ ［ 名］心理学科優先

心理学特殊講義Ⅱ

心理物理学と感覚測定入門
春 久 方 瑠 美 ～ 隔年開講

心理学特殊講義Ⅲ
駒 井 章 治 ～ ○

進化心理学 秋 齋 藤 慈 子 ～ ［ 名］

社会学 秋 田 村 公 人 ～ 名 教職課程を取る者は必修

他
学
科
開
講
科
目

他
学
科
開
講
科
目

教育心理学 （他）教職課程

教育相談 （他）教職課程

生徒指導論 （他）教職課程

進路指導論 （他）教職課程

特別支援の理論と実践 （他）教職課程

西洋倫理思想史Ⅰ （他）哲学科

西洋倫理思想史Ⅱ （他）哲学科

現代哲学 （他）哲学科

現代哲学 （他）哲学科

美学Ⅰ （他）哲学科

美学Ⅱ （他）哲学科

科学基礎論 （他）哲学科

教育社会学Ⅱ （他）教育学科

人間行動とマス・メディアⅠ （他）新聞学科

人間行動とマス・メディアⅡ （他）新聞学科

メディアと文化Ⅲ （マスコミ調査） （他）新聞学科

メディアと文化Ⅲ （マスコミ調査） （他）新聞学科

宗教社会学Ⅰ （他）社会学科

宗教社会学Ⅰ （他）社会学科

宗教社会学Ⅱ （他）社会学科

医学一般 （他）社会福祉学科

精神保健福祉論 （他）社会福祉学科

産業・組織心理学 （他）経営学科

LNG306-50e00 SECOND LANGUAGE ACQUISITION1 （他）外国語学部

LNG307-50e00 SECOND LANGUAGE ACQUISITION2 （他）外国語学部

言語聴覚障害学概論 （他）外国語学部

言語聴覚障害学特殊講義

（失語症）
（他）外国語学部

  言語聴覚障害学特殊講義

（言語発達遅滞）  （他）外国語学部

 

（他）言語教育研究センター

年次生以降対象。言語教育研究セン

ター開講科目（ ～）を参照

そ
の
他

他学部他学科科目（外

国語を除く）・課程科目

（実習を除く）

各開講科目担当表を参照 単位まで選択科目に算入可

― ―

社会学科 

〔教育研究上の目的〕

社会に関する問題関心を養い，社会現象に社会学的視点からアプローチし，実証的な方法を用いて分析し，そのメカニ

ズムを理解する能力を養うこと

〔人材養成の目的〕

社会学的な思考法と方法論を習得し，実践的な場面で，国際的な視野と人道的な立場から問題解決について提言できる

人材を養成すること

〔ディプロマ・ポリシー〕

本学科では，人間の尊厳を守る公正な社会の実現に向けて，次のような能力をもつ人材を養成することを目的として，

学生が卒業時に身につけているべき能力や知識を次のように定めています。卒業要件を満たせば，これらを身につけた者

と認め，学位を授与します。

社会について様々な問題関心をもち，社会現象の理解に社会学的視点をもってアプローチできる能力

基礎的な理論と実証的な方法を用い，社会現象のメカニズムについて理解と分析をする能力

現代社会の諸領域の特徴を社会構造と社会変動との関連の中で把握する能力

多様な他者を理解し，他者と共存する社会の形成に向けて，社会学的な視点を活かした問題解決が提言できる能力

〔カリキュラム・ポリシー〕

本学科では，ディプロマ・ポリシーに沿って，次の趣旨を盛り込んだ科目によってカリキュラムを編成しています。

基本的な社会学的視点と，問題関心を社会学的に設定する方法について，少人数の演習によって修得させる。

社会学の基幹となる「理論と方法」について，社会学理論によって論理的思考法，問題意識の概念化・モデル化を理解

し，社会調査法による質的調査および量的調査を習得させ，社会現象の分析能力を養う。

身につけた理論と方法を現代社会の特定領域に応用して，その構造と変容の理解を深める。

各自の問題意識にもとづいて研究課題を設定し，人間の尊厳を重視したグローバルな視野から，高度な社会学的な分析

と考察ができる力を養成する。
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卒業に要する科目，単位数の最低基準

年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位 ［体育 単位］

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位 （高学年向け教養科目 単位含む）

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 学部共通科目 単位 必 修 単位

選択必修 単位

学科専門科目 単位 必 修 単位

選択必修 単位

選 択 単位

合 計 単位

～ 年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位 ［体育 単位］

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位 （高学年向け教養科目 単位含む）

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 学部共通科目 単位 必 修 単位

選択必修 単位

学科専門科目 単位 必 修 単位

選択必修 単位

選 択 単位

合 計 単位

― ―

標準配当表

年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる。（注 ）

高学年向け教養科目

○ 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

（

単
位
）

語
学
科
目

（

単
位
）

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

学
部
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 総合人間科学入門

（

単
位
）

選
択
必
修

自学科以外の科目より選択すること

学
科
専
門
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ

社会調査方法論Ⅰ

社会学理論Ⅰ

社会学理論Ⅱ

社会調査方法論Ⅱ

演習Ⅰ・Ⅱを

各 科目

演習Ⅰ・Ⅱを

各 科目

（

単
位
）

選
択
必
修

研究演習

学科科目

・ 群

学科科目

・ 群

学科科目

・ 群

（

単
位
）

選
択

①本学科開講科目（選択必修科目を必要単位数以上履修した場合の余剰単位分）②課程科目（実習を除く）③他学

部他学科の「学科科目」④語学科目（英語およびその他の言語を 単位まで）⑤全学共通科目（必修科目・ウエルネ

ス＆スポーツ科目の実技科目を除く。ただし卒業単位に充当できるのは 単位まで）で充当することができる。

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については， ～を参照。

（注 ）学科科目 ・ 群は， 年次（ 単位）， 年次（ 単位）， 年次（ 単位）と記してあるが，これは推奨される標準的な履修の
仕方の 例である。
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卒業に要する科目，単位数の最低基準

年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位 ［体育 単位］

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位 （高学年向け教養科目 単位含む）

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 学部共通科目 単位 必 修 単位

選択必修 単位

学科専門科目 単位 必 修 単位

選択必修 単位

選 択 単位

合 計 単位

～ 年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位 ［体育 単位］

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位 （高学年向け教養科目 単位含む）

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 学部共通科目 単位 必 修 単位

選択必修 単位

学科専門科目 単位 必 修 単位

選択必修 単位

選 択 単位

合 計 単位

― ―

標準配当表

年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる。（注 ）

高学年向け教養科目

○ 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

（

単
位
）

語
学
科
目

（

単
位
）

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

学
部
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 総合人間科学入門

（

単
位
）

選
択
必
修

自学科以外の科目より選択すること

学
科
専
門
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ

社会調査方法論Ⅰ

社会学理論Ⅰ

社会学理論Ⅱ

社会調査方法論Ⅱ

演習Ⅰ・Ⅱを

各 科目

演習Ⅰ・Ⅱを

各 科目

（

単
位
）

選
択
必
修

研究演習

学科科目

・ 群

学科科目

・ 群

学科科目

・ 群

（

単
位
）

選
択

①本学科開講科目（選択必修科目を必要単位数以上履修した場合の余剰単位分）②課程科目（実習を除く）③他学

部他学科の「学科科目」④語学科目（英語およびその他の言語を 単位まで）⑤全学共通科目（必修科目・ウエルネ

ス＆スポーツ科目の実技科目を除く。ただし卒業単位に充当できるのは 単位まで）で充当することができる。

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については， ～を参照。

（注 ）学科科目 ・ 群は， 年次（ 単位）， 年次（ 単位）， 年次（ 単位）と記してあるが，これは推奨される標準的な履修の
仕方の 例である。
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～ 年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※（ ～ 年次生のみ）学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当で

きる。

※語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる。（注 ）

高学年向け教養科目

○ 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

（

単
位
）

語
学
科
目

（

単
位
）

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

学
部
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 総合人間科学入門

（

単
位
）

選
択
必
修

自学科以外の科目より選択すること

学
科
専
門
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ

社会調査方法論Ⅰ

社会学理論Ⅰ

社会学理論Ⅱ

社会調査方法論Ⅱ

（

単
位
）

選
択
必
修

研究演習

学科科目

・ 群

演習Ⅰ・Ⅱを各 科目

学科科目

・ 群

演習Ⅰ・Ⅱを各 科目

学科科目

・ 群

（

単
位
）

選
択

①本学科開講科目（選択必修科目を必要単位数以上履修した場合の余剰単位分）②課程科目（実習を除く）③他学

部他学科の「学科科目」④語学科目（英語およびその他の言語を 単位まで）⑤全学共通科目（必修科目・ウエルネ

ス＆スポーツ科目の実技科目を除く。ただし卒業単位に充当できるのは 単位まで）で充当することができる。

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については， ～を参照。

（注 ）学科科目 ・ 群は， 年次（ 単位）， 年次（ 単位）， 年次（ 単位）と記してあるが，これは推奨される標準的な履修の
仕方の 例である。

― ―

履修上の注意

年次生

① 総合人間科学部共通科目について

総合人間科学部共通科目は，必修の「総合人間科学入門」 単位（ 年次に履修）と，選択必修科目 単位（ 年次

～ 年次に履修）からなり，選択必修科目については，自学科以外の開講科目から 科目 単位を選択し履修する。

開講科目については，総合人間科学部のページ（ ～）を参照のこと。

なお，選択必修科目の必要単位数（ 単位）を超えて修得した場合は，自学科選択科目として認め卒業単位に算入

する。

② 学科科目について

年次に「総合人間科学入門」，「基礎演習Ⅰ」，「基礎演習Ⅱ」，「社会調査方法論Ⅰ」を必修履修のこと。

年次生は，「社会学理論Ⅰ」，「社会学理論Ⅱ」，「社会調査方法論Ⅱ」を必修履修のこと。

また，選択必修科目として，秋学期に開講される 群の研究演習のうちから つを履修することとする。

・ 年次生は，必修科目として， 群の「演習Ⅰ・Ⅱ」のセットのうちから つを選択し，各学年 セットずつ履修

することとする。原則として，「演習Ⅰ」と「演習Ⅱ」は，各学年で，担当教員が同じ 科目（合計 単位）のみを

履修のこと。ただし，「演習Ⅰ」を履修した後で「演習Ⅱ」を履修しなければならない。「演習Ⅰ」を履修せずに

「演習Ⅱ」を履修する場合には，担当教員の許可を得なければならない。

・ 年次生対象の「演習Ⅰ・Ⅱ」については，同一科目（担当教員が同じ）を 回以上履修しても卒業単位として

認め，余剰単位は学科科目 ・ 群の単位に充当される。

・ 年次生向けの「社会調査演習 」，「社会調査演習 」は，具体的な つのテーマに基づく調査活動を演習形式・

実習形式にておこなう科目であることから，履修希望者は原則として同一年次に ・ を連続して履修すること。

授業内容の性格上， 年次の「社会調査方法論Ⅰ」と 年次の「社会調査方法論Ⅱ」を共に履修済みであることを

原則とする。春の第 回目の授業に必ず出席し，「社会調査演習 ・ 」を通じての履修方法についての説明を聞く

こと。また，「社会調査演習 ・ 」を通して，年度当初に実習費 円を徴収するので，指示にしたがい，全額

納入すること。

選択必修科目の単位については，本学科学科科目 ・ 群（ 年次生対象の研究演習を含む）で充当することがで

きる。

選択必修科目を必要単位数を超えて修得した場合，その超過分は選択科目として卒業単位に充当することができ

る。

選択科目の単位については，①本学科開講科目②課程科目（実習を除く）③他学部他学科の「学科科目」④語学

科目（ 単位まで）⑤全学共通科目（必修科目・ウエルネス＆スポーツ科目の実技科目を除く。ただし卒業単位に

充当できるのは 単位まで）で充当することができる。

所定の英語要件を満たし，履修登録前に学科長に申請し承認された者は，「社会調査方法論Ⅰ・Ⅱ」，「社会学理論

Ⅰ・Ⅱ」，「演習Ⅰ・Ⅱ」をそれぞれ社会学科 コースの「 」，

「 」，「 」，「

」で読み替えることができることとする。なお，「社会学理論Ⅰ」と「

」，「社会学理論Ⅱ」と「 」，「社会調査方法論Ⅰ」と「

」，「社会調査方法論Ⅱ」と「 」をともに履修した場合は，

「 」，「 」，「 」

「 」の単位は選択科目の単位に算入される。

③ 早期卒業制度について

．早期卒業とは在学期間が 年以上あり，所定の手続きを経て 年次終了時または 年次春学期終了時をもって卒業す

ることをいい，前者を 年次 月卒業，後者を 年次 月卒業という。

．早期卒業をするためには次の要件をすべて満たしていなければならない。

本人が早期卒業を希望していること。

卒業時に，卒業に必要な所定の授業科目の単位をすべて修得していること。

修得済み総単位数に対する成績評価の総合平均点（以下「 」という）が 以上であること。

．早期卒業を希望する場合，早期卒業希望登録を行わなければならない。
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～ 年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※（ ～ 年次生のみ）学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当で

きる。

※語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる。（注 ）

高学年向け教養科目

○ 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

（

単
位
）

語
学
科
目

（

単
位
）

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

学
部
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 総合人間科学入門

（

単
位
）

選
択
必
修

自学科以外の科目より選択すること

学
科
専
門
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

基礎演習Ⅰ

基礎演習Ⅱ

社会調査方法論Ⅰ

社会学理論Ⅰ

社会学理論Ⅱ

社会調査方法論Ⅱ

（

単
位
）

選
択
必
修

研究演習

学科科目

・ 群

演習Ⅰ・Ⅱを各 科目

学科科目

・ 群

演習Ⅰ・Ⅱを各 科目

学科科目

・ 群

（

単
位
）

選
択

①本学科開講科目（選択必修科目を必要単位数以上履修した場合の余剰単位分）②課程科目（実習を除く）③他学

部他学科の「学科科目」④語学科目（英語およびその他の言語を 単位まで）⑤全学共通科目（必修科目・ウエルネ

ス＆スポーツ科目の実技科目を除く。ただし卒業単位に充当できるのは 単位まで）で充当することができる。

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については， ～を参照。

（注 ）学科科目 ・ 群は， 年次（ 単位）， 年次（ 単位）， 年次（ 単位）と記してあるが，これは推奨される標準的な履修の
仕方の 例である。

― ―

履修上の注意

年次生

① 総合人間科学部共通科目について

総合人間科学部共通科目は，必修の「総合人間科学入門」 単位（ 年次に履修）と，選択必修科目 単位（ 年次

～ 年次に履修）からなり，選択必修科目については，自学科以外の開講科目から 科目 単位を選択し履修する。

開講科目については，総合人間科学部のページ（ ～）を参照のこと。

なお，選択必修科目の必要単位数（ 単位）を超えて修得した場合は，自学科選択科目として認め卒業単位に算入

する。

② 学科科目について

年次に「総合人間科学入門」，「基礎演習Ⅰ」，「基礎演習Ⅱ」，「社会調査方法論Ⅰ」を必修履修のこと。

年次生は，「社会学理論Ⅰ」，「社会学理論Ⅱ」，「社会調査方法論Ⅱ」を必修履修のこと。

また，選択必修科目として，秋学期に開講される 群の研究演習のうちから つを履修することとする。

・ 年次生は，必修科目として， 群の「演習Ⅰ・Ⅱ」のセットのうちから つを選択し，各学年 セットずつ履修

することとする。原則として，「演習Ⅰ」と「演習Ⅱ」は，各学年で，担当教員が同じ 科目（合計 単位）のみを

履修のこと。ただし，「演習Ⅰ」を履修した後で「演習Ⅱ」を履修しなければならない。「演習Ⅰ」を履修せずに

「演習Ⅱ」を履修する場合には，担当教員の許可を得なければならない。

・ 年次生対象の「演習Ⅰ・Ⅱ」については，同一科目（担当教員が同じ）を 回以上履修しても卒業単位として

認め，余剰単位は学科科目 ・ 群の単位に充当される。

・ 年次生向けの「社会調査演習 」，「社会調査演習 」は，具体的な つのテーマに基づく調査活動を演習形式・

実習形式にておこなう科目であることから，履修希望者は原則として同一年次に ・ を連続して履修すること。

授業内容の性格上， 年次の「社会調査方法論Ⅰ」と 年次の「社会調査方法論Ⅱ」を共に履修済みであることを

原則とする。春の第 回目の授業に必ず出席し，「社会調査演習 ・ 」を通じての履修方法についての説明を聞く

こと。また，「社会調査演習 ・ 」を通して，年度当初に実習費 円を徴収するので，指示にしたがい，全額

納入すること。

選択必修科目の単位については，本学科学科科目 ・ 群（ 年次生対象の研究演習を含む）で充当することがで

きる。

選択必修科目を必要単位数を超えて修得した場合，その超過分は選択科目として卒業単位に充当することができ

る。

選択科目の単位については，①本学科開講科目②課程科目（実習を除く）③他学部他学科の「学科科目」④語学

科目（ 単位まで）⑤全学共通科目（必修科目・ウエルネス＆スポーツ科目の実技科目を除く。ただし卒業単位に

充当できるのは 単位まで）で充当することができる。

所定の英語要件を満たし，履修登録前に学科長に申請し承認された者は，「社会調査方法論Ⅰ・Ⅱ」，「社会学理論

Ⅰ・Ⅱ」，「演習Ⅰ・Ⅱ」をそれぞれ社会学科 コースの「 」，

「 」，「 」，「

」で読み替えることができることとする。なお，「社会学理論Ⅰ」と「

」，「社会学理論Ⅱ」と「 」，「社会調査方法論Ⅰ」と「

」，「社会調査方法論Ⅱ」と「 」をともに履修した場合は，

「 」，「 」，「 」

「 」の単位は選択科目の単位に算入される。

③ 早期卒業制度について

．早期卒業とは在学期間が 年以上あり，所定の手続きを経て 年次終了時または 年次春学期終了時をもって卒業す

ることをいい，前者を 年次 月卒業，後者を 年次 月卒業という。

．早期卒業をするためには次の要件をすべて満たしていなければならない。

本人が早期卒業を希望していること。

卒業時に，卒業に必要な所定の授業科目の単位をすべて修得していること。

修得済み総単位数に対する成績評価の総合平均点（以下「 」という）が 以上であること。

．早期卒業を希望する場合，早期卒業希望登録を行わなければならない。

─ 393 ── 392 ─

09_総合人間科学部.indd   393 2020/03/13   13:18:46



― ―

早期卒業希望登録を行うためには，年次終了時において，卒業に必要な所定の授業科目の取得単位数に算入す

ることができる単位として 単位以上（本学で修得した単位を 単位以上含む）を修得し，かつ，修得済み総

単位に対する が 以上でなければならない。

早期卒業の登録を行った者は，卒業時までに「演習Ⅰ・Ⅱ」各 科目（合計 単位）を必ず履修しなければなら

ない。 年次 月卒業希望の者は， 年次の春学期に「演習Ⅰ」を つ，秋学期に「演習Ⅱ」を つ同時履修する。

年次 月卒業希望の者は原則として同一担当教員の開講する演習を 年次春学期・秋学期・ 年次春学期に履修

し， 年次秋学期にはもう つの演習を同時履修する。

演習の登録については， 年次秋学期に開催される学科ガイダンスに必ず出席して説明を受けること。

早期卒業を希望する者は， 年次 月の所定期間に「早期卒業登録申請書」を学科事務室に提出しなければなら

ない。その際，自らが 年次に所属することとなる演習担当教員の承認印をもらうこと。

早期卒業の登録を行おうとする者は，あらかじめ学科長または演習の担当教員に相談し，適切な指導を受けな

ければならない。また，学業の進捗状況を随時演習担当教員に報告し，指導を受けなければならない。

早期卒業の登録を行った者は原則として休学することはできない。

．早期卒業希望時期の変更および早期卒業希望登録そのものの取り消しについては，下記のとおりとなる。

早期卒業の登録を行った者のうち， 年次 月卒業を希望していたときに限り，早期卒業の時期を 年次 月に変

更することができる。この場合は，「早期卒業学期変更届出書」に学科長の承認印を受けて， 年次秋学期・ ・

の履修登録期間中に学科事務室まで届けなければならない。

早期卒業の登録を行った者が，早期卒業の登録を取り消す場合は，「早期卒業取消届出書」に学科長の承認印を

受けて，学科事務室まで届け出なければならない。提出期間は， 年次 月の早期卒業登録を取り消す場合は 年

次秋学期・ ・ 履修登録期間， 年次 月の早期卒業登録を取り消す場合は 年次春学期・ ・ 履修登録期

間とする。

早期卒業を取り消した場合， 年次に履修しなければならない科目で 年次に履修済みの科目は卒業に必要な単

位に算入される。この場合，「演習Ⅰ・Ⅱ」を 単位を超えて修得した単位は学科選択必修科目に算入される。

年次 月または 年次 月卒業者が早期卒業を取り消した場合，「演習Ⅰ・Ⅱ」は 年次全学期にわたり履修しな

ければならない。この場合， 年次に履修する演習は 年次の演習担当教員のものから選択する。

年次 月または 年次 月卒業者が卒業論文を提出する場合，在籍する最終学期に「卒業論文」を履修登録し，

学科の指定する期日までに提出する。卒業論文の執筆に際しては所属する演習担当教員の指導を受けなければ

ならない。

― ―

～ 年次生

① 総合人間科学部共通科目について

総合人間科学部共通科目は，必修の「総合人間科学入門」 単位（ 年次に履修）と，選択必修科目 単位（ 年次

～ 年次に履修）からなり，選択必修科目については，自学科以外の開講科目から 科目 単位を選択し履修する。

開講科目については，総合人間科学部のページ（ ～）を参照のこと。

なお，選択必修科目の必要単位数（ 単位）を超えて修得した場合は，自学科選択科目として認め卒業単位に算入

する。

② 学科科目について

年次に「総合人間科学入門」，「基礎演習Ⅰ」，「基礎演習Ⅱ」，「社会調査方法論Ⅰ」を必修履修のこと。

年次生は，「社会学理論Ⅰ」，「社会学理論Ⅱ」，「社会調査方法論Ⅱ」を必修履修のこと。

また，選択必修科目として，秋学期に開講される 群の研究演習のうちから つを履修することとする。

・ 年次生は，選択必修科目として， 群の「演習Ⅰ・Ⅱ」のセットのうちから つを選択することとする。原則

として，「演習Ⅰ（文化社会学）」と「演習Ⅱ（文化社会学）」のように，各学年で，担当教員・科目名が同じ 科

目（合計 単位）のみを履修のこと。ただし，「演習Ⅰ（文化社会学）」→「演習Ⅱ（文化社会学）」のように，「演

習Ⅰ」を履修した後で「演習Ⅱ」を履修しなければならない。「演習Ⅰ」を履修せずに「演習Ⅱ」を履修する場合

には，担当教員の許可を得なければならない。

・ 年次生対象の「演習Ⅰ・Ⅱ」については，同一科目（担当教員・科目名が同じ）を 回以上履修しても卒業単

位として認め，余剰単位は学科科目 ・ 群の単位に充当される。

・ 年次生向けの「社会調査演習 」，「社会調査演習 」は，具体的な つのテーマに基づく調査活動を演習形式・

実習形式にておこなう科目であることから，履修希望者は原則として同一年次に ・ を連続して履修すること。

授業内容の性格上， 年次の「社会調査方法論Ⅰ」と 年次の「社会調査方法論Ⅱ」を共に履修済みであることを

原則とする。春の第 回目の授業に必ず出席し，「社会調査演習 ・ 」を通じての履修方法についての説明を聞く

こと。また，「社会調査演習 ・ 」を通して，年度当初に実習費 円を徴収するので，指示にしたがい，全額

納入すること。

選択必修科目の単位については，本学科学科科目 ・ 群（ 年次生対象の研究演習と ・ 年生対象の「演習Ⅰ・

Ⅱ」を含む）で充当することができるが， ・ 群の余剰単位を ・ 年生対象の「演習Ⅰ・Ⅱ」の不足単位に充当

することはできない。

選択必修科目を必要単位数を超えて修得した場合，その超過分は選択科目として卒業単位に充当することができ

る。

選択科目の単位については，①本学科開講科目②課程科目（実習を除く）③他学部他学科の「学科科目」④語学

科目（ 単位まで）⑤全学共通科目（必修科目・ウエルネス＆スポーツ科目の実技科目を除く。ただし卒業単位に

充当できるのは 単位まで）で充当することができる。
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早期卒業希望登録を行うためには，年次終了時において，卒業に必要な所定の授業科目の取得単位数に算入す

ることができる単位として 単位以上（本学で修得した単位を 単位以上含む）を修得し，かつ，修得済み総

単位に対する が 以上でなければならない。

早期卒業の登録を行った者は，卒業時までに「演習Ⅰ・Ⅱ」各 科目（合計 単位）を必ず履修しなければなら

ない。 年次 月卒業希望の者は， 年次の春学期に「演習Ⅰ」を つ，秋学期に「演習Ⅱ」を つ同時履修する。

年次 月卒業希望の者は原則として同一担当教員の開講する演習を 年次春学期・秋学期・ 年次春学期に履修

し， 年次秋学期にはもう つの演習を同時履修する。

演習の登録については， 年次秋学期に開催される学科ガイダンスに必ず出席して説明を受けること。

早期卒業を希望する者は， 年次 月の所定期間に「早期卒業登録申請書」を学科事務室に提出しなければなら

ない。その際，自らが 年次に所属することとなる演習担当教員の承認印をもらうこと。

早期卒業の登録を行おうとする者は，あらかじめ学科長または演習の担当教員に相談し，適切な指導を受けな

ければならない。また，学業の進捗状況を随時演習担当教員に報告し，指導を受けなければならない。

早期卒業の登録を行った者は原則として休学することはできない。

．早期卒業希望時期の変更および早期卒業希望登録そのものの取り消しについては，下記のとおりとなる。

早期卒業の登録を行った者のうち， 年次 月卒業を希望していたときに限り，早期卒業の時期を 年次 月に変

更することができる。この場合は，「早期卒業学期変更届出書」に学科長の承認印を受けて， 年次秋学期・ ・

の履修登録期間中に学科事務室まで届けなければならない。

早期卒業の登録を行った者が，早期卒業の登録を取り消す場合は，「早期卒業取消届出書」に学科長の承認印を

受けて，学科事務室まで届け出なければならない。提出期間は， 年次 月の早期卒業登録を取り消す場合は 年

次秋学期・ ・ 履修登録期間， 年次 月の早期卒業登録を取り消す場合は 年次春学期・ ・ 履修登録期

間とする。

早期卒業を取り消した場合， 年次に履修しなければならない科目で 年次に履修済みの科目は卒業に必要な単

位に算入される。この場合，「演習Ⅰ・Ⅱ」を 単位を超えて修得した単位は学科選択必修科目に算入される。

年次 月または 年次 月卒業者が早期卒業を取り消した場合，「演習Ⅰ・Ⅱ」は 年次全学期にわたり履修しな

ければならない。この場合， 年次に履修する演習は 年次の演習担当教員のものから選択する。

年次 月または 年次 月卒業者が卒業論文を提出する場合，在籍する最終学期に「卒業論文」を履修登録し，

学科の指定する期日までに提出する。卒業論文の執筆に際しては所属する演習担当教員の指導を受けなければ

ならない。

― ―

～ 年次生

① 総合人間科学部共通科目について

総合人間科学部共通科目は，必修の「総合人間科学入門」 単位（ 年次に履修）と，選択必修科目 単位（ 年次

～ 年次に履修）からなり，選択必修科目については，自学科以外の開講科目から 科目 単位を選択し履修する。

開講科目については，総合人間科学部のページ（ ～）を参照のこと。

なお，選択必修科目の必要単位数（ 単位）を超えて修得した場合は，自学科選択科目として認め卒業単位に算入

する。

② 学科科目について

年次に「総合人間科学入門」，「基礎演習Ⅰ」，「基礎演習Ⅱ」，「社会調査方法論Ⅰ」を必修履修のこと。

年次生は，「社会学理論Ⅰ」，「社会学理論Ⅱ」，「社会調査方法論Ⅱ」を必修履修のこと。

また，選択必修科目として，秋学期に開講される 群の研究演習のうちから つを履修することとする。

・ 年次生は，選択必修科目として， 群の「演習Ⅰ・Ⅱ」のセットのうちから つを選択することとする。原則

として，「演習Ⅰ（文化社会学）」と「演習Ⅱ（文化社会学）」のように，各学年で，担当教員・科目名が同じ 科

目（合計 単位）のみを履修のこと。ただし，「演習Ⅰ（文化社会学）」→「演習Ⅱ（文化社会学）」のように，「演

習Ⅰ」を履修した後で「演習Ⅱ」を履修しなければならない。「演習Ⅰ」を履修せずに「演習Ⅱ」を履修する場合

には，担当教員の許可を得なければならない。

・ 年次生対象の「演習Ⅰ・Ⅱ」については，同一科目（担当教員・科目名が同じ）を 回以上履修しても卒業単

位として認め，余剰単位は学科科目 ・ 群の単位に充当される。

・ 年次生向けの「社会調査演習 」，「社会調査演習 」は，具体的な つのテーマに基づく調査活動を演習形式・

実習形式にておこなう科目であることから，履修希望者は原則として同一年次に ・ を連続して履修すること。

授業内容の性格上， 年次の「社会調査方法論Ⅰ」と 年次の「社会調査方法論Ⅱ」を共に履修済みであることを

原則とする。春の第 回目の授業に必ず出席し，「社会調査演習 ・ 」を通じての履修方法についての説明を聞く

こと。また，「社会調査演習 ・ 」を通して，年度当初に実習費 円を徴収するので，指示にしたがい，全額

納入すること。

選択必修科目の単位については，本学科学科科目 ・ 群（ 年次生対象の研究演習と ・ 年生対象の「演習Ⅰ・

Ⅱ」を含む）で充当することができるが， ・ 群の余剰単位を ・ 年生対象の「演習Ⅰ・Ⅱ」の不足単位に充当

することはできない。

選択必修科目を必要単位数を超えて修得した場合，その超過分は選択科目として卒業単位に充当することができ

る。

選択科目の単位については，①本学科開講科目②課程科目（実習を除く）③他学部他学科の「学科科目」④語学

科目（ 単位まで）⑤全学共通科目（必修科目・ウエルネス＆スポーツ科目の実技科目を除く。ただし卒業単位に

充当できるのは 単位まで）で充当することができる。
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全学年共通

① 全学共通科目について

年次に「社会学，社会学 ，社会学 」を履修することが望ましい。

全学共通科目としての語学科目については ～を参照のこと。

② 卒業論文について

大学院進学希望者は，卒業論文に取り組み提出することが望ましい。

原則として秋学期開講科目「卒業論文」（ 単位）を履修すること。ただし， 月卒業予定の学生については春学期

開講科目の履修を認める。なお，春学期に登録する場合は，履修登録期間中に学事センター窓口で登録手続きを

する必要がある。

卒業論文の標題と希望する指導教員に関して，「卒業論文予備登録票」を 年次の 月末までに総合人間科学部事務

室社会学科担当に提出すること。

卒業論文は， 判横書き 字以上とする。行数や 行の設定は自由とする。

提出要領は下記のとおりである。

ア 期間／時間 学科掲示板の掲示を確認すること。

イ 場所 学科掲示板の掲示を確認すること。

③ 年間最高履修限度

履修登録単位数は，各年次・学期において次のとおり制限されているので，これを超えて履修することは出来ない。

（単位）

年次 年次 年次 年次
合計

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

※春：春学期・ ・ 科目，秋：秋学期・ ・ 科目

④ 開講科目の履修順序について

以下の → は，原則として， を履修した後で を履修しなければならないことを意味する。やむをえない理由によ

り， を履修せずに を履修する場合には，担当教員の許可を得なければならないが，科目や場合によって，認められ

ないこともある。

□ 「基礎演習Ⅰ」→「基礎演習Ⅱ」

□ 「社会学理論Ⅰ」→「社会学理論Ⅱ」

□ 「社会調査演習 」→「社会調査演習 」

⑤ 科目のナンバリングについて

開講科目担当表に記載されたナンバリングは下記の分野等を示すものである。ナンバリングについては，履修要覧

〔ガイド・資料編〕 を参照すること。

分野名（アルファベット） 分野名（英語） 分野名（日本語）

社会学

卒業論文

⑥ コース開講科目の履修に関する注意

「開講科目担当表」の「備考」欄に「 コース科目」の表記がある科目は，語学要件の指定や履修登録手続きが

異なる場合がある。同表の欄外に履修条件等を記載しているので，必ず確認のうえ，履修すること。

― ―

開講科目担当表

全学年共通

学部共通科目・・・必修科目 単位 ・ 選択必修科目 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

学
部
共
通
科
目

必
修

総合人間科学入門 春

コーディネータ

芳 賀 学

総合人間科学部学科教員

輪講

選
択
必
修 総合人間科学部共通科目

自学科以外の開講科目から

科目 単位を選択し履修する

こと。開講科目については総

合人間科学部（ ～）参照。

～

年次生

学科専門科目 群（必修科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

学
科
専
門
科
目

群

基礎演習Ⅰ 春 植 田 今日子 クラス

基礎演習Ⅰ 春 田 渕 六 郎 クラス

基礎演習Ⅱ 秋 藤 本 隆 史 クラス

基礎演習Ⅱ 秋 細木 一十稔 ラルフ クラス

基礎演習Ⅱ 秋 藤 本 隆 史 クラス

基礎演習Ⅱ 秋 細木 一十稔 ラルフ クラス

社会学理論Ⅰ 春 今 井 順

社会学理論Ⅱ 秋 今 井 順

社会調査方法論Ⅰ 秋 田 渕 六 郎

社会調査方法論Ⅱ 春 芳 賀 学

演習Ⅰ 休講 ・
年次生以前「演習Ⅰ」「演習Ⅱ」との合併科目

演習Ⅱ 休講 ・
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― ―

全学年共通

① 全学共通科目について

年次に「社会学，社会学 ，社会学 」を履修することが望ましい。

全学共通科目としての語学科目については ～を参照のこと。

② 卒業論文について

大学院進学希望者は，卒業論文に取り組み提出することが望ましい。

原則として秋学期開講科目「卒業論文」（ 単位）を履修すること。ただし， 月卒業予定の学生については春学期

開講科目の履修を認める。なお，春学期に登録する場合は，履修登録期間中に学事センター窓口で登録手続きを

する必要がある。

卒業論文の標題と希望する指導教員に関して，「卒業論文予備登録票」を 年次の 月末までに総合人間科学部事務

室社会学科担当に提出すること。

卒業論文は， 判横書き 字以上とする。行数や 行の設定は自由とする。

提出要領は下記のとおりである。

ア 期間／時間 学科掲示板の掲示を確認すること。

イ 場所 学科掲示板の掲示を確認すること。

③ 年間最高履修限度

履修登録単位数は，各年次・学期において次のとおり制限されているので，これを超えて履修することは出来ない。

（単位）

年次 年次 年次 年次
合計

春 秋 春 秋 春 秋 春 秋

※春：春学期・ ・ 科目，秋：秋学期・ ・ 科目

④ 開講科目の履修順序について

以下の → は，原則として， を履修した後で を履修しなければならないことを意味する。やむをえない理由によ

り， を履修せずに を履修する場合には，担当教員の許可を得なければならないが，科目や場合によって，認められ

ないこともある。

□ 「基礎演習Ⅰ」→「基礎演習Ⅱ」

□ 「社会学理論Ⅰ」→「社会学理論Ⅱ」

□ 「社会調査演習 」→「社会調査演習 」

⑤ 科目のナンバリングについて

開講科目担当表に記載されたナンバリングは下記の分野等を示すものである。ナンバリングについては，履修要覧

〔ガイド・資料編〕 を参照すること。

分野名（アルファベット） 分野名（英語） 分野名（日本語）

社会学

卒業論文

⑥ コース開講科目の履修に関する注意

「開講科目担当表」の「備考」欄に「 コース科目」の表記がある科目は，語学要件の指定や履修登録手続きが

異なる場合がある。同表の欄外に履修条件等を記載しているので，必ず確認のうえ，履修すること。

― ―

開講科目担当表

全学年共通

学部共通科目・・・必修科目 単位 ・ 選択必修科目 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

学
部
共
通
科
目

必
修

総合人間科学入門 春

コーディネータ

芳 賀 学

総合人間科学部学科教員

輪講

選
択
必
修 総合人間科学部共通科目

自学科以外の開講科目から

科目 単位を選択し履修する

こと。開講科目については総

合人間科学部（ ～）参照。

～

年次生

学科専門科目 群（必修科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

学
科
専
門
科
目

群

基礎演習Ⅰ 春 植 田 今日子 クラス

基礎演習Ⅰ 春 田 渕 六 郎 クラス

基礎演習Ⅱ 秋 藤 本 隆 史 クラス

基礎演習Ⅱ 秋 細木 一十稔 ラルフ クラス

基礎演習Ⅱ 秋 藤 本 隆 史 クラス

基礎演習Ⅱ 秋 細木 一十稔 ラルフ クラス

社会学理論Ⅰ 春 今 井 順

社会学理論Ⅱ 秋 今 井 順

社会調査方法論Ⅰ 秋 田 渕 六 郎

社会調査方法論Ⅱ 春 芳 賀 学

演習Ⅰ 休講 ・
年次生以前「演習Ⅰ」「演習Ⅱ」との合併科目

演習Ⅱ 休講 ・

─ 397 ── 396 ─

09_総合人間科学部.indd   397 2020/03/13   13:18:50



― ―

学科専門科目Ａ群・Ｂ群（選択必修科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

学
科
専
門
科
目

群

社会学史Ⅰ 休講 ～ 隔年開講

社会学史Ⅱ 秋 井 腰 圭 介 ～ 隔年開講

ライフスタイルの社会学 春 石 田 健太郎 ～ ［ 名］社会学科優先

ライフコースの社会学 秋 藤 村 正 之 ～ 隔年開講

計画と政策の社会学 休講 ～ 隔年開講

宗教社会学Ⅰａ 芳 賀 学 ～
年度以前開講の「宗教社会学Ⅰ」

と同一科目

宗教社会学Ⅰｂ 芳 賀 学 ～
年度以前開講の「宗教社会学Ⅰ」

と同一科目

宗教社会学Ⅱ 秋 芳 賀 学 ～ 隔年開講

文化社会学 休講 ～ 隔年開講

家族社会学Ⅰａ 休講 ～
隔年開講

年度以前開講の「家族社会学Ⅰ」
と同一科目

家族社会学Ⅰｂ 休講 ～
隔年開講

年度以前開講の「家族社会学Ⅰ」
と同一科目

家族社会学Ⅱ 田 渕 六 郎 ～ 隔年開講

エイジングと世代の社会学 休講 ～ 隔年開講

地域フィールドワーク 秋 田 渕 六 郎 ～ 隔年開講

ジェンダーの社会学 秋 大 槻 奈 巳 ～ ［ 名］社会学科優先

雇用と労働の社会学 今 井 順 ～ 隔年開講

格差と不平等の社会学 休講 ～ 隔年開講

社会心理学 春 大 庭 絵 里 ～

逸脱の社会学 秋 大 庭 絵 里 ～

政治社会学 秋 猿 谷 弘 江 ～
年度以前開講の「政治社会学Ⅰ」

と同一科目

社会運動論 春 猿 谷 弘 江 ～
年度以前開講の「政治社会学Ⅱ」

と同一科目 隔年開講

休講 ～ ○ 隔年開講

春 細木 一十稔 ラルフ ～ ○
年度以前開講の「グローバル化の

社会学」とは別科目

国際移動と人権 秋 細木 一十稔 ラルフ ～ ［ 名］社会学科優先

環境と民俗 春 植 田 今日子 ～

地域社会学 秋 植 田 今日子 ～

セクシュアリティの社会学 秋 石 井 由香理 ～ ［ 名］社会学科優先

都市の社会学 春 中 野 佑 一 ～ ［ 名］社会学科優先

社会学データ分析法 春 酒 井 計 史 ～ 社会学科生のみ

社会学計量分析法 秋 酒 井 計 史 ～ 社会学科生のみ

人口社会学 秋 岩 澤 美 帆 ～ 隔年開講

開発の社会学 春 佐 藤 裕 ～
隔年開講

［ 名］社会学科優先

ミクロ社会学 秋 浅 野 智 彦 ～

マクロ社会学 休講 ～ 隔年開講

災害の社会学 休講 ～ 隔年開講

社会学 春 中 野 佑 一 ～
［ 名］社会学科優先
教職課程指定科目

政治学 春 滝 本 順 子 ～
［ 名］社会学科優先
教職課程指定科目

社会調査演習 春 猿 谷 弘 江 ・ 社会学科 ・ 年のみ

社会調査演習 秋 猿 谷 弘 江 ・ 社会学科 ・ 年のみ

研究演習 秋 植 田 今日子 クラス

研究演習 秋 石 井 由香理 クラス

研究演習 秋 酒 井 計 史 クラス

研究演習 秋 玉 置 佑 介 クラス

卒業論文 春 社会学科教員 月卒業者対象

卒業論文 秋 社会学科教員

秋 ～ 〇
コース科目

［ 名］ コースおよび社会学科優先
注

秋 今 井 順 ～ 〇 コース科目，注

休講 ～ ○
コース科目，注
年度開講予定

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

学
科
専
門
科
目
Ｂ
群

休講 ～ ○
コース科目
年度開講予定

休講 ～ ○
コース科目
年度開講予定

休講 ～ ○
コース科目，注
年度開講予定

休講 ～ ○
コース科目，注
年度開講予定

発達心理学 （他）心理学科

比較社会学 （他）総合グローバル学科

国際社会学 （他）総合グローバル学科

国際社会学 （他）総合グローバル学科

産業社会学Ⅰ （他）経営学科

産業社会学Ⅱ （他）経営学科

● コース科目履修条件等に関する注釈

注 ：履修にあたっては，国際教養学部開講科目を履修する際と同じ語学要件を満たしていることが必要である（語学要件について
は「履修要覧〔ガイド・資料編〕の ～ 参照」）。

で履修登録はできないので，語学要件を満たしていることを証明できるもの（ コース科目を初めて履修する場合の
み提出必要）を用意し，履修登録期間中に学事センター窓口で手続きを行うこと。

注 ：履修にあたっては， の レベル（ で 点以上， で 点以上に相当）に達していることを推奨。履
修登録は から履修登録期間に行う。
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学科専門科目Ａ群・Ｂ群（選択必修科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

学
科
専
門
科
目

群

社会学史Ⅰ 休講 ～ 隔年開講

社会学史Ⅱ 秋 井 腰 圭 介 ～ 隔年開講

ライフスタイルの社会学 春 石 田 健太郎 ～ ［ 名］社会学科優先

ライフコースの社会学 秋 藤 村 正 之 ～ 隔年開講

計画と政策の社会学 休講 ～ 隔年開講

宗教社会学Ⅰａ 芳 賀 学 ～
年度以前開講の「宗教社会学Ⅰ」

と同一科目

宗教社会学Ⅰｂ 芳 賀 学 ～
年度以前開講の「宗教社会学Ⅰ」

と同一科目

宗教社会学Ⅱ 秋 芳 賀 学 ～ 隔年開講

文化社会学 休講 ～ 隔年開講

家族社会学Ⅰａ 休講 ～
隔年開講

年度以前開講の「家族社会学Ⅰ」
と同一科目

家族社会学Ⅰｂ 休講 ～
隔年開講

年度以前開講の「家族社会学Ⅰ」
と同一科目

家族社会学Ⅱ 田 渕 六 郎 ～ 隔年開講

エイジングと世代の社会学 休講 ～ 隔年開講

地域フィールドワーク 秋 田 渕 六 郎 ～ 隔年開講

ジェンダーの社会学 秋 大 槻 奈 巳 ～ ［ 名］社会学科優先

雇用と労働の社会学 今 井 順 ～ 隔年開講

格差と不平等の社会学 休講 ～ 隔年開講

社会心理学 春 大 庭 絵 里 ～

逸脱の社会学 秋 大 庭 絵 里 ～

政治社会学 秋 猿 谷 弘 江 ～
年度以前開講の「政治社会学Ⅰ」

と同一科目

社会運動論 春 猿 谷 弘 江 ～
年度以前開講の「政治社会学Ⅱ」

と同一科目 隔年開講

休講 ～ ○ 隔年開講

春 細木 一十稔 ラルフ ～ ○
年度以前開講の「グローバル化の

社会学」とは別科目

国際移動と人権 秋 細木 一十稔 ラルフ ～ ［ 名］社会学科優先

環境と民俗 春 植 田 今日子 ～

地域社会学 秋 植 田 今日子 ～

セクシュアリティの社会学 秋 石 井 由香理 ～ ［ 名］社会学科優先

都市の社会学 春 中 野 佑 一 ～ ［ 名］社会学科優先

社会学データ分析法 春 酒 井 計 史 ～ 社会学科生のみ

社会学計量分析法 秋 酒 井 計 史 ～ 社会学科生のみ

人口社会学 秋 岩 澤 美 帆 ～ 隔年開講

開発の社会学 春 佐 藤 裕 ～
隔年開講

［ 名］社会学科優先

ミクロ社会学 秋 浅 野 智 彦 ～

マクロ社会学 休講 ～ 隔年開講

災害の社会学 休講 ～ 隔年開講

社会学 春 中 野 佑 一 ～
［ 名］社会学科優先
教職課程指定科目

政治学 春 滝 本 順 子 ～
［ 名］社会学科優先
教職課程指定科目

社会調査演習 春 猿 谷 弘 江 ・ 社会学科 ・ 年のみ

社会調査演習 秋 猿 谷 弘 江 ・ 社会学科 ・ 年のみ

研究演習 秋 植 田 今日子 クラス

研究演習 秋 石 井 由香理 クラス

研究演習 秋 酒 井 計 史 クラス

研究演習 秋 玉 置 佑 介 クラス

卒業論文 春 社会学科教員 月卒業者対象

卒業論文 秋 社会学科教員

秋 ～ 〇
コース科目

［ 名］ コースおよび社会学科優先
注

秋 今 井 順 ～ 〇 コース科目，注

休講 ～ ○
コース科目，注
年度開講予定

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

学
科
専
門
科
目
Ｂ
群

休講 ～ ○
コース科目
年度開講予定

休講 ～ ○
コース科目
年度開講予定

休講 ～ ○
コース科目，注
年度開講予定

休講 ～ ○
コース科目，注
年度開講予定

発達心理学 （他）心理学科

比較社会学 （他）総合グローバル学科

国際社会学 （他）総合グローバル学科

国際社会学 （他）総合グローバル学科

産業社会学Ⅰ （他）経営学科

産業社会学Ⅱ （他）経営学科

● コース科目履修条件等に関する注釈

注 ：履修にあたっては，国際教養学部開講科目を履修する際と同じ語学要件を満たしていることが必要である（語学要件について
は「履修要覧〔ガイド・資料編〕の ～ 参照」）。

で履修登録はできないので，語学要件を満たしていることを証明できるもの（ コース科目を初めて履修する場合の
み提出必要）を用意し，履修登録期間中に学事センター窓口で手続きを行うこと。

注 ：履修にあたっては， の レベル（ で 点以上， で 点以上に相当）に達していることを推奨。履
修登録は から履修登録期間に行う。
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～ 年次生

学科専門科目 群（必修科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

学
科
専
門
科
目

群

基礎演習Ⅰ 春 植 田 今日子 クラス

基礎演習Ⅰ 春 田 渕 六 郎 クラス

基礎演習Ⅱ 秋 藤 本 隆 史 クラス

基礎演習Ⅱ 秋 細木 一十稔 ラルフ クラス

基礎演習Ⅱ 秋 藤 本 隆 史 クラス

基礎演習Ⅱ 秋 細木 一十稔 ラルフ クラス

社会学理論Ⅰ 春 今 井 順

社会学理論Ⅱ 秋 今 井 順

社会調査方法論Ⅰ 秋 田 渕 六 郎

社会調査方法論Ⅱ 春 芳 賀 学

学科専門科目Ａ群・Ｂ群（選択必修科目）・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

学
科
専
門
科
目

群

社会学史Ⅰ 休講 ～ 隔年開講

社会学史Ⅱ 秋 井 腰 圭 介 ～ 隔年開講

ライフスタイルの社会学 春 石 田 健太郎 ～ ［ 名］社会学科優先

ライフコースの社会学 秋 藤 村 正 之 ～ 隔年開講

計画と政策の社会学 休講 ～ 隔年開講

宗教社会学Ⅰａ 芳 賀 学 ～
年度以前開講の「宗教社会学Ⅰ」

と同一科目

宗教社会学Ⅰｂ 芳 賀 学 ～
年度以前開講の「宗教社会学Ⅰ」

と同一科目

宗教社会学Ⅱ 秋 芳 賀 学 ～ 隔年開講

文化社会学 休講 ～ 隔年開講

家族社会学Ⅰａ 休講 ～
隔年開講

年度以前開講の「家族社会学Ⅰ」
と同一科目

家族社会学Ⅰｂ 休講 ～
隔年開講

年度以前開講の「家族社会学Ⅰ」
と同一科目

家族社会学Ⅱ 田 渕 六 郎 ～ 隔年開講

エイジングと世代の社会学 休講 ～ 隔年開講

地域フィールドワーク 秋 田 渕 六 郎 ～ 隔年開講

ジェンダーの社会学 秋 大 槻 奈 巳 ～ ［ 名］社会学科優先

雇用と労働の社会学 今 井 順 ～ 隔年開講

格差と不平等の社会学 休講 ～ 隔年開講

社会心理学 春 大 庭 絵 里 ～

逸脱の社会学 秋 大 庭 絵 里 ～

政治社会学 秋 猿 谷 弘 江 ～
年度以前開講の「政治社会学Ⅰ」

と同一科目

社会運動論 春 猿 谷 弘 江 ～
年度以前開講の「政治社会学Ⅱ」

と同一科目 隔年開講

休講 ～ ○ 隔年開講

春 細木 一十稔 ラルフ ～ ○
年度以前開講の「グローバル化の

社会学」とは別科目

国際移動と人権 秋 細木 一十稔 ラルフ ～ ［ 名］社会学科優先

環境と民俗 春 植 田 今日子 ～

地域社会学 秋 植 田 今日子 ～

セクシュアリティの社会学 秋 石 井 由香理 ～ ［ 名］社会学科優先

都市の社会学 春 中 野 佑 一 ～ ［ 名］社会学科優先

社会学データ分析法 春 酒 井 計 史 ～ 社会学科生のみ

社会学計量分析法 秋 酒 井 計 史 ～ 社会学科生のみ

人口社会学 秋 岩 澤 美 帆 ～ 隔年開講

開発の社会学 春 佐 藤 裕 ～
隔年開講

［ 名］社会学科優先

ミクロ社会学 秋 浅 野 智 彦 ～

マクロ社会学 休講 ～ 隔年開講

災害の社会学 休講 ～ 隔年開講

社会学 春 中 野 佑 一 ～
［ 名］社会学科優先
教職課程指定科目

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

学
科
専
門
科
目
Ａ
群

政治学 春 滝 本 順 子 ～
［ 名］社会学科優先
教職課程指定科目

社会調査演習 春 猿 谷 弘 江 ・ 社会学科 ・ 年のみ

社会調査演習 秋 猿 谷 弘 江 ・ 社会学科 ・ 年のみ

研究演習 秋 植 田 今日子 クラス（ 年次生以降対象科目）

研究演習 秋 石 井 由香理 クラス（ 年次生以降対象科目）

研究演習 秋 酒 井 計 史 クラス（ 年次生以降対象科目）

研究演習 秋 玉 置 佑 介 クラス（ 年次生以降対象科目）

演習Ⅰ（ライフスタイルの社会学） 春 藤 村 正 之 ・ 年次生以前対象

演習Ⅱ（ライフスタイルの社会学） 秋 藤 村 正 之 ・ 年次生以前対象

演習Ⅰ（文化社会学） 春 芳 賀 学 ・ 年次生以前対象

演習Ⅱ（文化社会学） 秋 芳 賀 学 ・ 年次生以前対象

演習Ⅰ（雇用と労働の社会学） 春 今 井 順 ・ 年次生以前対象

演習Ⅱ（雇用と労働の社会学） 秋 今 井 順 ・ 年次生以前対象

演習Ⅰ（生活世界の社会学） 春 植 田 今日子 ・ 年次生以前対象

演習Ⅱ（生活世界の社会学） 秋 植 田 今日子 ・ 年次生以前対象

演習Ⅰ（エイジングと世代の社会学） 春 田 渕 六 郎 ・ 年次生以前対象

演習Ⅱ（エイジングと世代の社会学） 秋 田 渕 六 郎 ・ 年次生以前対象

演習Ⅰ（社会学史） 春 井 腰 圭 介 ・ 年次生以前対象

演習Ⅱ（社会学史） 秋 井 腰 圭 介 ・ 年次生以前対象

演習Ⅰ（政治社会学） 春 猿 谷 弘 江 ・ 年次生以前対象

演習Ⅱ（政治社会学） 秋 猿 谷 弘 江 ・ 年次生以前対象

演習Ⅰ（グローバル化と人権） 春 細木 一十稔 ラルフ ・ 年次生以前対象

演習Ⅱ（グローバル化と人権） 秋 細木 一十稔 ラルフ ・ 年次生以前対象

演習Ⅰ
春 ・ 〇 年次生以前対象

演習Ⅱ
秋 ・ 〇

年次生以前対象
「 」と
同一科目

演習Ⅰ（性と現代社会） 春 李 侖 姫 ・ 年次生以前対象

演習Ⅱ（性と現代社会） 秋 石 井 由香理 ・ 年次生以前対象

卒業論文 春 社会学科教員 月卒業者対象

卒業論文 秋 社会学科教員

秋 ～ 〇
コース科目

［ 名］ コースおよび社会学科優先
注

秋 今 井 順 ～ 〇 コース科目，注

休講 ～ ○
コース科目，注
年度開講予定

休講 ～ ○
コース科目
年度開講予定

休講 ～ ○
コース科目
年度開講予定

休講 ～ ○
コース科目，注
年度開講予定

休講 ～ ○
コース科目，注
年度開講予定

学
科
専
門
科
目
Ｂ
群

発達心理学 （他）心理学科

比較社会学 （他）総合グローバル学科

国際社会学 （他）総合グローバル学科

国際社会学 （他）総合グローバル学科

産業社会学Ⅰ （他）経営学科

産業社会学Ⅱ （他）経営学科

● コース科目履修条件等に関する注釈

注 ：履修にあたっては，国際教養学部開講科目を履修する際と同じ語学要件を満たしていることが必要である（語学要件について
は「履修要覧〔ガイド・資料編〕の ～ 参照」）。

で履修登録はできないので，語学要件を満たしていることを証明できるもの（ コース科目を初めて履修する場合の
み提出必要）を用意し，履修登録期間中に学事センター窓口で手続きを行うこと。

注 ：履修にあたっては， の レベル（ で 点以上， で 点以上に相当）に達していることを推奨。履
修登録は から履修登録期間に行う。
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～ 年次生

学科専門科目 群（必修科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

学
科
専
門
科
目

群

基礎演習Ⅰ 春 植 田 今日子 クラス

基礎演習Ⅰ 春 田 渕 六 郎 クラス

基礎演習Ⅱ 秋 藤 本 隆 史 クラス

基礎演習Ⅱ 秋 細木 一十稔 ラルフ クラス

基礎演習Ⅱ 秋 藤 本 隆 史 クラス

基礎演習Ⅱ 秋 細木 一十稔 ラルフ クラス

社会学理論Ⅰ 春 今 井 順

社会学理論Ⅱ 秋 今 井 順

社会調査方法論Ⅰ 秋 田 渕 六 郎

社会調査方法論Ⅱ 春 芳 賀 学

学科専門科目Ａ群・Ｂ群（選択必修科目）・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

学
科
専
門
科
目

群

社会学史Ⅰ 休講 ～ 隔年開講

社会学史Ⅱ 秋 井 腰 圭 介 ～ 隔年開講

ライフスタイルの社会学 春 石 田 健太郎 ～ ［ 名］社会学科優先

ライフコースの社会学 秋 藤 村 正 之 ～ 隔年開講

計画と政策の社会学 休講 ～ 隔年開講

宗教社会学Ⅰａ 芳 賀 学 ～
年度以前開講の「宗教社会学Ⅰ」

と同一科目

宗教社会学Ⅰｂ 芳 賀 学 ～
年度以前開講の「宗教社会学Ⅰ」

と同一科目

宗教社会学Ⅱ 秋 芳 賀 学 ～ 隔年開講

文化社会学 休講 ～ 隔年開講

家族社会学Ⅰａ 休講 ～
隔年開講

年度以前開講の「家族社会学Ⅰ」
と同一科目

家族社会学Ⅰｂ 休講 ～
隔年開講

年度以前開講の「家族社会学Ⅰ」
と同一科目

家族社会学Ⅱ 田 渕 六 郎 ～ 隔年開講

エイジングと世代の社会学 休講 ～ 隔年開講

地域フィールドワーク 秋 田 渕 六 郎 ～ 隔年開講

ジェンダーの社会学 秋 大 槻 奈 巳 ～ ［ 名］社会学科優先

雇用と労働の社会学 今 井 順 ～ 隔年開講

格差と不平等の社会学 休講 ～ 隔年開講

社会心理学 春 大 庭 絵 里 ～

逸脱の社会学 秋 大 庭 絵 里 ～

政治社会学 秋 猿 谷 弘 江 ～
年度以前開講の「政治社会学Ⅰ」

と同一科目

社会運動論 春 猿 谷 弘 江 ～
年度以前開講の「政治社会学Ⅱ」

と同一科目 隔年開講

休講 ～ ○ 隔年開講

春 細木 一十稔 ラルフ ～ ○
年度以前開講の「グローバル化の

社会学」とは別科目

国際移動と人権 秋 細木 一十稔 ラルフ ～ ［ 名］社会学科優先

環境と民俗 春 植 田 今日子 ～

地域社会学 秋 植 田 今日子 ～

セクシュアリティの社会学 秋 石 井 由香理 ～ ［ 名］社会学科優先

都市の社会学 春 中 野 佑 一 ～ ［ 名］社会学科優先

社会学データ分析法 春 酒 井 計 史 ～ 社会学科生のみ

社会学計量分析法 秋 酒 井 計 史 ～ 社会学科生のみ

人口社会学 秋 岩 澤 美 帆 ～ 隔年開講

開発の社会学 春 佐 藤 裕 ～
隔年開講

［ 名］社会学科優先

ミクロ社会学 秋 浅 野 智 彦 ～

マクロ社会学 休講 ～ 隔年開講

災害の社会学 休講 ～ 隔年開講

社会学 春 中 野 佑 一 ～
［ 名］社会学科優先
教職課程指定科目

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

学
科
専
門
科
目
Ａ
群

政治学 春 滝 本 順 子 ～
［ 名］社会学科優先
教職課程指定科目

社会調査演習 春 猿 谷 弘 江 ・ 社会学科 ・ 年のみ

社会調査演習 秋 猿 谷 弘 江 ・ 社会学科 ・ 年のみ

研究演習 秋 植 田 今日子 クラス（ 年次生以降対象科目）

研究演習 秋 石 井 由香理 クラス（ 年次生以降対象科目）

研究演習 秋 酒 井 計 史 クラス（ 年次生以降対象科目）

研究演習 秋 玉 置 佑 介 クラス（ 年次生以降対象科目）

演習Ⅰ（ライフスタイルの社会学） 春 藤 村 正 之 ・ 年次生以前対象

演習Ⅱ（ライフスタイルの社会学） 秋 藤 村 正 之 ・ 年次生以前対象

演習Ⅰ（文化社会学） 春 芳 賀 学 ・ 年次生以前対象

演習Ⅱ（文化社会学） 秋 芳 賀 学 ・ 年次生以前対象

演習Ⅰ（雇用と労働の社会学） 春 今 井 順 ・ 年次生以前対象

演習Ⅱ（雇用と労働の社会学） 秋 今 井 順 ・ 年次生以前対象

演習Ⅰ（生活世界の社会学） 春 植 田 今日子 ・ 年次生以前対象

演習Ⅱ（生活世界の社会学） 秋 植 田 今日子 ・ 年次生以前対象

演習Ⅰ（エイジングと世代の社会学） 春 田 渕 六 郎 ・ 年次生以前対象

演習Ⅱ（エイジングと世代の社会学） 秋 田 渕 六 郎 ・ 年次生以前対象

演習Ⅰ（社会学史） 春 井 腰 圭 介 ・ 年次生以前対象

演習Ⅱ（社会学史） 秋 井 腰 圭 介 ・ 年次生以前対象

演習Ⅰ（政治社会学） 春 猿 谷 弘 江 ・ 年次生以前対象

演習Ⅱ（政治社会学） 秋 猿 谷 弘 江 ・ 年次生以前対象

演習Ⅰ（グローバル化と人権） 春 細木 一十稔 ラルフ ・ 年次生以前対象

演習Ⅱ（グローバル化と人権） 秋 細木 一十稔 ラルフ ・ 年次生以前対象

演習Ⅰ
春 ・ 〇 年次生以前対象

演習Ⅱ
秋 ・ 〇

年次生以前対象
「 」と
同一科目

演習Ⅰ（性と現代社会） 春 李 侖 姫 ・ 年次生以前対象

演習Ⅱ（性と現代社会） 秋 石 井 由香理 ・ 年次生以前対象

卒業論文 春 社会学科教員 月卒業者対象

卒業論文 秋 社会学科教員

秋 ～ 〇
コース科目

［ 名］ コースおよび社会学科優先
注

秋 今 井 順 ～ 〇 コース科目，注

休講 ～ ○
コース科目，注
年度開講予定

休講 ～ ○
コース科目
年度開講予定

休講 ～ ○
コース科目
年度開講予定

休講 ～ ○
コース科目，注
年度開講予定

休講 ～ ○
コース科目，注
年度開講予定

学
科
専
門
科
目
Ｂ
群

発達心理学 （他）心理学科

比較社会学 （他）総合グローバル学科

国際社会学 （他）総合グローバル学科

国際社会学 （他）総合グローバル学科

産業社会学Ⅰ （他）経営学科

産業社会学Ⅱ （他）経営学科

● コース科目履修条件等に関する注釈

注 ：履修にあたっては，国際教養学部開講科目を履修する際と同じ語学要件を満たしていることが必要である（語学要件について
は「履修要覧〔ガイド・資料編〕の ～ 参照」）。

で履修登録はできないので，語学要件を満たしていることを証明できるもの（ コース科目を初めて履修する場合の
み提出必要）を用意し，履修登録期間中に学事センター窓口で手続きを行うこと。

注 ：履修にあたっては， の レベル（ で 点以上， で 点以上に相当）に達していることを推奨。履
修登録は から履修登録期間に行う。
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全学年共通

学科科目（選択科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

語
学
科
目

学科科目としての語学科目 ～ ～
英語およびその他の言語を 単位まで学科選択科目に算入
できる。

困難を抱える子どもの

ケアに関する総合人間

科学

コーディネータ

酒 井 朗

久 田 満

草 柳 浩 子

新 藤 こずえ

～
輪講

［ 名］

困難を抱える子どもの

ケアに関する総合人間

科学

コーディネータ

酒 井 朗

久 田 満

草 柳 浩 子

新 藤 こずえ

～

輪講

［ 名］

目白聖母キャンパス開講科目

社会心理学Ⅰ （他）心理学科， 年次生以前対象

社会心理学Ⅱ
（社会・集団・家族心理学）

（他）心理学科

国際コミュニケーション論Ⅰ （他）新聞学科

国際コミュニケーション論Ⅱ （他）新聞学科

経営組織論Ⅰ （他）経営学科

経営組織論Ⅱ （他）経営学科

（他）言語教育研究センター

年次生以降対象。言語教育研究セン

ター開講科目（ ～）を参照

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

語
学
科
目

（他）言語教育研究センター

年次生以降対象。言語教育研究セン

ター開講科目（ ～）を参照

そ
の
他

他学部他学科科目（外国語
を除く）・課程科目（実習を
除く）・全学共通科目（必修・
ウエルネス＆スポーツ科目
の実技科目を除く）

各開講科目担当表を参照
全学共通科目は 単位まで選択科目
に算入可
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全学年共通

学科科目（選択科目）・・・ 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

語
学
科
目

学科科目としての語学科目 ～ ～
英語およびその他の言語を 単位まで学科選択科目に算入
できる。

困難を抱える子どもの

ケアに関する総合人間

科学

コーディネータ

酒 井 朗

久 田 満

草 柳 浩 子

新 藤 こずえ

～
輪講

［ 名］

困難を抱える子どもの

ケアに関する総合人間

科学

コーディネータ

酒 井 朗

久 田 満

草 柳 浩 子

新 藤 こずえ

～

輪講

［ 名］

目白聖母キャンパス開講科目

社会心理学Ⅰ （他）心理学科， 年次生以前対象

社会心理学Ⅱ
（社会・集団・家族心理学）

（他）心理学科

国際コミュニケーション論Ⅰ （他）新聞学科

国際コミュニケーション論Ⅱ （他）新聞学科

経営組織論Ⅰ （他）経営学科

経営組織論Ⅱ （他）経営学科

（他）言語教育研究センター

年次生以降対象。言語教育研究セン

ター開講科目（ ～）を参照

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

語
学
科
目

（他）言語教育研究センター

年次生以降対象。言語教育研究セン

ター開講科目（ ～）を参照

そ
の
他

他学部他学科科目（外国語
を除く）・課程科目（実習を
除く）・全学共通科目（必修・
ウエルネス＆スポーツ科目
の実技科目を除く）

各開講科目担当表を参照
全学共通科目は 単位まで選択科目
に算入可
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社会福祉学科 

〔教育研究上の目的〕

人間の尊厳が実現される社会を構築するための，新しい福祉社会を構想し，それを実現するための政策・運営管理を行

う能力を養うこと

〔人材養成の目的〕

新しい福祉のあり方を福祉の実践現場，地域社会，行政で実現するために，その指導的役割を担うことができる人材を

養成すること

〔ディプロマ・ポリシー〕

本学科では，福祉社会の実現に貢献できる人材の養成を目的として，学生が卒業時に身につけているべき能力や知識を

次のように定めています。卒業要件を満たせば，これらを身につけた者と認め，学位を授与します。

社会福祉学の基本的概念と価値観を学んで得た人間の尊厳を重視する精神・態度

幅広い視点をもち，他者や社会の理解を深め，社会福祉のさまざまな分野についての構想を持つ能力

社会福祉の政策・運営管理についての知識と技能を取得し，駆使する能力

社会福祉の臨床についての知識と技能を取得し，駆使する能力

高いレベルのコミュニケーション・スキルと，専門的知識および実践能力を身につけ，社会福祉の現場などで活用する

能力

〔カリキュラム・ポリシー〕

本学科では，ディプロマ・ポリシーに沿って，次の趣旨を盛り込んだ科目によってカリキュラムを編成しています。

必修科目群および基礎科目群により，社会福祉の基本的概念と価値観を修得させる。

社会福祉分野科目群により，幅広い視点から，他者や社会の理解を深める。

福祉政策運営管理科目群により，社会福祉の政策・運営管理について学び，関連した知識と技能を修得させる。

福祉臨床科目群により，社会福祉の臨床について学ばせ，関連した知識と技能を修得させる。

演習・実習科目群および社会福祉アドバンス科目群では，少人数のディスカッションやグループ学習により，コミュニ

ケーション・スキルや，専門的知識・実践能力を身につけさせる。

― ―

卒業に要する科目，単位数の最低基準

年次生以降

全学共通科目 単位 必 修 単位［体育 単位］

選択必修 単位［キリスト教人間学］

選 択 単位（高学年向け教養科目 単位含む）

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 学部共通科目 単位 必修 単位

選択必修 単位

学科専門科目 単位 必修 単位

選択必修 単位または 単位

選択 単位または 単位

合 計 単位

年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位［体育 単位］

選択必修 単位［キリスト教人間学］

選 択 単位（高学年向け教養科目 単位含む）

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 学部共通科目 単位 必修 単位

選択必修 単位

学科専門科目 単位 必修 単位

選択必修 単位または 単位

選択 単位または 単位

合 計 単位

・ 年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位［体育 単位］

選択必修 単位［キリスト教人間学］

選 択 単位（高学年向け教養科目 単位含む）

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 学部共通科目 単位 必修 単位

選択必修 単位

学科専門科目 単位 必修 単位

選択必修 単位または 単位

選択 単位または 単位

合 計 単位
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社会福祉学科 

〔教育研究上の目的〕

人間の尊厳が実現される社会を構築するための，新しい福祉社会を構想し，それを実現するための政策・運営管理を行

う能力を養うこと

〔人材養成の目的〕

新しい福祉のあり方を福祉の実践現場，地域社会，行政で実現するために，その指導的役割を担うことができる人材を

養成すること

〔ディプロマ・ポリシー〕

本学科では，福祉社会の実現に貢献できる人材の養成を目的として，学生が卒業時に身につけているべき能力や知識を

次のように定めています。卒業要件を満たせば，これらを身につけた者と認め，学位を授与します。

社会福祉学の基本的概念と価値観を学んで得た人間の尊厳を重視する精神・態度

幅広い視点をもち，他者や社会の理解を深め，社会福祉のさまざまな分野についての構想を持つ能力

社会福祉の政策・運営管理についての知識と技能を取得し，駆使する能力

社会福祉の臨床についての知識と技能を取得し，駆使する能力

高いレベルのコミュニケーション・スキルと，専門的知識および実践能力を身につけ，社会福祉の現場などで活用する

能力

〔カリキュラム・ポリシー〕

本学科では，ディプロマ・ポリシーに沿って，次の趣旨を盛り込んだ科目によってカリキュラムを編成しています。

必修科目群および基礎科目群により，社会福祉の基本的概念と価値観を修得させる。

社会福祉分野科目群により，幅広い視点から，他者や社会の理解を深める。

福祉政策運営管理科目群により，社会福祉の政策・運営管理について学び，関連した知識と技能を修得させる。

福祉臨床科目群により，社会福祉の臨床について学ばせ，関連した知識と技能を修得させる。

演習・実習科目群および社会福祉アドバンス科目群では，少人数のディスカッションやグループ学習により，コミュニ

ケーション・スキルや，専門的知識・実践能力を身につけさせる。

― ―

卒業に要する科目，単位数の最低基準

年次生以降

全学共通科目 単位 必 修 単位［体育 単位］

選択必修 単位［キリスト教人間学］

選 択 単位（高学年向け教養科目 単位含む）

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 学部共通科目 単位 必修 単位

選択必修 単位

学科専門科目 単位 必修 単位

選択必修 単位または 単位

選択 単位または 単位

合 計 単位

年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位［体育 単位］

選択必修 単位［キリスト教人間学］

選 択 単位（高学年向け教養科目 単位含む）

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 学部共通科目 単位 必修 単位

選択必修 単位

学科専門科目 単位 必修 単位

選択必修 単位または 単位

選択 単位または 単位

合 計 単位

・ 年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位［体育 単位］

選択必修 単位［キリスト教人間学］

選 択 単位（高学年向け教養科目 単位含む）

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 学部共通科目 単位 必修 単位

選択必修 単位

学科専門科目 単位 必修 単位

選択必修 単位または 単位

選択 単位または 単位

合 計 単位
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― ―

～ 年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位 体 育 単位

外国語科目 単位

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位

学 科 科 目 単位 学部共通科目 単位 必修 単位

選択必修 単位

学科専門科目 単位 必修 単位

選択必修 単位または 単位

選択 単位または 単位

合 計 単位

― ―

標準配当表

年次生以降

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

（

単
位
）

全
学
共
通
科
目

単
位

必
修 ウエルネスと身体

単
位

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

○ 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

単
位

語
学
科
目

単
位

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目

単
位

学
部
共
通
科
目
（

単
位

単
位

必
修

総合人間科学入門

単
位

選
択
必
修

自学科以外の科目より選択すること

学
科
専
門
科
目

単
位

（

単
位
）

必
修

基礎演習
社会保障論Ⅰ

相談援助の基盤と専門職
ソーシャルワーク論
ソーシャルワーク論
福祉経営論Ⅰ

福祉経営論Ⅱ
地域福祉論

演習（注 ）

（

ま
た
は

単
位
）

選
択
必
修
（
注

）

群または 群
群（注 ）
群（注 ）

社会福祉実践・理論総合演習
（注 ）

レポート演習
または
論文演習と論文指導
（注 ）

ま
た
は

（

ま
た
は

単
位
）

選
択
（
注

）

①本学科開講科目 ②語学科目（ 単位）（注 ）
③課程科目（実習を除く）④他学部他学科の学科科目（語学科目， 群の科目を除く）（ただし③と④は 単位まで）
⑤全学共通科目（必修を除く 単位まで）で充当することができる。

ま
た
は

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については， ～を参照。

（注 ）必修の「演習」については， 年次秋学期以降履修し，卒業までに 単位を履修すること。
（注 ）選択科目の 群・ 群は含まれない（ の科目から履修すること）。
（注 ）「社会福祉実践・理論総合演習」（ 単位）と「レポート演習」（ 単位）の計 単位，または「社会福祉実践・理論総合演習」

（ 単位）と「論文演習」（ 単位），「論文指導」（ 単位）の計 単位のいずれかを履修すること。
（注 ）「レポート演習」を履修した者は選択必修 単位，選択 単位，「論文演習」および「論文指導」を履修した者は選択必修

単位，選択 単位となる。
（注 ）同一言語を 単位以上履修した場合， 単位まで学科選択科目として充当することができる。
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～ 年次生

全学共通科目 単位 必 修 単位 体 育 単位

外国語科目 単位

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位

学 科 科 目 単位 学部共通科目 単位 必修 単位

選択必修 単位

学科専門科目 単位 必修 単位

選択必修 単位または 単位

選択 単位または 単位

合 計 単位

― ―

標準配当表

年次生以降

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

（

単
位
）

全
学
共
通
科
目

単
位

必
修 ウエルネスと身体

単
位

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

○ 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

単
位

語
学
科
目

単
位

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目

単
位

学
部
共
通
科
目
（

単
位

単
位

必
修

総合人間科学入門

単
位

選
択
必
修

自学科以外の科目より選択すること

学
科
専
門
科
目

単
位

（

単
位
）

必
修

基礎演習
社会保障論Ⅰ

相談援助の基盤と専門職
ソーシャルワーク論
ソーシャルワーク論
福祉経営論Ⅰ

福祉経営論Ⅱ
地域福祉論

演習（注 ）

（

ま
た
は

単
位
）

選
択
必
修
（
注

）

群または 群
群（注 ）
群（注 ）

社会福祉実践・理論総合演習
（注 ）

レポート演習
または
論文演習と論文指導
（注 ）

ま
た
は

（

ま
た
は

単
位
）

選
択
（
注

）

①本学科開講科目 ②語学科目（ 単位）（注 ）
③課程科目（実習を除く）④他学部他学科の学科科目（語学科目， 群の科目を除く）（ただし③と④は 単位まで）
⑤全学共通科目（必修を除く 単位まで）で充当することができる。

ま
た
は

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については， ～を参照。

（注 ）必修の「演習」については， 年次秋学期以降履修し，卒業までに 単位を履修すること。
（注 ）選択科目の 群・ 群は含まれない（ の科目から履修すること）。
（注 ）「社会福祉実践・理論総合演習」（ 単位）と「レポート演習」（ 単位）の計 単位，または「社会福祉実践・理論総合演習」

（ 単位）と「論文演習」（ 単位），「論文指導」（ 単位）の計 単位のいずれかを履修すること。
（注 ）「レポート演習」を履修した者は選択必修 単位，選択 単位，「論文演習」および「論文指導」を履修した者は選択必修

単位，選択 単位となる。
（注 ）同一言語を 単位以上履修した場合， 単位まで学科選択科目として充当することができる。
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― ―

・ 年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

（

単
位
）

全
学
共
通
科
目

単
位

必
修 ウエルネスと身体

単
位

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※（ 年次生のみ）学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる

※語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

○ 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

単
位

語
学
科
目

単
位

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目

単
位

学
部
共
通
科
目
（

単
位

単
位

必
修

総合人間科学入門

単
位

選
択
必
修

自学科以外の科目より選択すること

学
科
専
門
科
目

単
位

（

単
位
）

必
修

基礎演習
社会保障論Ⅰ

相談援助の基盤と専門職
ソーシャルワーク論Ⅰ
ソーシャルワーク論Ⅱ
福祉経営論Ⅰ

福祉経営論Ⅱ
地域福祉論

演習（注 ）

（

ま
た
は

単
位
）

選
択
必
修
（
注

）

群または 群
群（注 ）

群（注 ）

社会福祉実践・理論総合演習
（注 ）

レポート演習
または
論文演習と論文指導
（注 ）

ま
た
は

（

ま
た
は

単
位
）

選
択
（
注

）

①本学科開講科目 ②語学科目（ 単位）（注 ）
③課程科目（実習を除く）④他学部他学科の学科科目（語学科目， 群の科目を除く）（ただし③と④は 単位まで）
⑤全学共通科目（必修を除く 単位まで）で充当することができる。

ま
た
は

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については， ～を参照。

（注 ）必修の「演習」については， 年次秋学期以降履修し，卒業までに 単位を履修すること。
（注 ）選択科目の 群・ 群は含まれない（ の科目から履修すること）。
（注 ）「社会福祉実践・理論総合演習」（ 単位）と「レポート演習」（ 単位）の計 単位，または「社会福祉実践・理論総合演習」

（ 単位）と「論文演習」（ 単位），「論文指導」（ 単位）の計 単位のいずれかを履修すること。
（注 ）「レポート演習」を履修した者は選択必修 単位，選択 単位，「論文演習」および「論文指導」を履修した者は選択必修

単位，選択 単位となる。
（注 ）同一言語を 単位以上履修した場合， 単位まで学科選択科目として充当することができる。

― ―

年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

（

単
位
）

全
学
共
通
科
目

単
位

必
修 ウエルネスと身体

単
位

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる

※語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

○ 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

単
位

語
学
科
目

単
位

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目

単
位

学
部
共
通
科
目
（

単
位

単
位

必
修

総合人間科学入門

単
位

選
択
必
修

自学科以外の科目より選択すること

学
科
専
門
科
目

単
位

（

単
位
）

必
修

基礎演習
社会保障論Ⅰ

相談援助の基盤と専門職
ソーシャルワーク論Ⅰ
ソーシャルワーク論Ⅱ
福祉経営論Ⅰ

福祉経営論Ⅱ
地域福祉論

演習（注 ）

（

ま
た
は

単
位
）

選
択
必
修
（
注

）

群または 群
群（注 ）

群（注 ）

社会福祉実践・理論総合演習
（注 ）

レポート演習
または
論文演習と論文指導
（注 ）

ま
た
は

（

ま
た
は

単
位
）

選
択
（
注

）

①本学科開講科目 ②語学科目（ 単位）（注 ）
③課程科目（実習を除く）④他学部他学科の学科科目（語学科目， 群の科目を除く）（ただし③と④は 単位まで）
⑤全学共通科目（必修を除く 単位まで）で充当することができる。

ま
た
は

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については， ～を参照。

（注 ）必修の「演習」については， 年次秋学期以降履修し，卒業までに 単位を履修すること。
（注 ）選択科目の 群・ 群は含まれない（ の科目から履修すること）。
（注 ）「社会福祉実践・理論総合演習」（ 単位）と「レポート演習」（ 単位）の計 単位，または「社会福祉実践・理論総合演習」

（ 単位）と「論文演習」（ 単位），「論文指導」（ 単位）の計 単位のいずれかを履修すること。
（注 ）「レポート演習」を履修した者は選択必修 単位，選択 単位，「論文演習」および「論文指導」を履修した者は選択必修

単位，選択 単位となる。

（注 ）同一言語を 単位以上履修した場合， 単位まで学科選択科目として充当することができる。
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・ 年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

（

単
位
）

全
学
共
通
科
目

単
位

必
修 ウエルネスと身体

単
位

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※（ 年次生のみ）学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる

※語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

○ 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

単
位

語
学
科
目

単
位

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目

単
位

学
部
共
通
科
目
（

単
位

単
位

必
修

総合人間科学入門

単
位

選
択
必
修

自学科以外の科目より選択すること

学
科
専
門
科
目

単
位

（

単
位
）

必
修

基礎演習
社会保障論Ⅰ

相談援助の基盤と専門職
ソーシャルワーク論Ⅰ
ソーシャルワーク論Ⅱ
福祉経営論Ⅰ

福祉経営論Ⅱ
地域福祉論

演習（注 ）

（

ま
た
は

単
位
）

選
択
必
修
（
注

）

群または 群
群（注 ）

群（注 ）

社会福祉実践・理論総合演習
（注 ）

レポート演習
または
論文演習と論文指導
（注 ）

ま
た
は

（

ま
た
は

単
位
）

選
択
（
注

）

①本学科開講科目 ②語学科目（ 単位）（注 ）
③課程科目（実習を除く）④他学部他学科の学科科目（語学科目， 群の科目を除く）（ただし③と④は 単位まで）
⑤全学共通科目（必修を除く 単位まで）で充当することができる。

ま
た
は

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については， ～を参照。

（注 ）必修の「演習」については， 年次秋学期以降履修し，卒業までに 単位を履修すること。
（注 ）選択科目の 群・ 群は含まれない（ の科目から履修すること）。
（注 ）「社会福祉実践・理論総合演習」（ 単位）と「レポート演習」（ 単位）の計 単位，または「社会福祉実践・理論総合演習」

（ 単位）と「論文演習」（ 単位），「論文指導」（ 単位）の計 単位のいずれかを履修すること。
（注 ）「レポート演習」を履修した者は選択必修 単位，選択 単位，「論文演習」および「論文指導」を履修した者は選択必修

単位，選択 単位となる。
（注 ）同一言語を 単位以上履修した場合， 単位まで学科選択科目として充当することができる。

― ―

年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

（

単
位
）

全
学
共
通
科
目

単
位

必
修 ウエルネスと身体

単
位

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる

※語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

○ 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

単
位

語
学
科
目

単
位

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目

単
位

学
部
共
通
科
目
（

単
位

単
位

必
修

総合人間科学入門

単
位

選
択
必
修

自学科以外の科目より選択すること

学
科
専
門
科
目

単
位

（

単
位
）

必
修

基礎演習
社会保障論Ⅰ

相談援助の基盤と専門職
ソーシャルワーク論Ⅰ
ソーシャルワーク論Ⅱ
福祉経営論Ⅰ

福祉経営論Ⅱ
地域福祉論

演習（注 ）

（

ま
た
は

単
位
）

選
択
必
修
（
注

）

群または 群
群（注 ）

群（注 ）

社会福祉実践・理論総合演習
（注 ）

レポート演習
または
論文演習と論文指導
（注 ）

ま
た
は

（

ま
た
は

単
位
）

選
択
（
注

）

①本学科開講科目 ②語学科目（ 単位）（注 ）
③課程科目（実習を除く）④他学部他学科の学科科目（語学科目， 群の科目を除く）（ただし③と④は 単位まで）
⑤全学共通科目（必修を除く 単位まで）で充当することができる。

ま
た
は

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については， ～を参照。

（注 ）必修の「演習」については， 年次秋学期以降履修し，卒業までに 単位を履修すること。
（注 ）選択科目の 群・ 群は含まれない（ の科目から履修すること）。
（注 ）「社会福祉実践・理論総合演習」（ 単位）と「レポート演習」（ 単位）の計 単位，または「社会福祉実践・理論総合演習」

（ 単位）と「論文演習」（ 単位），「論文指導」（ 単位）の計 単位のいずれかを履修すること。
（注 ）「レポート演習」を履修した者は選択必修 単位，選択 単位，「論文演習」および「論文指導」を履修した者は選択必修

単位，選択 単位となる。

（注 ）同一言語を 単位以上履修した場合， 単位まで学科選択科目として充当することができる。
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― ―

・ 年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

（

単
位
）

全
学
共
通
科
目

単
位

必
修

ウエルネスと身体

単
位

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる
※語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

○ 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

単
位

語
学
科
目

単
位

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

学
部
共
通
科
目
（

単
位

単
位

必
修

総合人間科学入門

単
位

選
択
必
修

自学科以外の科目より選択すること

学
科
専
門
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

基礎演習
社会保障論Ⅰ

相談援助の基盤と専門職
ソーシャルワーク論Ⅰ
ソーシャルワーク論Ⅱ
福祉経営論Ⅰ

福祉経営論Ⅱ
地域福祉論

演習（注 ）

（

ま
た
は

単
位
）

選
択
必
修

群または 群
群（注 ）
群（注 ）

社会福祉実践・理論総合演習
ま
た
は

レポート指導
または
論文指導

ま
た
は

単
位

選
択

①本学科開講科目 ②語学科目（ 単位）（注 ）
③課程科目（実習を除く）④他学部他学科の学科科目（語学科目， 群の科目を除く）（ただし③と④は 単位まで）
⑤全学共通科目（必修を除く 単位まで）で充当することができる。

ま
た
は

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については， ～を参照。

（注 ）必修の「演習」については， 年次秋学期以降履修し，卒業までに 単位を履修すること。
（注 ）選択科目の 群・ 群は含まれない（ の科目から履修すること）。

（注 ）同一言語を 単位以上履修した場合， 単位まで学科選択科目として充当することができる。

― ―

～ 年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

単
位

選
択

（

単
位
）

外
国
語
科
目
必
修

英語 英語

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

学
部
共
通
科
目
（

単
位

単
位

必
修 総合人間科学入門

単
位

選
択
必
修

自学科以外の科目より選択すること

学
科
専
門
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

基礎演習

社会保障論Ⅰ

相談援助の基盤と専門職

ソーシャルワーク論Ⅰ

ソーシャルワーク論Ⅱ

福祉経営論Ⅰ

福祉経営論Ⅱ

地域福祉論

演習（注 ）

（

ま
た
は

単
位
）

選
択
必
修

群または 群
群（注 ）

群（注 ）

社会福祉実践・理論総合演習
（注 ）

ま
た
は

レポート指導
または
論文指導（注 ）

（

ま
た
は

単
位
）

選
択

①本学科開講科目 ②語学科目（ 単位）（注 ）

③課程科目（実習を除く）④他学部他学科の学科科目（外国語科目， 群の科目を除く）（ただし③と④は 単位まで）

⑤全学共通科目（必修を除く 単位まで）で充当することができる。

ま
た
は

（注 ）必修の「演習」については， 年次秋学期以降履修し，卒業までに 単位を履修すること。
（注 ）選択科目の 群・ 群は含まれない（ の科目から履修すること）。
（注 ） 年度より，「社会福祉実践・理論総合演習 」および「社会福祉実践・理論総合演習 」は，「社会福祉実践・理論総合演

習」に変更となった。（詳細は，履修上の注意 を参照すること。）

（注 ）同一言語を 単位以上履修した場合， 単位まで学科選択科目として充当することができる。
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・ 年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

（

単
位
）

全
学
共
通
科
目

単
位

必
修

ウエルネスと身体

単
位

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる
※語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

○ 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

単
位

語
学
科
目

単
位

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

学
部
共
通
科
目
（

単
位

単
位

必
修

総合人間科学入門

単
位

選
択
必
修

自学科以外の科目より選択すること

学
科
専
門
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

基礎演習
社会保障論Ⅰ

相談援助の基盤と専門職
ソーシャルワーク論Ⅰ
ソーシャルワーク論Ⅱ
福祉経営論Ⅰ

福祉経営論Ⅱ
地域福祉論

演習（注 ）

（

ま
た
は

単
位
）

選
択
必
修

群または 群
群（注 ）
群（注 ）

社会福祉実践・理論総合演習
ま
た
は

レポート指導
または
論文指導

ま
た
は

単
位

選
択

①本学科開講科目 ②語学科目（ 単位）（注 ）
③課程科目（実習を除く）④他学部他学科の学科科目（語学科目， 群の科目を除く）（ただし③と④は 単位まで）
⑤全学共通科目（必修を除く 単位まで）で充当することができる。

ま
た
は

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については， ～を参照。

（注 ）必修の「演習」については， 年次秋学期以降履修し，卒業までに 単位を履修すること。
（注 ）選択科目の 群・ 群は含まれない（ の科目から履修すること）。

（注 ）同一言語を 単位以上履修した場合， 単位まで学科選択科目として充当することができる。

― ―

～ 年次生

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

単
位

選
択

（

単
位
）

外
国
語
科
目
必
修

英語 英語

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

学
部
共
通
科
目
（

単
位

単
位

必
修 総合人間科学入門

単
位

選
択
必
修

自学科以外の科目より選択すること

学
科
専
門
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

基礎演習

社会保障論Ⅰ

相談援助の基盤と専門職

ソーシャルワーク論Ⅰ

ソーシャルワーク論Ⅱ

福祉経営論Ⅰ

福祉経営論Ⅱ

地域福祉論

演習（注 ）

（

ま
た
は

単
位
）

選
択
必
修

群または 群
群（注 ）

群（注 ）

社会福祉実践・理論総合演習
（注 ）

ま
た
は

レポート指導
または
論文指導（注 ）

（

ま
た
は

単
位
）

選
択

①本学科開講科目 ②語学科目（ 単位）（注 ）

③課程科目（実習を除く）④他学部他学科の学科科目（外国語科目， 群の科目を除く）（ただし③と④は 単位まで）

⑤全学共通科目（必修を除く 単位まで）で充当することができる。

ま
た
は

（注 ）必修の「演習」については， 年次秋学期以降履修し，卒業までに 単位を履修すること。
（注 ）選択科目の 群・ 群は含まれない（ の科目から履修すること）。
（注 ） 年度より，「社会福祉実践・理論総合演習 」および「社会福祉実践・理論総合演習 」は，「社会福祉実践・理論総合演

習」に変更となった。（詳細は，履修上の注意 を参照すること。）

（注 ）同一言語を 単位以上履修した場合， 単位まで学科選択科目として充当することができる。
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― ―

履修上の注意

全学年共通

① 総合人間科学部共通科目について

総合人間科学部共通科目は，必修の「総合人間科学入門」 単位（ 年次に履修）と，選択必修科目計 単位（ 年

次～ 年次に履修）からなり，選択必修科目については，自学科以外の開講科目から 科目 単位を選択し履修する。

開講科目については，総合人間科学部のページ（ ～）を参照のこと。

なお，学部共通科目の選択必修科目について，必要単位数（ 単位）を超えて修得した場合は，自学科選択科目と

して認め卒業単位に算入する。

② 学科科目について

以下の科目は同一科目とみなし，原則として重複して履修することはできない。

変更前 変更後

科目

コード
科目名

開講

年度

科目

コード
科目名

開講

年度

ソーシャルワーク論Ⅰ ～ ソーシャルワーク論 ～

ソーシャルワーク論Ⅱ ～ ソーシャルワーク論 ～

同一科目を 度履修しても，卒業に必要な単位に算入されない。ただし，以下の科目は例外とする。

・「演習」：同一科目（同一教員も可）を必要単位数以上履修した場合もすべて卒業に必要な単位（学科選択科目）

に算入される。

・「ソーシャルワーク論Ⅰ」「ソーシャルワーク論 」，「ソーシャルワーク論Ⅱ」「ソーシャルワーク論 」：

同一科目を必要単位数以上履修した場合もすべて卒業に必要な単位（学科選択科目）に算入される。

ただし， 年次生以前が，社会福祉士の受験に必要な科目として履修した場合に限る。

選択必修科目の福祉政策運営管理系科目群（ 群），福祉臨床系科目群（ 群）のいずれかより， 単位（ 年次生

以前は 単位）履修しなければならない。ただし，いずれの群を履修する場合も，もう一方の群の科目を履修す

ることが出来る。なお，必要単位数を超えて修得した場合，その超過分は学科選択科目として卒業単位に充当す

ることができる。

・ 群の必要単位数を超えて修得した場合は，学科選択科目として認め卒業単位に算入する。

選択科目は本学科開講科目の他，①語学科目 外国語科目（ 単位まで）（各年次の履修上の注意を確認すること）

②課程科目（実習を除く）③他学部他学科（語学科目 外国語科目，社会福祉学科「開講科目担当表」所載のもの

を除く）の学科科目で充当することができる。ただし②と③で充当できるのは， 年次生以降は 単位， 年次生

以前は 単位までである。

全学共通科目（必修は除く）は， 年次生以降は 単位， 年次生以前は 単位まで学科選択科目として卒業単

位に充当することができる。

「福祉科教育法Ⅱ」は，「福祉科教育法Ⅰ」を既に履修した者が受講することが望ましい。

③ アドバンス科目群（ 群），社会福祉実践・理論総合演習，論文，レポートについて

理論と実践の統合による高度な福祉教育として， ， 年次にアドバンス科目群（ 群）を履修すること。

年次において，レポート執筆をする学生は，「社会福祉実践・理論総合演習」および「レポート演習」を，論文

執筆をする学生は，「社会福祉実践・理論総合演習」，「論文演習」，および「論文指導」を履修すること。

ひとつの学期に「社会福祉実践・理論総合演習」と「レポート演習」，または，「論文演習」および「論文指導」

を履修することはできない。

卒業後直ちに本学の大学院総合人間科学研究科社会福祉学専攻に進学するためには， 年次に論文を提出し，「論

文指導」の単位を取得しておかなければならない。

提出後は，学科で行う報告会でレポートおよび論文の要旨を報告しなければならない。

論文・レポートの装丁は以下のとおりである。

ⅰ）規格：横書き。両面印刷も可

― ―

ⅱ）綴じ方： 版 式パンチレスファイルを使用

ⅲ）提出時に製本代を学科事務室に支払うこと

提出要領は以下のとおりである。

ⅰ）期間／時間 学科掲示板の掲示を確認すること。

ⅱ）場所 学科掲示板の掲示を確認すること。

大学院進学を志望する 年次生で「論文指導」を履修する学生は，「論文指導」の指導教員の承認等により，総合

人間科学研究科社会福祉学専攻博士前期課程の授業科目を履修することができる。履修した授業科目は，大学院

進学後，定められた単位数の範囲内で，入学前既修得単位として認定される。ただし，学部卒業に必要な単位と

しては認められないので，指導教員とよく相談して履修手続きをすること。

④ 教職課程「福祉科」の履修方法については，「履修要覧〔課程編〕」を参照すること。

⑤ 年間最高履修限度

履修登録単位数は，各年次・学期において次のとおり制限されているので，これを超えて履修することはできない。

（注） 年次生以上の課程科目履修者については，学科長の許可により学事センターに申し出ることによって，最高

履修限度を超えての履修登録が認められる場合がある。希望者は履修登録期間前に学科長に相談すること。

（単位）

年次 年次 年次 年次
合計

春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間

※春：春学期・ ・ 科目，秋：秋学期・ ・ 科目

⑥ 科目のナンバリングについて

開講科目担当表に記載されたナンバリングは下記の分野等を示すものである。ナンバリングについては，履修要

覧〔ガイド・資料編〕 を参照すること。

分野名（アルファベット） 分野名（英語） 分野名（日本語）

社会福祉学

卒業論文
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履修上の注意

全学年共通

① 総合人間科学部共通科目について

総合人間科学部共通科目は，必修の「総合人間科学入門」 単位（ 年次に履修）と，選択必修科目計 単位（ 年

次～ 年次に履修）からなり，選択必修科目については，自学科以外の開講科目から 科目 単位を選択し履修する。

開講科目については，総合人間科学部のページ（ ～）を参照のこと。

なお，学部共通科目の選択必修科目について，必要単位数（ 単位）を超えて修得した場合は，自学科選択科目と

して認め卒業単位に算入する。

② 学科科目について

以下の科目は同一科目とみなし，原則として重複して履修することはできない。

変更前 変更後

科目

コード
科目名

開講

年度

科目

コード
科目名

開講

年度

ソーシャルワーク論Ⅰ ～ ソーシャルワーク論 ～

ソーシャルワーク論Ⅱ ～ ソーシャルワーク論 ～

同一科目を 度履修しても，卒業に必要な単位に算入されない。ただし，以下の科目は例外とする。

・「演習」：同一科目（同一教員も可）を必要単位数以上履修した場合もすべて卒業に必要な単位（学科選択科目）

に算入される。

・「ソーシャルワーク論Ⅰ」「ソーシャルワーク論 」，「ソーシャルワーク論Ⅱ」「ソーシャルワーク論 」：

同一科目を必要単位数以上履修した場合もすべて卒業に必要な単位（学科選択科目）に算入される。

ただし， 年次生以前が，社会福祉士の受験に必要な科目として履修した場合に限る。

選択必修科目の福祉政策運営管理系科目群（ 群），福祉臨床系科目群（ 群）のいずれかより， 単位（ 年次生

以前は 単位）履修しなければならない。ただし，いずれの群を履修する場合も，もう一方の群の科目を履修す

ることが出来る。なお，必要単位数を超えて修得した場合，その超過分は学科選択科目として卒業単位に充当す

ることができる。

・ 群の必要単位数を超えて修得した場合は，学科選択科目として認め卒業単位に算入する。

選択科目は本学科開講科目の他，①語学科目 外国語科目（ 単位まで）（各年次の履修上の注意を確認すること）

②課程科目（実習を除く）③他学部他学科（語学科目 外国語科目，社会福祉学科「開講科目担当表」所載のもの

を除く）の学科科目で充当することができる。ただし②と③で充当できるのは， 年次生以降は 単位， 年次生

以前は 単位までである。

全学共通科目（必修は除く）は， 年次生以降は 単位， 年次生以前は 単位まで学科選択科目として卒業単

位に充当することができる。

「福祉科教育法Ⅱ」は，「福祉科教育法Ⅰ」を既に履修した者が受講することが望ましい。

③ アドバンス科目群（ 群），社会福祉実践・理論総合演習，論文，レポートについて

理論と実践の統合による高度な福祉教育として， ， 年次にアドバンス科目群（ 群）を履修すること。

年次において，レポート執筆をする学生は，「社会福祉実践・理論総合演習」および「レポート演習」を，論文

執筆をする学生は，「社会福祉実践・理論総合演習」，「論文演習」，および「論文指導」を履修すること。

ひとつの学期に「社会福祉実践・理論総合演習」と「レポート演習」，または，「論文演習」および「論文指導」

を履修することはできない。

卒業後直ちに本学の大学院総合人間科学研究科社会福祉学専攻に進学するためには， 年次に論文を提出し，「論

文指導」の単位を取得しておかなければならない。

提出後は，学科で行う報告会でレポートおよび論文の要旨を報告しなければならない。

論文・レポートの装丁は以下のとおりである。

ⅰ）規格：横書き。両面印刷も可

― ―

ⅱ）綴じ方： 版 式パンチレスファイルを使用

ⅲ）提出時に製本代を学科事務室に支払うこと

提出要領は以下のとおりである。

ⅰ）期間／時間 学科掲示板の掲示を確認すること。

ⅱ）場所 学科掲示板の掲示を確認すること。

大学院進学を志望する 年次生で「論文指導」を履修する学生は，「論文指導」の指導教員の承認等により，総合

人間科学研究科社会福祉学専攻博士前期課程の授業科目を履修することができる。履修した授業科目は，大学院

進学後，定められた単位数の範囲内で，入学前既修得単位として認定される。ただし，学部卒業に必要な単位と

しては認められないので，指導教員とよく相談して履修手続きをすること。

④ 教職課程「福祉科」の履修方法については，「履修要覧〔課程編〕」を参照すること。

⑤ 年間最高履修限度

履修登録単位数は，各年次・学期において次のとおり制限されているので，これを超えて履修することはできない。

（注） 年次生以上の課程科目履修者については，学科長の許可により学事センターに申し出ることによって，最高

履修限度を超えての履修登録が認められる場合がある。希望者は履修登録期間前に学科長に相談すること。

（単位）

年次 年次 年次 年次
合計

春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間

※春：春学期・ ・ 科目，秋：秋学期・ ・ 科目

⑥ 科目のナンバリングについて

開講科目担当表に記載されたナンバリングは下記の分野等を示すものである。ナンバリングについては，履修要

覧〔ガイド・資料編〕 を参照すること。

分野名（アルファベット） 分野名（英語） 分野名（日本語）

社会福祉学

卒業論文
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年次生以降

① 語学科目について

英語を含め同一言語を 単位以上履修した場合， 単位まで，学科選択科目として充当することができる。

② 「社会福祉実習」について

＜社会福祉士の資格取得を目指す学生＞

「社会福祉実習Ⅰ ・Ⅰ 及びⅡ ・Ⅱ 」は原則として春・秋学期を通して履修すること。ただし，留学等特別な

事情がある場合は，学科長に相談すること。

「社会福祉実習Ⅰ ・Ⅰ 」を履修するためには，予め「社会福祉演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」，「社会福祉実習指導Ⅰ」を履

修していなければならない。

「社会福祉実習Ⅰ ・Ⅰ 」を履修する学生は，同時に「社会福祉実習指導Ⅱ・Ⅲ」を履修しなくてはならない。

「社会福祉実習Ⅱ ・Ⅱ 」は原則として「社会福祉実習Ⅰ ・Ⅰ 」を履修後，または同時期に履修すること。

「社会福祉実習Ⅰ ・Ⅰ 及びⅡ ・Ⅱ 」を履修する学生は，実習担当教員とよく相談のうえ，その履修方法を決

めること。いずれの実習も 年次ないし 年次に履修すること。

「社会福祉実習Ⅰ ，Ⅱ 」の評価には， （合格）， （不合格）を使用する。

「社会福祉実習Ⅰ ・Ⅰ ，Ⅱ ・Ⅱ 」を履修するためには，学生は実習に要する費用を，履修を始める年次に，

所定の振込用紙で納入しなければならない。

資格取得に必要な科目については，［受験に必要な科目について］（ ～ ）を参考にして履修すること。

年次生

① 語学科目について

英語を含め同一言語を 単位以上履修した場合， 単位まで，学科選択科目として充当することができる。

② 「社会福祉実習」および「精神保健福祉援助実習」について

＜社会福祉士の資格取得を目指す学生＞

「社会福祉実習Ⅰ ・Ⅰ 及びⅡ ・Ⅱ 」は原則として春・秋学期を通して履修すること。ただし，留学等特別な

事情がある場合は，学科長に相談すること。

「社会福祉実習Ⅰ ・Ⅰ 」を履修するためには，予め「社会福祉演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」，「社会福祉実習指導Ⅰ」を履

修していなければならない。

「社会福祉実習Ⅰ ・Ⅰ 」を履修する学生は，同時に「社会福祉実習指導Ⅱ・Ⅲ」を履修しなくてはならない。

「社会福祉実習Ⅱ ・Ⅱ 」は原則として「社会福祉実習Ⅰ ・Ⅰ 」を履修後，または同時期に履修すること。

「社会福祉実習Ⅰ ・Ⅰ 及びⅡ ・Ⅱ 」を履修する学生は，実習担当教員とよく相談のうえ，その履修方法を決

めること。いずれの実習も 年次ないし 年次に履修すること。

「社会福祉実習Ⅰ ，Ⅱ 」，および「精神保健福祉援助実習 」の評価には， （合格）， （不合格）を使用する。

「社会福祉実習Ⅰ ・Ⅰ ，Ⅱ ・Ⅱ 」を履修するためには，学生は実習に要する費用を，履修を始める年次に，

所定の振込用紙で納入しなければならない。

資格取得に必要な科目については，［受験に必要な科目について］（ ）を参考にして履修すること。

＜精神保健福祉士の資格取得を目指す学生＞

精神保健福祉士国家試験受験資格を希望する学生，または精神保健福祉を専門に学びたい学生のために，精神保

健福祉コースがある。

資格取得に必要な科目については，［受験に必要な科目について］（ ）を参考にして履修すること。

― ―

③ 社会福祉士および精神保健福祉士の資格制度に対応した履修方法について

社会福祉士と精神保健福祉士の受験資格の取得は，いずれかの選択制とする。

「社会福祉実習Ⅰ ・Ⅰ 」と「精神保健福祉援助実習 ・ 」は，いずれかの科目の選択である。また，この両科

目を同学年で履修することはできない。

「社会福祉演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」と「精神保健福祉援助演習（基礎）・（専門Ⅰ）・（専門Ⅱ）」の両科目を同学年で履修

することはできない。

・ 年次生

① 語学科目について

英語を含め同一言語を 単位以上履修した場合， 単位まで，学科選択科目として充当することができる。

② 学科科目について

年次生以前のレポート執筆をする学生で，「レポート指導」の未修得者は，「レポート演習」の単位取得によっ

てこれに充てる。また，論文執筆をする学生で，「社会福祉実践・理論総合演習」（秋学期 単位）の未修得者は，

「論文演習」の単位取得によってこれに充てる。

③ 「社会福祉実習」について

＜社会福祉士の資格取得を目指す学生＞

「社会福祉実習ⅠＡ・ⅠＢ及びⅡＡ・ⅡＢ」は，原則として春・秋学期を通して履修すること。ただし，留学等

特別な事情がある場合は，学科長に相談すること。

「社会福祉実習ⅠＡ・ⅠＢ」を履修するためには，予め「社会福祉演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」，「社会福祉実習指導Ⅰ」を

履修していなければならない。

「社会福祉実習ⅠＡ・ⅠＢ」を履修する学生は，同時に「社会福祉実習指導Ⅱ・Ⅲ」を履修しなくてはならない。

「社会福祉実習ⅡＡ・ⅡＢ」は，原則として「社会福祉実習ⅠＡ・ⅠＢ」を履修後，または同時期に履修するこ

と。

「社会福祉実習ⅠＡ・ⅠＢ及びⅡＡ・ⅡＢ」を履修する学生は，実習担当教員とよく相談のうえ，その履修方法

を決めること。いずれの実習も 年次ないし 年次に履修すること。

「社会福祉実習ⅠＡ，ⅡＡ」，および「精神保健福祉援助実習Ａ」の評価には，Ｐ（合格），Ｘ（不合格）を使用

する。

「社会福祉実習ⅠＡ・ⅠＢ，ⅡＡ・ⅡＢ」を履修するためには，学生は実習に要する費用を，履修を始める年次

に，所定の振込用紙で納入しなければならない。

資格取得に必要な科目については，［受験に必要な科目について］（ ）を参考にして履修すること。

～ 年次生

① 外国語科目について

学科科目としての外国語は，英語以外の同一外国語を 単位以上履修した場合， 単位まで，選択科目として充当

することができる。

外国人留学生が，全学共通科目として外国語 単位を日本語で履修した場合，学科科目としての外国語 単位につ

いては，英語で履修することを認める。

② 学科科目について

年度以前に，「社会福祉実践・理論総合演習 」「社会福祉実践・理論総合演習 」を履修している場合は，それぞれ

「社会福祉実践・理論総合演習」と読み替えることができる。

年次生以前のレポート執筆をする学生で，「レポート指導」の未修得者は，「レポート演習」の単位取得によってこれに

充てる。また，論文執筆をする学生で，「社会福祉実践・理論総合演習」（秋学期 単位）の未修得者は，「論文演習」の単

位取得によってこれに充てる。
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年次生以降

① 語学科目について

英語を含め同一言語を 単位以上履修した場合， 単位まで，学科選択科目として充当することができる。

② 「社会福祉実習」について

＜社会福祉士の資格取得を目指す学生＞

「社会福祉実習Ⅰ ・Ⅰ 及びⅡ ・Ⅱ 」は原則として春・秋学期を通して履修すること。ただし，留学等特別な

事情がある場合は，学科長に相談すること。

「社会福祉実習Ⅰ ・Ⅰ 」を履修するためには，予め「社会福祉演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」，「社会福祉実習指導Ⅰ」を履

修していなければならない。

「社会福祉実習Ⅰ ・Ⅰ 」を履修する学生は，同時に「社会福祉実習指導Ⅱ・Ⅲ」を履修しなくてはならない。

「社会福祉実習Ⅱ ・Ⅱ 」は原則として「社会福祉実習Ⅰ ・Ⅰ 」を履修後，または同時期に履修すること。

「社会福祉実習Ⅰ ・Ⅰ 及びⅡ ・Ⅱ 」を履修する学生は，実習担当教員とよく相談のうえ，その履修方法を決

めること。いずれの実習も 年次ないし 年次に履修すること。

「社会福祉実習Ⅰ ，Ⅱ 」の評価には， （合格）， （不合格）を使用する。

「社会福祉実習Ⅰ ・Ⅰ ，Ⅱ ・Ⅱ 」を履修するためには，学生は実習に要する費用を，履修を始める年次に，

所定の振込用紙で納入しなければならない。

資格取得に必要な科目については，［受験に必要な科目について］（ ～ ）を参考にして履修すること。

年次生

① 語学科目について

英語を含め同一言語を 単位以上履修した場合， 単位まで，学科選択科目として充当することができる。

② 「社会福祉実習」および「精神保健福祉援助実習」について

＜社会福祉士の資格取得を目指す学生＞

「社会福祉実習Ⅰ ・Ⅰ 及びⅡ ・Ⅱ 」は原則として春・秋学期を通して履修すること。ただし，留学等特別な

事情がある場合は，学科長に相談すること。

「社会福祉実習Ⅰ ・Ⅰ 」を履修するためには，予め「社会福祉演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」，「社会福祉実習指導Ⅰ」を履

修していなければならない。

「社会福祉実習Ⅰ ・Ⅰ 」を履修する学生は，同時に「社会福祉実習指導Ⅱ・Ⅲ」を履修しなくてはならない。

「社会福祉実習Ⅱ ・Ⅱ 」は原則として「社会福祉実習Ⅰ ・Ⅰ 」を履修後，または同時期に履修すること。

「社会福祉実習Ⅰ ・Ⅰ 及びⅡ ・Ⅱ 」を履修する学生は，実習担当教員とよく相談のうえ，その履修方法を決

めること。いずれの実習も 年次ないし 年次に履修すること。

「社会福祉実習Ⅰ ，Ⅱ 」，および「精神保健福祉援助実習 」の評価には， （合格）， （不合格）を使用する。

「社会福祉実習Ⅰ ・Ⅰ ，Ⅱ ・Ⅱ 」を履修するためには，学生は実習に要する費用を，履修を始める年次に，

所定の振込用紙で納入しなければならない。

資格取得に必要な科目については，［受験に必要な科目について］（ ）を参考にして履修すること。

＜精神保健福祉士の資格取得を目指す学生＞

精神保健福祉士国家試験受験資格を希望する学生，または精神保健福祉を専門に学びたい学生のために，精神保

健福祉コースがある。

資格取得に必要な科目については，［受験に必要な科目について］（ ）を参考にして履修すること。

― ―

③ 社会福祉士および精神保健福祉士の資格制度に対応した履修方法について

社会福祉士と精神保健福祉士の受験資格の取得は，いずれかの選択制とする。

「社会福祉実習Ⅰ ・Ⅰ 」と「精神保健福祉援助実習 ・ 」は，いずれかの科目の選択である。また，この両科

目を同学年で履修することはできない。

「社会福祉演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」と「精神保健福祉援助演習（基礎）・（専門Ⅰ）・（専門Ⅱ）」の両科目を同学年で履修

することはできない。

・ 年次生

① 語学科目について

英語を含め同一言語を 単位以上履修した場合， 単位まで，学科選択科目として充当することができる。

② 学科科目について

年次生以前のレポート執筆をする学生で，「レポート指導」の未修得者は，「レポート演習」の単位取得によっ

てこれに充てる。また，論文執筆をする学生で，「社会福祉実践・理論総合演習」（秋学期 単位）の未修得者は，

「論文演習」の単位取得によってこれに充てる。

③ 「社会福祉実習」について

＜社会福祉士の資格取得を目指す学生＞

「社会福祉実習ⅠＡ・ⅠＢ及びⅡＡ・ⅡＢ」は，原則として春・秋学期を通して履修すること。ただし，留学等

特別な事情がある場合は，学科長に相談すること。

「社会福祉実習ⅠＡ・ⅠＢ」を履修するためには，予め「社会福祉演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」，「社会福祉実習指導Ⅰ」を

履修していなければならない。

「社会福祉実習ⅠＡ・ⅠＢ」を履修する学生は，同時に「社会福祉実習指導Ⅱ・Ⅲ」を履修しなくてはならない。

「社会福祉実習ⅡＡ・ⅡＢ」は，原則として「社会福祉実習ⅠＡ・ⅠＢ」を履修後，または同時期に履修するこ

と。

「社会福祉実習ⅠＡ・ⅠＢ及びⅡＡ・ⅡＢ」を履修する学生は，実習担当教員とよく相談のうえ，その履修方法

を決めること。いずれの実習も 年次ないし 年次に履修すること。

「社会福祉実習ⅠＡ，ⅡＡ」，および「精神保健福祉援助実習Ａ」の評価には，Ｐ（合格），Ｘ（不合格）を使用

する。

「社会福祉実習ⅠＡ・ⅠＢ，ⅡＡ・ⅡＢ」を履修するためには，学生は実習に要する費用を，履修を始める年次

に，所定の振込用紙で納入しなければならない。

資格取得に必要な科目については，［受験に必要な科目について］（ ）を参考にして履修すること。

～ 年次生

① 外国語科目について

学科科目としての外国語は，英語以外の同一外国語を 単位以上履修した場合， 単位まで，選択科目として充当

することができる。

外国人留学生が，全学共通科目として外国語 単位を日本語で履修した場合，学科科目としての外国語 単位につ

いては，英語で履修することを認める。

② 学科科目について

年度以前に，「社会福祉実践・理論総合演習 」「社会福祉実践・理論総合演習 」を履修している場合は，それぞれ

「社会福祉実践・理論総合演習」と読み替えることができる。

年次生以前のレポート執筆をする学生で，「レポート指導」の未修得者は，「レポート演習」の単位取得によってこれに

充てる。また，論文執筆をする学生で，「社会福祉実践・理論総合演習」（秋学期 単位）の未修得者は，「論文演習」の単

位取得によってこれに充てる。
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【社会福祉士の受験に必要な科目について】

年次生以降

社会福祉士の国家試験を受験するには，次の指定科目を履修しなければならない。指定科目に対応する本学での開講科

目は下欄のとおりである。

指定科目 本学での開講科目 備考

人体の構造と機能及び疾病 医学一般

このうち 科目選択※
心理学理論と心理的支援 心理学入門

社会理論と社会システム 社会学

社会学

現代社会と福祉

社会福祉原論

社会福祉政策論

社会福祉概論

このうち 科目選択

（但し，卒業するには 科目履修すること）※

社会調査の基礎 社会福祉調査法

相談援助の基盤と専門職 相談援助の基盤と専門職

相談援助の理論と方法 ソーシャルワーク論

ソーシャルワーク論
すべてを履修すること

地域福祉の理論と方法 地域福祉論

コミュニティソーシャルワーク論
すべてを履修すること

福祉行財政と福祉計画 社会福祉行財政論

福祉計画論
すべてを履修すること

福祉サービスの組織と経営 福祉経営論Ⅰ，福祉経営論Ⅱ すべてを履修すること

社会保障 社会保障論Ⅰ

高齢者に対する支援と介護保険制度 高齢者福祉論

介護概論
すべてを履修すること

障害者に対する支援と障害者自立支援制度 障害者福祉論Ⅰ

児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度 児童福祉論

低所得者に対する支援と生活保護制度 公的扶助論

保健医療サービス 保健医療サービス論

医療福祉論
このうち 科目選択

就労支援サービス 雇用政策論

このうち 科目選択権利擁護と成年後見制度 権利擁護と成年後見制度論

更生保護制度 司法福祉論

相談援助演習 社会福祉演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ すべてを履修すること

相談援助実習指導 社会福祉実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ すべてを履修すること

相談援助実習 社会福祉実習Ⅰ ・Ⅰ すべてを履修すること

（注）※ ．「社会学」，「社会学 」，及び「心理学入門」は全学共通科目である。

※ ．該当年次の標準配当表の（注）を参照すること。

― ―

年次生以前

社会福祉士の国家試験を受験するには，次の指定科目を履修しなければならない。指定科目に対応する本学での開講科

目は下欄のとおりである。

指定科目 本学での開講科目 備考

人体の構造と機能及び疾病 医学一般

このうち 科目選択※
心理学理論と心理的支援

心理学概論

心理学

心理学入門

社会理論と社会システム 社会学

社会学

現代社会と福祉

社会福祉原論

社会福祉政策論

社会福祉概論

このうち 科目選択

（但し，卒業するには 科目履修すること）※

社会調査の基礎 社会福祉調査法

相談援助の基盤と専門職 相談援助の基盤と専門職

相談援助の理論と方法 ソーシャルワーク論Ⅰ

ソーシャルワーク論Ⅱ

ソーシャルワーク論Ⅲ

ソーシャルワーク論Ⅳ

ソーシャルワーク論Ⅰ～Ⅳまたはソーシャル

ワーク論Ａ・Ｂのいずれかすべてを履修する

こと
ソーシャルワーク論Ａ

ソーシャルワーク論Ｂ

地域福祉の理論と方法 地域福祉論

コミュニティソーシャルワーク論
すべてを履修すること

福祉行財政と福祉計画 社会福祉行財政論

福祉計画論
すべてを履修すること

福祉サービスの組織と経営 福祉経営論Ⅰ，福祉経営論Ⅱ すべてを履修すること

社会保障 社会保障論Ⅰ

高齢者に対する支援と介護保険制度 高齢者福祉論

介護概論
すべてを履修すること

障害者に対する支援と障害者自立支援制度 障害者福祉論Ⅰ

児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度 児童福祉論

低所得者に対する支援と生活保護制度 公的扶助論

保健医療サービス 保健医療サービス論

医療福祉論
このうち 科目選択

就労支援サービス 雇用政策論

このうち 科目選択権利擁護と成年後見制度 権利擁護と成年後見制度論

更生保護制度 司法福祉論

相談援助演習 社会福祉演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ すべてを履修すること

相談援助実習指導 社会福祉実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ すべてを履修すること

相談援助実習 社会福祉実習Ⅰ ・Ⅰ すべてを履修すること

（注）※ ．「社会学」，「社会学 」，及び「心理学入門」は全学共通科目である。「心理学」は 年度まで，「心理学概論」は 年
度まで開講の全学共通科目である。

※ ．該当年次の標準配当表の（注）を参照すること。
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【社会福祉士の受験に必要な科目について】

年次生以降

社会福祉士の国家試験を受験するには，次の指定科目を履修しなければならない。指定科目に対応する本学での開講科

目は下欄のとおりである。

指定科目 本学での開講科目 備考

人体の構造と機能及び疾病 医学一般

このうち 科目選択※
心理学理論と心理的支援 心理学入門

社会理論と社会システム 社会学

社会学

現代社会と福祉

社会福祉原論

社会福祉政策論

社会福祉概論

このうち 科目選択

（但し，卒業するには 科目履修すること）※

社会調査の基礎 社会福祉調査法

相談援助の基盤と専門職 相談援助の基盤と専門職

相談援助の理論と方法 ソーシャルワーク論

ソーシャルワーク論
すべてを履修すること

地域福祉の理論と方法 地域福祉論

コミュニティソーシャルワーク論
すべてを履修すること

福祉行財政と福祉計画 社会福祉行財政論

福祉計画論
すべてを履修すること

福祉サービスの組織と経営 福祉経営論Ⅰ，福祉経営論Ⅱ すべてを履修すること

社会保障 社会保障論Ⅰ

高齢者に対する支援と介護保険制度 高齢者福祉論

介護概論
すべてを履修すること

障害者に対する支援と障害者自立支援制度 障害者福祉論Ⅰ

児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度 児童福祉論

低所得者に対する支援と生活保護制度 公的扶助論

保健医療サービス 保健医療サービス論

医療福祉論
このうち 科目選択

就労支援サービス 雇用政策論

このうち 科目選択権利擁護と成年後見制度 権利擁護と成年後見制度論

更生保護制度 司法福祉論

相談援助演習 社会福祉演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ すべてを履修すること

相談援助実習指導 社会福祉実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ すべてを履修すること

相談援助実習 社会福祉実習Ⅰ ・Ⅰ すべてを履修すること

（注）※ ．「社会学」，「社会学 」，及び「心理学入門」は全学共通科目である。

※ ．該当年次の標準配当表の（注）を参照すること。

― ―

年次生以前

社会福祉士の国家試験を受験するには，次の指定科目を履修しなければならない。指定科目に対応する本学での開講科

目は下欄のとおりである。

指定科目 本学での開講科目 備考

人体の構造と機能及び疾病 医学一般

このうち 科目選択※
心理学理論と心理的支援

心理学概論

心理学

心理学入門

社会理論と社会システム 社会学

社会学

現代社会と福祉

社会福祉原論

社会福祉政策論

社会福祉概論

このうち 科目選択

（但し，卒業するには 科目履修すること）※

社会調査の基礎 社会福祉調査法

相談援助の基盤と専門職 相談援助の基盤と専門職

相談援助の理論と方法 ソーシャルワーク論Ⅰ

ソーシャルワーク論Ⅱ

ソーシャルワーク論Ⅲ

ソーシャルワーク論Ⅳ

ソーシャルワーク論Ⅰ～Ⅳまたはソーシャル

ワーク論Ａ・Ｂのいずれかすべてを履修する

こと
ソーシャルワーク論Ａ

ソーシャルワーク論Ｂ

地域福祉の理論と方法 地域福祉論

コミュニティソーシャルワーク論
すべてを履修すること

福祉行財政と福祉計画 社会福祉行財政論

福祉計画論
すべてを履修すること

福祉サービスの組織と経営 福祉経営論Ⅰ，福祉経営論Ⅱ すべてを履修すること

社会保障 社会保障論Ⅰ

高齢者に対する支援と介護保険制度 高齢者福祉論

介護概論
すべてを履修すること

障害者に対する支援と障害者自立支援制度 障害者福祉論Ⅰ

児童や家庭に対する支援と児童・家庭福祉制度 児童福祉論

低所得者に対する支援と生活保護制度 公的扶助論

保健医療サービス 保健医療サービス論

医療福祉論
このうち 科目選択

就労支援サービス 雇用政策論

このうち 科目選択権利擁護と成年後見制度 権利擁護と成年後見制度論

更生保護制度 司法福祉論

相談援助演習 社会福祉演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ すべてを履修すること

相談援助実習指導 社会福祉実習指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ すべてを履修すること

相談援助実習 社会福祉実習Ⅰ ・Ⅰ すべてを履修すること

（注）※ ．「社会学」，「社会学 」，及び「心理学入門」は全学共通科目である。「心理学」は 年度まで，「心理学概論」は 年
度まで開講の全学共通科目である。

※ ．該当年次の標準配当表の（注）を参照すること。

─ 417 ── 416 ─

09_総合人間科学部.indd   417 2020/03/13   13:19:16



― ―

【精神保健福祉士の受験に必要な科目について】

年次生以降および 年度以降に編入学した学生

精神保健福祉士の国家試験を受験するには，次の指定科目を履修しなければならない。指定科目に対応する本学での開

講科目は下欄のとおりである。

指定科目 本学での開講科目 備考

人体の構造と機能及び疾病 医学一般

このうち 科目選択※心理学理論と心理的支援 心理学概論

社会理論と社会システム 社会学

現代社会と福祉 社会福祉原論

社会福祉政策論

社会福祉概論

すべてを履修すること

地域福祉の理論と方法 地域福祉論

コミュニティソーシャルワーク論
すべてを履修すること

権利擁護と成年後見制度 権利擁護と成年後見制度論

福祉行財政と福祉計画 社会福祉行財政論

福祉計画論
すべてを履修すること

社会保障 社会保障論Ⅰ

低所得者に対する支援と生活保護制度 公的扶助論

保健医療サービス 医療福祉論

障害者に対する支援と障害者自立支援制度 障害者福祉論Ⅰ

精神疾患とその治療 精神医学Ⅰ，精神医学Ⅱ すべてを履修すること

精神保健の課題と支援 精神保健学

精神保健福祉相談援助の基盤（基礎） 相談援助の基盤と専門職

精神保健福祉相談援助の基盤（専門） 精神保健福祉相談援助の基盤（専門）

精神保健福祉の理論と相談援助の展開 精神保健福祉援助技術各論

精神科リハビリテーション学
すべてを履修すること

精神保健福祉に関する制度とサービス 精神保健福祉論

精神障害者の生活支援システム 精神障害者の生活支援システム

精神保健福祉援助演習（基礎） 精神保健福祉援助演習（基礎）

精神保健福祉援助演習（専門） 精神保健福祉援助演習（専門Ⅰ）

精神保健福祉援助演習（専門Ⅱ）
すべてを履修すること

精神保健福祉援助実習指導 精神保健福祉援助実習指導Ⅰ

精神保健福祉援助実習指導Ⅱ

精神保健福祉援助実習指導Ⅲ

すべてを履修すること

精神保健福祉援助実習 精神保健福祉援助実習 ， すべてを履修すること※

注）※ ．「社会学」は全学共通科目である。「心理学概論」は 年度まで開講の全学共通科目である。

※ ．「精神保健福祉援助実習」は， 年度より，「精神保健福祉援助実習 ・ 」に科目名が変更した。

既に「精神保健福祉援助実習」を履修した学生は，履修した年度の科目名でよい。

― ―

開講科目担当表

全学年共通

学部共通科目（必修科目 単位・選択必修科目 単位）

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

学
部
共
通
科
目

必
修 総合人間科学入門 春

コーディネータ

芳 賀 学

総合人間科学部学科教員

輪講

選
択
必
修

総合人間科学部共通科目

自学科以外の開講科目から

科目 単位を選択し履修する

こと。開講科目については総

合人間科学部（ ～）参照。

～

学科専門科目（必修科目）

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

必修科目群（ 群）

社会保障論Ⅰ 春 香 取 照 幸

相談援助の基盤と専門職 秋 髙 山 惠理子

ソーシャルワーク論 秋 伊 藤 冨士江

ソーシャルワーク論 髙 山 惠理子

福祉経営論Ⅰ 藤 井 賢一郎

福祉経営論Ⅱ 丸 山 桂 ～

地域福祉論 秋 笠 原 千 絵 ～

演習・実習科目群（ 群）

基礎演習 春

笠 原 千 絵

高 山 恵理子

丸 山 桂

香 取 照 幸

岡 知 史

新 藤 こずえ

輪講（グループ別）

演習 春

岡 知 史

～

髙 山 惠理子

栃 本 一三郎

香 取 照 幸

丸 山 桂

笠 原 千 絵

新 藤 こずえ

演習 秋

岡 知 史

～

髙 山 惠理子

栃 本 一三郎

香 取 照 幸

丸 山 桂

笠 原 千 絵

新 藤 こずえ

学科専門科目（選択必修科目）

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

福祉政策運営管理系科目群（ 群）

社会福祉行財政論 秋 香 取 照 幸

雇用政策論 春 丸 山 桂

医療政策論 休講 ・

福祉事業システム論 春 藤 井 賢一郎 ～

保健医療サービス論 休講 ～

福祉計画論 秋 丸 山 桂 ～

福祉医療マネジメント論 秋 藤 井 賢一郎 ・

生活経済学 休講
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【精神保健福祉士の受験に必要な科目について】

年次生以降および 年度以降に編入学した学生

精神保健福祉士の国家試験を受験するには，次の指定科目を履修しなければならない。指定科目に対応する本学での開

講科目は下欄のとおりである。

指定科目 本学での開講科目 備考

人体の構造と機能及び疾病 医学一般

このうち 科目選択※心理学理論と心理的支援 心理学概論

社会理論と社会システム 社会学

現代社会と福祉 社会福祉原論

社会福祉政策論

社会福祉概論

すべてを履修すること

地域福祉の理論と方法 地域福祉論

コミュニティソーシャルワーク論
すべてを履修すること

権利擁護と成年後見制度 権利擁護と成年後見制度論

福祉行財政と福祉計画 社会福祉行財政論

福祉計画論
すべてを履修すること

社会保障 社会保障論Ⅰ

低所得者に対する支援と生活保護制度 公的扶助論

保健医療サービス 医療福祉論

障害者に対する支援と障害者自立支援制度 障害者福祉論Ⅰ

精神疾患とその治療 精神医学Ⅰ，精神医学Ⅱ すべてを履修すること

精神保健の課題と支援 精神保健学

精神保健福祉相談援助の基盤（基礎） 相談援助の基盤と専門職

精神保健福祉相談援助の基盤（専門） 精神保健福祉相談援助の基盤（専門）

精神保健福祉の理論と相談援助の展開 精神保健福祉援助技術各論

精神科リハビリテーション学
すべてを履修すること

精神保健福祉に関する制度とサービス 精神保健福祉論

精神障害者の生活支援システム 精神障害者の生活支援システム

精神保健福祉援助演習（基礎） 精神保健福祉援助演習（基礎）

精神保健福祉援助演習（専門） 精神保健福祉援助演習（専門Ⅰ）

精神保健福祉援助演習（専門Ⅱ）
すべてを履修すること

精神保健福祉援助実習指導 精神保健福祉援助実習指導Ⅰ

精神保健福祉援助実習指導Ⅱ

精神保健福祉援助実習指導Ⅲ

すべてを履修すること

精神保健福祉援助実習 精神保健福祉援助実習 ， すべてを履修すること※

注）※ ．「社会学」は全学共通科目である。「心理学概論」は 年度まで開講の全学共通科目である。

※ ．「精神保健福祉援助実習」は， 年度より，「精神保健福祉援助実習 ・ 」に科目名が変更した。

既に「精神保健福祉援助実習」を履修した学生は，履修した年度の科目名でよい。

― ―

開講科目担当表

全学年共通

学部共通科目（必修科目 単位・選択必修科目 単位）

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

学
部
共
通
科
目

必
修 総合人間科学入門 春

コーディネータ

芳 賀 学

総合人間科学部学科教員

輪講

選
択
必
修

総合人間科学部共通科目

自学科以外の開講科目から

科目 単位を選択し履修する

こと。開講科目については総

合人間科学部（ ～）参照。

～

学科専門科目（必修科目）

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

必
修
科
目

必修科目群（ 群）

社会保障論Ⅰ 春 香 取 照 幸

相談援助の基盤と専門職 秋 髙 山 惠理子

ソーシャルワーク論 秋 伊 藤 冨士江

ソーシャルワーク論 髙 山 惠理子

福祉経営論Ⅰ 藤 井 賢一郎

福祉経営論Ⅱ 丸 山 桂 ～

地域福祉論 秋 笠 原 千 絵 ～

演習・実習科目群（ 群）

基礎演習 春

笠 原 千 絵

高 山 恵理子

丸 山 桂

香 取 照 幸

岡 知 史

新 藤 こずえ

輪講（グループ別）

演習 春

岡 知 史

～

髙 山 惠理子

栃 本 一三郎

香 取 照 幸

丸 山 桂

笠 原 千 絵

新 藤 こずえ

演習 秋

岡 知 史

～

髙 山 惠理子

栃 本 一三郎

香 取 照 幸

丸 山 桂

笠 原 千 絵

新 藤 こずえ

学科専門科目（選択必修科目）

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

福祉政策運営管理系科目群（ 群）

社会福祉行財政論 秋 香 取 照 幸

雇用政策論 春 丸 山 桂

医療政策論 休講 ・

福祉事業システム論 春 藤 井 賢一郎 ～

保健医療サービス論 休講 ～

福祉計画論 秋 丸 山 桂 ～

福祉医療マネジメント論 秋 藤 井 賢一郎 ・

生活経済学 休講
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

居住福祉論 休講

福祉臨床系科目群（ 群）

ソーシャルワーク論Ⅲ 岡 知 史 ・

ソーシャルワーク論Ⅳ 春 伊 藤 冨士江 ～

コミュニティソーシャルワーク論 秋 岡 知 史 ・

精神保健福祉援助技術各論 秋 井 上 牧 子

精神科リハビリテーション学 休講

精神保健福祉相談援助の基盤（専門） 秋 藤 井 達 也 ・
年次生以降･ 年度以降編入生対象科目
年次生以前履修不可

ケアマネジメント論 春 髙 山 惠理子 ～

社会福祉基礎・基礎科目群（ 群）

社会福祉概論 春 栃 本 一三郎 ・ 隔年開講

社会福祉原論 休講 ～ 隔年開講

社会福祉政策論 秋 栃 本 一三郎 ～

社会福祉分野科目群（ 群）

高齢者福祉論 秋 香 取 照 幸

児童福祉論 春 新 藤 こずえ

障害者福祉論Ⅰ 秋 笠 原 千 絵

精神保健福祉論 休講

医療福祉論 秋 髙 山 惠理子 ～
年次生以降は選択必修科目， 年次生以前は

選択科目

社会福祉アドバンス科目群（ 群）

社会福祉実践・理論総合演習 春 栃 本 一三郎

社会福祉実践・理論総合演習 春 岡 知 史

社会福祉実践・理論総合演習 春 髙 山 惠理子

社会福祉実践・理論総合演習 春 香 取 照 幸

社会福祉実践・理論総合演習 春 丸 山 桂

社会福祉実践・理論総合演習 春 笠 原 千 絵

社会福祉実践・理論総合演習 春 新 藤 こずえ

社会福祉実践・理論総合演習 秋 社会福祉学科教員 学科長の許可がある場合のみ，履修可

レポート演習 秋 栃 本 一三郎

レポート演習 秋 岡 知 史

レポート演習 秋 髙 山 惠理子

レポート演習 秋 香 取 照 幸

レポート演習 秋 丸 山 桂

レポート演習 秋 笠 原 千 絵

レポート演習 秋 新 藤 こずえ

レポート演習 春 社会福祉学科教員 学科長の許可がある場合のみ，履修可

論文演習 秋 栃 本 一三郎

論文演習 秋 岡 知 史

論文演習 秋 髙 山 惠理子

論文演習 秋 香 取 照 幸

論文演習 秋 丸 山 桂

論文演習 秋 笠 原 千 絵

論文演習 秋 新 藤 こずえ

論文演習 春 社会福祉学科教員 学科長の許可がある場合のみ，履修可

論文指導 春 社会福祉学科教員 学科長の許可がある場合のみ，履修可

論文指導 秋 社会福祉学科教員

― ―

学科専門科目（選択科目）

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

演習・実習科目群（ 群）

社会福祉実習Ⅰ 春 岡 知 史

留学等特別な事情のある場合は学科

長に相談すること

社会福祉実習Ⅰ 春 髙 山 惠理子

社会福祉実習Ⅰ 春 笠 原 千 絵

社会福祉実習Ⅰ 春 新 藤 こずえ

社会福祉実習Ⅰ 秋 岡 知 史

社会福祉実習Ⅰ 秋 髙 山 惠理子

社会福祉実習Ⅰ 秋 笠 原 千 絵

社会福祉実習Ⅰ 秋 新 藤 こずえ

精神保健福祉援助実習Ⅰ 休講
留学等特別な事情のある場合は学科長に相談するこ

と。 年次生対象科目。

精神保健福祉援助実習Ⅰ 休講
留学等特別な事情のある場合は学科長に相談するこ

と。 年次生対象科目。

精神保健福祉援助実習 休講
年次生以降･ 年度以降編入生対象科目

年次生以前履修不可

精神保健福祉援助実習 休講
年次生以降･ 年度以降編入生対象科目

年次生以前履修不可

社会福祉実習指導Ⅰ 春 岡 知 史

社会福祉実習指導Ⅰ 春 髙 山 惠理子

社会福祉実習指導Ⅰ 春 笠 原 千 絵

社会福祉実習指導Ⅰ 春 新 藤 こずえ

精神保健福祉援助実習指導Ⅰ 休講
年次生以降･ 年度以降編入生対象科目

年次生以前履修不可

社会福祉実習指導Ⅱ 春 岡 知 史

社会福祉実習指導Ⅱ 春 髙 山 惠理子

社会福祉実習指導Ⅱ 春 笠 原 千 絵

社会福祉実習指導Ⅱ 春 新 藤 こずえ

精神保健福祉援助実習指導Ⅱ 休講
年次生以降･ 年度以降編入生対象科目

年次生以前履修不可

社会福祉実習指導Ⅲ 秋 岡 知 史

社会福祉実習指導Ⅲ 秋 髙 山 惠理子

社会福祉実習指導Ⅲ 秋 笠 原 千 絵

社会福祉実習指導Ⅲ 秋 新 藤 こずえ

精神保健福祉援助実習指導Ⅲ 休講
年次生以降･ 年度以降編入生対象科目

年次生以前履修不可

社会福祉演習Ⅰ 春 松 本 葉 子

社会福祉演習Ⅰ 春 一 松 麻実子

社会福祉演習Ⅰ 春 大 原 天 青

精神保健福祉援助演習（基礎） 休講
年次生以降･ 年度以降編入生対象科目

年次生以前履修不可

社会福祉演習Ⅱ 春 高 瀬 幸 子

社会福祉演習Ⅱ 秋 國 重 智 宏

社会福祉演習Ⅱ 秋 髙 山 惠理子

精神保健福祉援助演習（専門Ⅰ） 休講
年次生以降･ 年度以降編入生対象科目

年次生以前履修不可

社会福祉演習Ⅲ 秋 髙 山 惠理子

社会福祉演習Ⅲ 秋 笠 原 千 絵

社会福祉演習Ⅲ 秋 新 藤 こずえ

社会福祉演習Ⅳ 春 澁 谷 昌 史

社会福祉演習Ⅳ 春 相 良 翔

社会福祉演習Ⅳ 休講

社会福祉演習Ⅴ 秋 加 藤 美智子 復旦大学対象科目

精神保健福祉援助演習（専門Ⅱ） 休講
年次生以降･ 年度以降編入生対象科目

年次生以前履修不可

精神保健福祉援助演習 休講

─ 421 ── 420 ─
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
必
修
科
目

居住福祉論 休講

福祉臨床系科目群（ 群）

ソーシャルワーク論Ⅲ 岡 知 史 ・

ソーシャルワーク論Ⅳ 春 伊 藤 冨士江 ～

コミュニティソーシャルワーク論 秋 岡 知 史 ・

精神保健福祉援助技術各論 秋 井 上 牧 子

精神科リハビリテーション学 休講

精神保健福祉相談援助の基盤（専門） 秋 藤 井 達 也 ・
年次生以降･ 年度以降編入生対象科目
年次生以前履修不可

ケアマネジメント論 春 髙 山 惠理子 ～

社会福祉基礎・基礎科目群（ 群）

社会福祉概論 春 栃 本 一三郎 ・ 隔年開講

社会福祉原論 休講 ～ 隔年開講

社会福祉政策論 秋 栃 本 一三郎 ～

社会福祉分野科目群（ 群）

高齢者福祉論 秋 香 取 照 幸

児童福祉論 春 新 藤 こずえ

障害者福祉論Ⅰ 秋 笠 原 千 絵

精神保健福祉論 休講

医療福祉論 秋 髙 山 惠理子 ～
年次生以降は選択必修科目， 年次生以前は

選択科目

社会福祉アドバンス科目群（ 群）

社会福祉実践・理論総合演習 春 栃 本 一三郎

社会福祉実践・理論総合演習 春 岡 知 史

社会福祉実践・理論総合演習 春 髙 山 惠理子

社会福祉実践・理論総合演習 春 香 取 照 幸

社会福祉実践・理論総合演習 春 丸 山 桂

社会福祉実践・理論総合演習 春 笠 原 千 絵

社会福祉実践・理論総合演習 春 新 藤 こずえ

社会福祉実践・理論総合演習 秋 社会福祉学科教員 学科長の許可がある場合のみ，履修可

レポート演習 秋 栃 本 一三郎

レポート演習 秋 岡 知 史

レポート演習 秋 髙 山 惠理子

レポート演習 秋 香 取 照 幸

レポート演習 秋 丸 山 桂

レポート演習 秋 笠 原 千 絵

レポート演習 秋 新 藤 こずえ

レポート演習 春 社会福祉学科教員 学科長の許可がある場合のみ，履修可

論文演習 秋 栃 本 一三郎

論文演習 秋 岡 知 史

論文演習 秋 髙 山 惠理子

論文演習 秋 香 取 照 幸

論文演習 秋 丸 山 桂

論文演習 秋 笠 原 千 絵

論文演習 秋 新 藤 こずえ

論文演習 春 社会福祉学科教員 学科長の許可がある場合のみ，履修可

論文指導 春 社会福祉学科教員 学科長の許可がある場合のみ，履修可

論文指導 秋 社会福祉学科教員

― ―

学科専門科目（選択科目）

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

演習・実習科目群（ 群）

社会福祉実習Ⅰ 春 岡 知 史

留学等特別な事情のある場合は学科

長に相談すること

社会福祉実習Ⅰ 春 髙 山 惠理子

社会福祉実習Ⅰ 春 笠 原 千 絵

社会福祉実習Ⅰ 春 新 藤 こずえ

社会福祉実習Ⅰ 秋 岡 知 史

社会福祉実習Ⅰ 秋 髙 山 惠理子

社会福祉実習Ⅰ 秋 笠 原 千 絵

社会福祉実習Ⅰ 秋 新 藤 こずえ

精神保健福祉援助実習Ⅰ 休講
留学等特別な事情のある場合は学科長に相談するこ

と。 年次生対象科目。

精神保健福祉援助実習Ⅰ 休講
留学等特別な事情のある場合は学科長に相談するこ

と。 年次生対象科目。

精神保健福祉援助実習 休講
年次生以降･ 年度以降編入生対象科目

年次生以前履修不可

精神保健福祉援助実習 休講
年次生以降･ 年度以降編入生対象科目

年次生以前履修不可

社会福祉実習指導Ⅰ 春 岡 知 史

社会福祉実習指導Ⅰ 春 髙 山 惠理子

社会福祉実習指導Ⅰ 春 笠 原 千 絵

社会福祉実習指導Ⅰ 春 新 藤 こずえ

精神保健福祉援助実習指導Ⅰ 休講
年次生以降･ 年度以降編入生対象科目

年次生以前履修不可

社会福祉実習指導Ⅱ 春 岡 知 史

社会福祉実習指導Ⅱ 春 髙 山 惠理子

社会福祉実習指導Ⅱ 春 笠 原 千 絵

社会福祉実習指導Ⅱ 春 新 藤 こずえ

精神保健福祉援助実習指導Ⅱ 休講
年次生以降･ 年度以降編入生対象科目

年次生以前履修不可

社会福祉実習指導Ⅲ 秋 岡 知 史

社会福祉実習指導Ⅲ 秋 髙 山 惠理子

社会福祉実習指導Ⅲ 秋 笠 原 千 絵

社会福祉実習指導Ⅲ 秋 新 藤 こずえ

精神保健福祉援助実習指導Ⅲ 休講
年次生以降･ 年度以降編入生対象科目

年次生以前履修不可

社会福祉演習Ⅰ 春 松 本 葉 子

社会福祉演習Ⅰ 春 一 松 麻実子

社会福祉演習Ⅰ 春 大 原 天 青

精神保健福祉援助演習（基礎） 休講
年次生以降･ 年度以降編入生対象科目

年次生以前履修不可

社会福祉演習Ⅱ 春 高 瀬 幸 子

社会福祉演習Ⅱ 秋 國 重 智 宏

社会福祉演習Ⅱ 秋 髙 山 惠理子

精神保健福祉援助演習（専門Ⅰ） 休講
年次生以降･ 年度以降編入生対象科目

年次生以前履修不可

社会福祉演習Ⅲ 秋 髙 山 惠理子

社会福祉演習Ⅲ 秋 笠 原 千 絵

社会福祉演習Ⅲ 秋 新 藤 こずえ

社会福祉演習Ⅳ 春 澁 谷 昌 史

社会福祉演習Ⅳ 春 相 良 翔

社会福祉演習Ⅳ 休講

社会福祉演習Ⅴ 秋 加 藤 美智子 復旦大学対象科目

精神保健福祉援助演習（専門Ⅱ） 休講
年次生以降･ 年度以降編入生対象科目

年次生以前履修不可

精神保健福祉援助演習 休講
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

社会福祉基礎・基礎科目群（ 群）

学科科目としての外国語科目

（英語以外の同一外国語）
年次生以前

学科科目としての語学科目

（英語を含む同一外国語
年次生以降

困難を抱える子どもの

ケアに関する総合人間

科学

コーディネータ

酒 井 朗

久 田 満

草 柳 浩 子

新 藤 こずえ

～
輪講

［ 名］

困難を抱える子どもの

ケアに関する総合人間

科学

コーディネータ

酒 井 朗

久 田 満

草 柳 浩 子

新 藤 こずえ

～

輪講

［ 名］

目白聖母キャンパス開講科目

ソーシャルワーク入門 休講

当事者福祉論 秋 岡 知 史 ～

公的扶助論 春 岡 部 卓

社会福祉調査法 春 吉 原 千 賀

権利擁護と成年後見制度論 春 笠 原 千 絵 ～

医学一般 秋 加 藤 眞 三

社会福祉分野科目群（Ｆ群）

スクールソーシャルワーク論 秋 新 藤 こずえ

精神障害者の生活支援システム 休講 年次生以降対象科目･ 年度以降編入生対象科目

母子保健論 春
礒 山 あけみ

島 田 真理恵
輪講

精神保健学 秋 市 川 光 洋

介護概論 春 加 藤 美智子

介護技術 春 小 平 めぐみ

こころとからだのしくみ 春 加 藤 美智子 ～

福祉科教育法Ⅰ 春 田 村 真 広 ・

福祉科教育法Ⅱ 秋 田 村 真 広 ・

司法福祉論 秋 伊 藤 冨士江 ・

法律学 春 土 屋 志 穂 ～

社会福祉アドバンス科目群（ 群）

社会保障論Ⅱ 秋 香 取 照 幸 ・

～ ○

～ ○

秋 ～ ○

秋 ～ ○

社会福祉実習Ⅱ 春
岡 知 史

ﾌﾟﾃﾝｶﾗﾑ ｼﾞｮﾝｼﾞｮｾﾌ
・ ○

留学等特別な事情のある場合は学科長に相談すること。社会福祉実習Ⅱ 春 髙 山 惠理子 ・

社会福祉実習Ⅱ 春 笠 原 千 絵 ・

社会福祉実習Ⅱ 春 新 藤 こずえ ・

精神保健福祉援助実習Ⅱ 休講 ・

社会福祉実習Ⅱ 秋
岡 知 史

ﾌﾟﾃﾝｶﾗﾑ ｼﾞｮﾝｼﾞｮｾﾌ
・ ○

留学等特別な事情のある場合は学科長に相談すること。社会福祉実習Ⅱ 秋 髙 山 惠理子 ・

社会福祉実習Ⅱ 秋 笠 原 千 絵 ・

社会福祉実習Ⅱ 秋 新 藤 こずえ ・

精神保健福祉援助実習Ⅱ 休講 ・

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

他学部・他学科講義科目群（ 群）

認知行動療法概論 （他）心理学科， 年次生以前対象

発達心理学 （他）心理学科

心理学的支援法 （他）心理学科

生理心理学Ⅱ （他）心理学科

生理心理学Ⅰ（神経･生理心理学） （他）心理学科

精神医学（精神疾患とその治療） （他）心理学科

児童精神医学 （他）心理学科

家族社会学Ⅰ （他）社会学科

家族社会学Ⅰ （他）社会学科

家族社会学Ⅱ （他）社会学科

格差と不平等の社会学 （他）社会学科

労働法Ⅰ （他）法学部

労働法Ⅱ （他）法学部

民法総則Ⅰ（自然人，物，法律行為） （他）法学部

民法総則Ⅱ（代理，法人，期間，時効） （他）法学部

物権法 （他）法学部

社会保障法Ⅰ （他）法学部

社会保障法Ⅱ （他）法学部

Ⅰ （他）経済学科

公共経済学Ⅱ （他）経済学科

労働経済学Ⅰ （他）経済学科

労働経済学Ⅱ （他）経済学科

マーケティング・リサーチ （他）経営学科

（他）言語教育研究センター

年次生以降対象。言語教育研究セ

ンター開講科目（ ～）を参照

その他

他学部他学科科目（語学

科目を除く）・課程科目

（実習を除く）・全学共通

科目（必修を除く）

各開講科目担当表を参照

【 年次生以降】
他学部他学科科目・課程科目は 単位まで，全学共通科

目は 単位まで選択科目に算入可
【 ～ 年次生以降】
他学部他学科科目・課程科目は 単位まで，全学共通

科目は 単位まで選択科目に算入可

─ 423 ── 422 ─

09_総合人間科学部.indd   422 2020/03/13   13:19:26



学
部
共
通
教

育
心

理
社

会
社
会
福
祉
看

護

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

社会福祉基礎・基礎科目群（ 群）

学科科目としての外国語科目

（英語以外の同一外国語）
年次生以前

学科科目としての語学科目

（英語を含む同一外国語
年次生以降

困難を抱える子どもの

ケアに関する総合人間

科学

コーディネータ

酒 井 朗

久 田 満

草 柳 浩 子

新 藤 こずえ

～
輪講

［ 名］

困難を抱える子どもの

ケアに関する総合人間

科学

コーディネータ

酒 井 朗

久 田 満

草 柳 浩 子

新 藤 こずえ

～

輪講

［ 名］

目白聖母キャンパス開講科目

ソーシャルワーク入門 休講

当事者福祉論 秋 岡 知 史 ～

公的扶助論 春 岡 部 卓

社会福祉調査法 春 吉 原 千 賀

権利擁護と成年後見制度論 春 笠 原 千 絵 ～

医学一般 秋 加 藤 眞 三

社会福祉分野科目群（Ｆ群）

スクールソーシャルワーク論 秋 新 藤 こずえ

精神障害者の生活支援システム 休講 年次生以降対象科目･ 年度以降編入生対象科目

母子保健論 春
礒 山 あけみ

島 田 真理恵
輪講

精神保健学 秋 市 川 光 洋

介護概論 春 加 藤 美智子

介護技術 春 小 平 めぐみ

こころとからだのしくみ 春 加 藤 美智子 ～

福祉科教育法Ⅰ 春 田 村 真 広 ・

福祉科教育法Ⅱ 秋 田 村 真 広 ・

司法福祉論 秋 伊 藤 冨士江 ・

法律学 春 土 屋 志 穂 ～

社会福祉アドバンス科目群（ 群）

社会保障論Ⅱ 秋 香 取 照 幸 ・

～ ○

～ ○

秋 ～ ○

秋 ～ ○

社会福祉実習Ⅱ 春
岡 知 史

ﾌﾟﾃﾝｶﾗﾑ ｼﾞｮﾝｼﾞｮｾﾌ
・ ○

留学等特別な事情のある場合は学科長に相談すること。社会福祉実習Ⅱ 春 髙 山 惠理子 ・

社会福祉実習Ⅱ 春 笠 原 千 絵 ・

社会福祉実習Ⅱ 春 新 藤 こずえ ・

精神保健福祉援助実習Ⅱ 休講 ・

社会福祉実習Ⅱ 秋
岡 知 史

ﾌﾟﾃﾝｶﾗﾑ ｼﾞｮﾝｼﾞｮｾﾌ
・ ○

留学等特別な事情のある場合は学科長に相談すること。社会福祉実習Ⅱ 秋 髙 山 惠理子 ・

社会福祉実習Ⅱ 秋 笠 原 千 絵 ・

社会福祉実習Ⅱ 秋 新 藤 こずえ ・

精神保健福祉援助実習Ⅱ 休講 ・

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考

選
択
科
目

他学部・他学科講義科目群（ 群）

認知行動療法概論 （他）心理学科， 年次生以前対象

発達心理学 （他）心理学科

心理学的支援法 （他）心理学科

生理心理学Ⅱ （他）心理学科

生理心理学Ⅰ（神経･生理心理学） （他）心理学科

精神医学（精神疾患とその治療） （他）心理学科

児童精神医学 （他）心理学科

家族社会学Ⅰ （他）社会学科

家族社会学Ⅰ （他）社会学科

家族社会学Ⅱ （他）社会学科

格差と不平等の社会学 （他）社会学科

労働法Ⅰ （他）法学部

労働法Ⅱ （他）法学部

民法総則Ⅰ（自然人，物，法律行為） （他）法学部

民法総則Ⅱ（代理，法人，期間，時効） （他）法学部

物権法 （他）法学部

社会保障法Ⅰ （他）法学部

社会保障法Ⅱ （他）法学部

Ⅰ （他）経済学科

公共経済学Ⅱ （他）経済学科

労働経済学Ⅰ （他）経済学科

労働経済学Ⅱ （他）経済学科

マーケティング・リサーチ （他）経営学科

（他）言語教育研究センター

年次生以降対象。言語教育研究セ

ンター開講科目（ ～）を参照

その他

他学部他学科科目（語学

科目を除く）・課程科目

（実習を除く）・全学共通

科目（必修を除く）

各開講科目担当表を参照

【 年次生以降】
他学部他学科科目・課程科目は 単位まで，全学共通科

目は 単位まで選択科目に算入可
【 ～ 年次生以降】
他学部他学科科目・課程科目は 単位まで，全学共通

科目は 単位まで選択科目に算入可
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看護学科 

〔教育研究上の目的〕

総合的教養教育と専門職業教育の融合（プラクティカル・リベラルアート）という視点にたって，基本的看護実践力，

自己学習推進力，ヒューマンケアリングの実践と人格と叡智の涵養に資する研究，教育を行うこと

〔人材養成の目的〕

多様な分野で貢献できる人材の養成を目指し，ヒューマンケアに関する理論・実践・研究を発展させ，他領域の知見・

学術を学び，政策・サービスマネジメントなどを含めて広い視点に立脚した，リーダーシップを内外で発揮しうる看護人

材を養成すること

〔ディプロマ・ポリシー〕

本学科では，総合的教養教育と職業専門教育を融合した新たな看護教育（プラクティカル・リベラル）をおこなうこと

によって，基本的看護実践力，自己学習推進力，ヒューマンケアリングの実践とともに人格と叡智の涵養に努め，広く社

会への視点を有し，人間の尊厳を基底にした，深い教養と研究・実践力を備えた人材の養成を目的として，学生が卒業時

に身につけているべき能力や知識を次のように定めています。卒業要件を満たせば，これらを身につけた者と認め，学位

を授与します。

幅広い教養を身につけることによって，看護学を俯瞰的に捉え，社会に期待される新たな責務と役割を考える能力

看護専門職としての必要な知識と技術を修得し，自らの手を通してヒューマンケアリングを実践する能力

人間の尊厳について深い視座をもち，どのような状況にあっても相手の価値観を尊重し，共感的理解をもって接する能

力

クリティカルシンキング力を備え，変化する社会と人々の健康問題を的確に捉え，対象にとって最善のケアの方向性を

考える能力

進歩する医療のただなかで，常に目的意識と目標を持ち，それにむけて専門職業人としての能力的，人格的成長をめざ

し自己学習を推進する能力

〔カリキュラム・ポリシー〕

本学科では，ディプロマ・ポリシーに沿って，キャリア形成に資する科目を履修し，ヒューマンケアに関する理論・実

践・研究を発展させ，他領域の知見を学び，政策・サービスマネジメントなどを含めて看護をめぐる諸問題に対応しうる

研究・実践力を備え，国際社会でも活躍できる資質を形成するよう，次のカリキュラムを編成しています。

全学共通科目では，キリスト教人間学，外国語科目と，すべての学問領域を横断的に俯瞰できるような教養科目を履修

させ，本学学生としての基本的姿勢を身につけさせ，看護を大局的に考えていく上での基礎を形成する。

学部共通科目では，総合人間科学入門の他，総合人間科学部の他の 学科の専門科目を履修させ，人間の尊厳について

のさまざまなアプローチを学ばせ，人間理解を深める。

，年次には，看護基礎科目を配置し，クリティカルシンキング力を育成しながら，健康と環境への看護的視点を養い，

看護の基本となる知識，技術を育成する。

年次では，看護専門科目のうち「人間の発達と看護」，「人間の健康と看護」に関する専門的知識群および実習を配置

し，専門職としての能力と技術を修得させる。あわせてケアリング，看護倫理等の科目を配置し，ヒューマンケアリン

グの実践に向けた基礎力・実践力を培う。

年次では，看護専門科目のうち「場に応じた看護」に関する科目と看護管理に関する科目を配置し，より深く看護の

専門性を深めると同時に，自立的な学習姿勢を養う。

― ―

卒業に要する科目，単位数の最低基準

年次生以降

全学共通科目 単位 必 修 単位 ［体育 単位］

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位 高学年向け教養科目 単位含む

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 学部共通科目 単位（必修 単位，選択必修 単位）

学科専門科目 単位（必修 単位，選択 単位）

合 計 単位

年次生以前

全学共通科目 単位 必 修 単位 体 育 単位

外国語科目 単位

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位

学 科 科 目 単位 学部共通科目 単位（必修 単位，選択必修 単位）

学科専門科目 単位（必修 単位，選択 単位）

合 計 単位
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看護学科 

〔教育研究上の目的〕

総合的教養教育と専門職業教育の融合（プラクティカル・リベラルアート）という視点にたって，基本的看護実践力，

自己学習推進力，ヒューマンケアリングの実践と人格と叡智の涵養に資する研究，教育を行うこと

〔人材養成の目的〕

多様な分野で貢献できる人材の養成を目指し，ヒューマンケアに関する理論・実践・研究を発展させ，他領域の知見・

学術を学び，政策・サービスマネジメントなどを含めて広い視点に立脚した，リーダーシップを内外で発揮しうる看護人

材を養成すること

〔ディプロマ・ポリシー〕

本学科では，総合的教養教育と職業専門教育を融合した新たな看護教育（プラクティカル・リベラル）をおこなうこと

によって，基本的看護実践力，自己学習推進力，ヒューマンケアリングの実践とともに人格と叡智の涵養に努め，広く社

会への視点を有し，人間の尊厳を基底にした，深い教養と研究・実践力を備えた人材の養成を目的として，学生が卒業時

に身につけているべき能力や知識を次のように定めています。卒業要件を満たせば，これらを身につけた者と認め，学位

を授与します。

幅広い教養を身につけることによって，看護学を俯瞰的に捉え，社会に期待される新たな責務と役割を考える能力

看護専門職としての必要な知識と技術を修得し，自らの手を通してヒューマンケアリングを実践する能力

人間の尊厳について深い視座をもち，どのような状況にあっても相手の価値観を尊重し，共感的理解をもって接する能

力

クリティカルシンキング力を備え，変化する社会と人々の健康問題を的確に捉え，対象にとって最善のケアの方向性を

考える能力

進歩する医療のただなかで，常に目的意識と目標を持ち，それにむけて専門職業人としての能力的，人格的成長をめざ

し自己学習を推進する能力

〔カリキュラム・ポリシー〕

本学科では，ディプロマ・ポリシーに沿って，キャリア形成に資する科目を履修し，ヒューマンケアに関する理論・実

践・研究を発展させ，他領域の知見を学び，政策・サービスマネジメントなどを含めて看護をめぐる諸問題に対応しうる

研究・実践力を備え，国際社会でも活躍できる資質を形成するよう，次のカリキュラムを編成しています。

全学共通科目では，キリスト教人間学，外国語科目と，すべての学問領域を横断的に俯瞰できるような教養科目を履修

させ，本学学生としての基本的姿勢を身につけさせ，看護を大局的に考えていく上での基礎を形成する。

学部共通科目では，総合人間科学入門の他，総合人間科学部の他の 学科の専門科目を履修させ，人間の尊厳について

のさまざまなアプローチを学ばせ，人間理解を深める。

，年次には，看護基礎科目を配置し，クリティカルシンキング力を育成しながら，健康と環境への看護的視点を養い，

看護の基本となる知識，技術を育成する。

年次では，看護専門科目のうち「人間の発達と看護」，「人間の健康と看護」に関する専門的知識群および実習を配置

し，専門職としての能力と技術を修得させる。あわせてケアリング，看護倫理等の科目を配置し，ヒューマンケアリン

グの実践に向けた基礎力・実践力を培う。

年次では，看護専門科目のうち「場に応じた看護」に関する科目と看護管理に関する科目を配置し，より深く看護の

専門性を深めると同時に，自立的な学習姿勢を養う。

― ―

卒業に要する科目，単位数の最低基準

年次生以降

全学共通科目 単位 必 修 単位 ［体育 単位］

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位 高学年向け教養科目 単位含む

語 学 科 目 単位 必 修 単位

学 科 科 目 単位 学部共通科目 単位（必修 単位，選択必修 単位）

学科専門科目 単位（必修 単位，選択 単位）

合 計 単位

年次生以前

全学共通科目 単位 必 修 単位 体 育 単位

外国語科目 単位

選択必修 単位 ［キリスト教人間学］

選 択 単位

学 科 科 目 単位 学部共通科目 単位（必修 単位，選択必修 単位）

学科専門科目 単位（必修 単位，選択 単位）

合 計 単位
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標準配当表

年次生以降

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※（ 年次生のみ）学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる

※語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については， ～を参照

○ 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

単
位

語
学
科
目

単
位

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

学
部
共
通
科
目
（

単
位

（

単
位
）

必
修 総合人間科学入門

（

単
位
）

選
択
必
修

自学科以外の科目より選択すること

学
科
専
門
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

看護学概論

看護理論

生化学

形態機能学Ⅰ

形態機能学Ⅱ

保健統計学

薬理学

栄養学

生涯発達看護学Ⅰ

生涯発達看護学Ⅱ

ケア技術Ⅰ

ケア技術Ⅱ

クリティカル・シンキングⅠ

クリティカル・シンキングⅡ

スキルズ・ラボ演習Ⅰ

スキルズ・ラボ演習Ⅱ

基礎看護学実習Ⅰ

基礎看護学実習Ⅱ

地域看護学概論

免疫・感染症学

疾病・治療学Ⅰ

疾病・治療学Ⅱ

疾病・治療学Ⅲ

疾病・治療学Ⅳ

疾病・治療学Ⅴ

看護倫理学

ケアリング論

成人ヘルスケア

老年ヘルスケア

小児ヘルスケア

ウィメンズヘルスケア

メンタルヘルスケア

地域生活支援 在宅看護

クリティカル・シンキングⅡ

スキルズ・ラボ演習Ⅲ

成人ヘルス看護学実習

老年ヘルス看護学実習

小児ヘルス看護学実習

ウィメンズヘルス看護学実習

メンタルヘルス看護学実習

在宅看護実習

国際看護学概論

クリティカル・シンキングⅢ

アドバンス成人看護学実習

アドバンス老年看護学実習

統合実習

リーダーシップ・マネジメント論

看護管理（医療安全含む）

卒業研究

（

単
位
）

選
択

・選択科目から 単位以上を選択する。

・①課程科目（実習を除く），②他学部他学科の「学科科目」で充当することができる。

― ―

年次生以前

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

（

単
位
）

外
国
語
科
目
必
修

看護英語（ 年次） 看護英語（ 年次

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

学
部
共
通
科
目
（

単
位

単
位

必
修 総合人間科学入門

単
位

選
択
必
修

自学科以外の科目より選択すること

学
科
専
門
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

看護学概論

看護理論

形態機能学Ⅰ

形態機能学Ⅱ

保健統計学

生化学

薬理学

看護管理（医療安全含む）

臨床栄養学

ケアリング論

家族発達看護学

生涯発達看護学

ケア技術Ⅰ

ケア技術Ⅱ

クリティカル・シンキングⅠ

クリティカル・シンキングⅡ

クリティカル・シンキングⅡ

スキルズ・ラボ演習Ⅰ

スキルズ・ラボ演習Ⅱ

基礎看護学実習Ⅰ

基礎看護学実習Ⅱ

地域看護学概論

地域看護学実習Ⅰ

（保育園，作業所）

疾病・治療学とケア

（社会保障制度含む）

疾病・治療学とケア

疾病・治療学とケアⅡ

疾病・治療学とケアⅡ

カウンセリング論

成人・老年ヘルスケア

小児ヘルスケア

ウィメンズヘルスケア

メンタルヘルスケア

看護倫理学

地域生活支援 在宅看護

成人ヘルス看護学実習

老年ヘルス看護学実習

小児ヘルス看護学実習

ウィメンズヘルス看護学実習

メンタルヘルス看護学実習

在宅看護実習

クリティカル・シンキングⅢ

国際看護学概論

アドバンス成人看護学実習

（統合実習含む）

アドバンス老年看護学実習

（統合実習含む）

リーダーシップ・マネジメント論

看護リーダーシップ

卒業研究

（

単
位
）

選
択

・各種選択科目から 単位以上を選択する。

・①課程科目（実習を除く），②他学部他学科の「学科科目」で充当することができる。
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標準配当表

年次生以降

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

※（ 年次生のみ）学科科目で全学共通科目として認められる科目（学全科目）は 単位まで卒業単位に充当できる

※語学科目は 単位まで卒業単位に充当できる（注 ）

高学年向け教養科目

（注 ）学科毎の指定言語および語学科目の履修方法については， ～を参照

○ 語学科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

単
位

語
学
科
目

単
位

必
修

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

学
部
共
通
科
目
（

単
位

（

単
位
）

必
修 総合人間科学入門

（

単
位
）

選
択
必
修

自学科以外の科目より選択すること

学
科
専
門
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

看護学概論

看護理論

生化学

形態機能学Ⅰ

形態機能学Ⅱ

保健統計学

薬理学

栄養学

生涯発達看護学Ⅰ

生涯発達看護学Ⅱ

ケア技術Ⅰ

ケア技術Ⅱ

クリティカル・シンキングⅠ

クリティカル・シンキングⅡ

スキルズ・ラボ演習Ⅰ

スキルズ・ラボ演習Ⅱ

基礎看護学実習Ⅰ

基礎看護学実習Ⅱ

地域看護学概論

免疫・感染症学

疾病・治療学Ⅰ

疾病・治療学Ⅱ

疾病・治療学Ⅲ

疾病・治療学Ⅳ

疾病・治療学Ⅴ

看護倫理学

ケアリング論

成人ヘルスケア

老年ヘルスケア

小児ヘルスケア

ウィメンズヘルスケア

メンタルヘルスケア

地域生活支援 在宅看護

クリティカル・シンキングⅡ

スキルズ・ラボ演習Ⅲ

成人ヘルス看護学実習

老年ヘルス看護学実習

小児ヘルス看護学実習

ウィメンズヘルス看護学実習

メンタルヘルス看護学実習

在宅看護実習

国際看護学概論

クリティカル・シンキングⅢ

アドバンス成人看護学実習

アドバンス老年看護学実習

統合実習

リーダーシップ・マネジメント論

看護管理（医療安全含む）

卒業研究

（

単
位
）

選
択

・選択科目から 単位以上を選択する。

・①課程科目（実習を除く），②他学部他学科の「学科科目」で充当することができる。

― ―

年次生以前

○ 全学共通科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

全
学
共
通
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修 ウエルネスと身体

（

単
位
）

選
択
必
修

キリスト教人間学

（

単
位
）

選
択

（

単
位
）

外
国
語
科
目
必
修

看護英語（ 年次） 看護英語（ 年次

○ 学科科目

区分
年次 年次 年次 年次

授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位 授業科目 単位

学
科
科
目
（

単
位
）

学
部
共
通
科
目
（

単
位

単
位

必
修 総合人間科学入門

単
位

選
択
必
修

自学科以外の科目より選択すること

学
科
専
門
科
目
（

単
位
）

（

単
位
）

必
修

看護学概論

看護理論

形態機能学Ⅰ

形態機能学Ⅱ

保健統計学

生化学

薬理学

看護管理（医療安全含む）

臨床栄養学

ケアリング論

家族発達看護学

生涯発達看護学

ケア技術Ⅰ

ケア技術Ⅱ

クリティカル・シンキングⅠ

クリティカル・シンキングⅡ

クリティカル・シンキングⅡ

スキルズ・ラボ演習Ⅰ

スキルズ・ラボ演習Ⅱ

基礎看護学実習Ⅰ

基礎看護学実習Ⅱ

地域看護学概論

地域看護学実習Ⅰ

（保育園，作業所）

疾病・治療学とケア

（社会保障制度含む）

疾病・治療学とケア

疾病・治療学とケアⅡ

疾病・治療学とケアⅡ

カウンセリング論

成人・老年ヘルスケア

小児ヘルスケア

ウィメンズヘルスケア

メンタルヘルスケア

看護倫理学

地域生活支援 在宅看護

成人ヘルス看護学実習

老年ヘルス看護学実習

小児ヘルス看護学実習

ウィメンズヘルス看護学実習

メンタルヘルス看護学実習

在宅看護実習

クリティカル・シンキングⅢ

国際看護学概論

アドバンス成人看護学実習

（統合実習含む）

アドバンス老年看護学実習

（統合実習含む）

リーダーシップ・マネジメント論

看護リーダーシップ

卒業研究

（

単
位
）

選
択

・各種選択科目から 単位以上を選択する。

・①課程科目（実習を除く），②他学部他学科の「学科科目」で充当することができる。
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― ―

履修上の注意

年次生以降

① 全学共通科目について

選択コースで保健師コースを希望する学生で，かつ養護教諭 種免許状の取得を希望する場合は，全学共通科目／

選択科目の「憲法」および｢情報リテラシー｣（該当科目は履修要覧〔課程編〕を参照のこと）を 年次に履修してお

くこと。

② 語学科目について

語学科目（必修科目）については，すべて 年次の間に履修することがのぞましい。

③ 総合人間科学部共通科目について

総合人間科学部共通科目は，必修の「総合人間科学入門」 単位（ 年次に履修）と，選択必修科目 単位（ ～

年次に履修）からなり，選択必修科目については，自学科以外の開講科目から 科目 単位を選択し，履修する。

開講科目については，総合人間科学部のページ（ ～）を参照のこと。

なお，学部共通科目の選択必修科目について，必要単位数（ 単位）を超えて修得した場合は，自学科選択科目

として認め，卒業単位に算入する。

④ 学科科目について

学科科目のうち， 年次対象の科目は四谷キャンパスで， ～ 年次対象の科目は基本的に目白聖母キャンパスで

開講される（ 年次対象の秋学期開講科目は四谷キャンパス開講。該当科目は開講科目担当表参照のこと）。

必修科目は必ず該当年次に履修すること。

選択科目は本学科開講の各種選択科目から 単位以上履修すること。なお，選択科目は①課程科目（実習除く），

②他学部他学科の「学科科目」で充当することができる。

「卒業研究」は必修科目であるが，所定の手続きにより履修中止（ ）を認める。

「統合実習（養護）」は，「統合実習」の履修単位として読み替える。ただし，それぞれの実習を異なる年度に履

修する場合はこれにあたらない。

⑤ 選択コースについて

選択コースは，保健師コース，国際看護学コースの コース。各選択コースには，実習受入施設等の関係で人数

制限がある。

各コースの概要及び人数は以下のとおり。コースの詳細については，別途，学科ガイダンスで説明する。

選択コース 概要 人数

保健師コース
地域における看護・保健・医療・福祉のあり方を探究し，保健師の国家試験受験

資格の取得を目指すコース
名

国際看護学コース 途上国における保健医療を学び，途上国における看護のあり方を探究するコース 名程度

選択コースは， 年次の秋学期後半に決定する。

年次の選択科目については，選択コースに応じた科目を履修すること。なお，自分の選択コース以外の科目を

修得した場合も卒業に必要な単位として算入することができる。

各コース別選択科目の他に，以下のとおりコース毎に ～ 年次のうちに履修しておくべき資格要件科目，履修を

推奨する科目の指定がある。履修計画を立てる際に注意すること。

＜保健師コースの資格要件科目＞

コース 年次 資格要件科目（ は履修推奨科目）

保健師

年次
全学共通科目： 憲法

情報リテラシー

年次 学科選択科目：疫学

年次

学科選択科目：地域看護学実習

地域保健活動論Ⅰ

地域保健活動論Ⅱ

地域ヘルス活動

社会福祉政策論

＊学科必修科目の統合実習は統合実習（地域）を選択すること

上記①全学共通科目について参照

― ―

＜国際看護学コース履修推奨科目＞

コース 年次
履修推奨科目

（ は「国際看護学実習」の履修前提科目である。）

国際看護学

年次

学科選択科目：異文化理解と医療保健活動

（ 年度まで開講の「アフリカ文化理解と医療保健活動」と同一・同内容科

目）

生と死のケアリング・コロキウム

年次 学科選択科目：疫学

年次

学科選択科目： 国際感染症学

国際保健看護学

国際協力方法論

国際看護学実習

⑥ 養護教諭 種免許状取得について

教職課程科目については，時間割編成状況によって推奨学年が変わることがあるため，以下には掲載していない。

履修が必要な科目に関し， 年次生は 月上旬開催の教職課程説明会， 月開催の新規履修者ガイダンスに必ず出席す

ること。 年次生以上も，履修要覧〔課程編〕を参照し，各種ガイダンスに出席すること。

＜養護教諭 種免許状取得のための資格要件科目＞

コース 年次 資格要件科目

養護教諭

年次

全学共通科目：憲法

情報リテラシー（該当科目は履修要覧〔課程編〕を参照のこと）

学部共通科目：教育原理

教職課程科目：履修要覧〔課程編〕を参照し， 月開催の教職課程説明会， 月開催の新規履修者ガ

イダンスに参加すること

年次

学部共通科目：学校教育社会学

学科選択科目：疫学

教職課程科目：教職課程の在校生ガイダンスに参加すること

年次
学科選択科目：養護概論

教職課程科目：教職課程のガイダンスに参加すること

年次

学科選択科目：学校保健

小児・学校救急看護演習

教職課程科目： ～ 年次に未修得の科目

課程科目の統合実習（養護）に関する取り扱いについては， 履修上の注意④参照

─ 429 ── 428 ─

09_総合人間科学部.indd   428 2020/03/13   13:19:33



学
部
共
通
教

育
心

理
社

会
社
会
福
祉
看

護

― ―

履修上の注意

年次生以降

① 全学共通科目について

選択コースで保健師コースを希望する学生で，かつ養護教諭 種免許状の取得を希望する場合は，全学共通科目／

選択科目の「憲法」および｢情報リテラシー｣（該当科目は履修要覧〔課程編〕を参照のこと）を 年次に履修してお

くこと。

② 語学科目について

語学科目（必修科目）については，すべて 年次の間に履修することがのぞましい。

③ 総合人間科学部共通科目について

総合人間科学部共通科目は，必修の「総合人間科学入門」 単位（ 年次に履修）と，選択必修科目 単位（ ～

年次に履修）からなり，選択必修科目については，自学科以外の開講科目から 科目 単位を選択し，履修する。

開講科目については，総合人間科学部のページ（ ～）を参照のこと。

なお，学部共通科目の選択必修科目について，必要単位数（ 単位）を超えて修得した場合は，自学科選択科目

として認め，卒業単位に算入する。

④ 学科科目について

学科科目のうち， 年次対象の科目は四谷キャンパスで， ～ 年次対象の科目は基本的に目白聖母キャンパスで

開講される（ 年次対象の秋学期開講科目は四谷キャンパス開講。該当科目は開講科目担当表参照のこと）。

必修科目は必ず該当年次に履修すること。

選択科目は本学科開講の各種選択科目から 単位以上履修すること。なお，選択科目は①課程科目（実習除く），

②他学部他学科の「学科科目」で充当することができる。

「卒業研究」は必修科目であるが，所定の手続きにより履修中止（ ）を認める。

「統合実習（養護）」は，「統合実習」の履修単位として読み替える。ただし，それぞれの実習を異なる年度に履

修する場合はこれにあたらない。

⑤ 選択コースについて

選択コースは，保健師コース，国際看護学コースの コース。各選択コースには，実習受入施設等の関係で人数

制限がある。

各コースの概要及び人数は以下のとおり。コースの詳細については，別途，学科ガイダンスで説明する。

選択コース 概要 人数

保健師コース
地域における看護・保健・医療・福祉のあり方を探究し，保健師の国家試験受験

資格の取得を目指すコース
名

国際看護学コース 途上国における保健医療を学び，途上国における看護のあり方を探究するコース 名程度

選択コースは， 年次の秋学期後半に決定する。

年次の選択科目については，選択コースに応じた科目を履修すること。なお，自分の選択コース以外の科目を

修得した場合も卒業に必要な単位として算入することができる。

各コース別選択科目の他に，以下のとおりコース毎に ～ 年次のうちに履修しておくべき資格要件科目，履修を

推奨する科目の指定がある。履修計画を立てる際に注意すること。

＜保健師コースの資格要件科目＞

コース 年次 資格要件科目（ は履修推奨科目）

保健師

年次
全学共通科目： 憲法

情報リテラシー

年次 学科選択科目：疫学

年次

学科選択科目：地域看護学実習

地域保健活動論Ⅰ

地域保健活動論Ⅱ

地域ヘルス活動

社会福祉政策論

＊学科必修科目の統合実習は統合実習（地域）を選択すること

上記①全学共通科目について参照

― ―

＜国際看護学コース履修推奨科目＞

コース 年次
履修推奨科目

（ は「国際看護学実習」の履修前提科目である。）

国際看護学

年次

学科選択科目：異文化理解と医療保健活動

（ 年度まで開講の「アフリカ文化理解と医療保健活動」と同一・同内容科

目）

生と死のケアリング・コロキウム

年次 学科選択科目：疫学

年次

学科選択科目： 国際感染症学

国際保健看護学

国際協力方法論

国際看護学実習

⑥ 養護教諭 種免許状取得について

教職課程科目については，時間割編成状況によって推奨学年が変わることがあるため，以下には掲載していない。

履修が必要な科目に関し， 年次生は 月上旬開催の教職課程説明会， 月開催の新規履修者ガイダンスに必ず出席す

ること。 年次生以上も，履修要覧〔課程編〕を参照し，各種ガイダンスに出席すること。

＜養護教諭 種免許状取得のための資格要件科目＞

コース 年次 資格要件科目

養護教諭

年次

全学共通科目：憲法

情報リテラシー（該当科目は履修要覧〔課程編〕を参照のこと）

学部共通科目：教育原理

教職課程科目：履修要覧〔課程編〕を参照し， 月開催の教職課程説明会， 月開催の新規履修者ガ

イダンスに参加すること

年次

学部共通科目：学校教育社会学

学科選択科目：疫学

教職課程科目：教職課程の在校生ガイダンスに参加すること

年次
学科選択科目：養護概論

教職課程科目：教職課程のガイダンスに参加すること

年次

学科選択科目：学校保健

小児・学校救急看護演習

教職課程科目： ～ 年次に未修得の科目

課程科目の統合実習（養護）に関する取り扱いについては， 履修上の注意④参照
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― ―

年次生以前

① 全学共通科目について

選択コースで保健師コースを希望する学生で，かつ養護教諭 種免許状の取得を希望する場合は，全学共通科目

／選択科目の「憲法」および｢情報リテラシー｣（該当科目は履修要覧〔課程編〕を参照のこと）を 年次に履修

しておくこと。

選択コースで養護教諭コースを希望する学生は，全学共通科目／選択科目の「憲法」および｢情報リテラシー｣（該

当科目は履修要覧〔課程編〕を参照のこと）を可能な限り 年次に履修しておくこと。

② 外国語科目について

全学共通科目としての外国語は，学科指定の英語（「看護英語 年次 」および「看護英語 年次 」） 単位を ～ 年次

で履修すること。

③ 総合人間科学部共通科目について

総合人間科学部共通科目は，必修の「総合人間科学入門」 単位（ 年次に履修）と，選択必修科目 単位（ ～

年次に履修）からなり，選択必修科目については，自学科以外の開講科目から 科目 単位を選択し，履修する。

開講科目については，総合人間科学部のページ（ ～）を参照のこと。

なお，学部共通科目の選択必修科目について，必要単位数（ 単位）を超えて修得した場合は，自学科選択科目

として認め，卒業単位に算入する。

選択コースで養護教諭コースを希望する学生は，「教育原理」および「学校教育社会学」を履修しておくこと。

④ 学科科目について

学科科目のうち， 年次対象の科目は四谷キャンパスで， ～ 年次対象の科目は基本的に目白聖母キャンパスで

開講される（ 年次対象の秋学期開講科目は四谷キャンパス開講。該当科目は開講科目担当表参照のこと）。

必修科目は必ず該当年次に履修すること。

自由科目については，卒業に必要な単位として算入することはできないので注意すること。

選択科目は本学科開講の各種選択科目から 単位以上履修すること。なお，選択科目は①課程科目（実習除く），

②他学部他学科の「学科科目」で充当することができる。

⑤ 選択コースについて

選択コースは，国際看護学コース，養護教諭コース，保健師コース。各選択コースには，実習受入施設等の関係

で人数制限がある。

各コースの概要及び人数は以下のとおり。コースの詳細については，別途，学科ガイダンスで説明する。

選択コース 概要 人数

国際看護学コース 途上国における保健医療を学び，途上国における看護のあり方を探究するコース 名程度

養護教諭コース 学校教育の現場における看護のあり方を探究し，養護教諭 種免許状の取得を目指

すコース

制限なし

保健師コース 地域における看護・保健・医療・福祉のあり方を探究し，保健師の国家試験受験

資格の取得を目指すコース

名

保健師コースは 年次の秋学期後半に決定する。それ以外のコースは別途，学科ガイダンスで説明する。

年次の選択科目については，選択コースに応じた科目を履修すること。なお，自分の選択コース以外の科目を

修得した場合も卒業に必要な単位として算入することができる。

各コース別選択科目の他に，以下のとおりコース毎に ～ 年次のうちに履修しておくべき資格要件科目，履修を

推奨する科目の指定がある。履修計画を立てる際に注意すること。

教職課程科目については，時間割編成状況によって推奨学年が変わることがあるため，以下には掲載していない。

履修が必要な科目に関し，教職課程のガイダンスに出席すること。

― ―

＜保健師・養護教諭コースの資格要件科目＞

コース 年次 資格要件科目（ は履修推奨科目）

保健師

年次
全学共通科目： 憲法

情報リテラシー

年次
学科選択科目： 免疫・感染症学

疫学

年次 学科選択科目：地域ヘルス活動

年次

学科選択科目：地域看護学実習，総合実習（地域）（ 年度まで開講の「地域看護学実習Ⅱ」

と同一・同内容科目）

地域保健活動論（産業保健含む）

学校保健

社会福祉政策論

養護教諭

年次

全学共通科目：憲法

情報リテラシー（該当科目は履修要覧〔課程編〕を参照のこと）

学部共通科目：教育原理

教職課程科目：履修要覧〔課程編〕を参照し， 月開催の教職課程説明会， 月開催の新規履修者ガ

イダンスに参加すること

年次

学部共通科目：学校教育社会学

学科選択科目：免疫・感染症学

疫学

教職課程科目：教職課程のガイダンスに参加すること

年次
学科選択科目：養護概論

教職課程科目：教職課程のガイダンスに参加すること

年次

学科選択科目：学校保健

小児・学校救急看護演習

教職課程科目： ～ 年次に未修得の科目

＜国際看護学コース履修推奨科目＞

コース 年次
履修推奨科目

（ は，「国際看護学実習」の履修前提科目である）

国際看護学

年次

学科選択科目：生と死のケアリング・コロキウム

（ 年度まで開講の「生と死／痛みのケアリング・コロキウム」と同一・同

内容科目）

異文化理解と医療保健活動

（ 年度まで開講の「アフリカ文化理解と医療保健活動」と同一・同内容科

目）

年次
学科選択科目：免疫・感染症学

疫学

年次

学科選択科目： 国際感染症学

国際保健看護学

国際協力方法論

国際看護学実習

①全学共通科目について 参照
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年次生以前

① 全学共通科目について

選択コースで保健師コースを希望する学生で，かつ養護教諭 種免許状の取得を希望する場合は，全学共通科目

／選択科目の「憲法」および｢情報リテラシー｣（該当科目は履修要覧〔課程編〕を参照のこと）を 年次に履修

しておくこと。

選択コースで養護教諭コースを希望する学生は，全学共通科目／選択科目の「憲法」および｢情報リテラシー｣（該

当科目は履修要覧〔課程編〕を参照のこと）を可能な限り 年次に履修しておくこと。

② 外国語科目について

全学共通科目としての外国語は，学科指定の英語（「看護英語 年次 」および「看護英語 年次 」） 単位を ～ 年次

で履修すること。

③ 総合人間科学部共通科目について

総合人間科学部共通科目は，必修の「総合人間科学入門」 単位（ 年次に履修）と，選択必修科目 単位（ ～

年次に履修）からなり，選択必修科目については，自学科以外の開講科目から 科目 単位を選択し，履修する。

開講科目については，総合人間科学部のページ（ ～）を参照のこと。

なお，学部共通科目の選択必修科目について，必要単位数（ 単位）を超えて修得した場合は，自学科選択科目

として認め，卒業単位に算入する。

選択コースで養護教諭コースを希望する学生は，「教育原理」および「学校教育社会学」を履修しておくこと。

④ 学科科目について

学科科目のうち， 年次対象の科目は四谷キャンパスで， ～ 年次対象の科目は基本的に目白聖母キャンパスで

開講される（ 年次対象の秋学期開講科目は四谷キャンパス開講。該当科目は開講科目担当表参照のこと）。

必修科目は必ず該当年次に履修すること。

自由科目については，卒業に必要な単位として算入することはできないので注意すること。

選択科目は本学科開講の各種選択科目から 単位以上履修すること。なお，選択科目は①課程科目（実習除く），

②他学部他学科の「学科科目」で充当することができる。

⑤ 選択コースについて

選択コースは，国際看護学コース，養護教諭コース，保健師コース。各選択コースには，実習受入施設等の関係

で人数制限がある。

各コースの概要及び人数は以下のとおり。コースの詳細については，別途，学科ガイダンスで説明する。

選択コース 概要 人数

国際看護学コース 途上国における保健医療を学び，途上国における看護のあり方を探究するコース 名程度

養護教諭コース 学校教育の現場における看護のあり方を探究し，養護教諭 種免許状の取得を目指

すコース

制限なし

保健師コース 地域における看護・保健・医療・福祉のあり方を探究し，保健師の国家試験受験

資格の取得を目指すコース

名

保健師コースは 年次の秋学期後半に決定する。それ以外のコースは別途，学科ガイダンスで説明する。

年次の選択科目については，選択コースに応じた科目を履修すること。なお，自分の選択コース以外の科目を

修得した場合も卒業に必要な単位として算入することができる。

各コース別選択科目の他に，以下のとおりコース毎に ～ 年次のうちに履修しておくべき資格要件科目，履修を

推奨する科目の指定がある。履修計画を立てる際に注意すること。

教職課程科目については，時間割編成状況によって推奨学年が変わることがあるため，以下には掲載していない。

履修が必要な科目に関し，教職課程のガイダンスに出席すること。

― ―

＜保健師・養護教諭コースの資格要件科目＞

コース 年次 資格要件科目（ は履修推奨科目）

保健師

年次
全学共通科目： 憲法

情報リテラシー

年次
学科選択科目： 免疫・感染症学

疫学

年次 学科選択科目：地域ヘルス活動

年次

学科選択科目：地域看護学実習，総合実習（地域）（ 年度まで開講の「地域看護学実習Ⅱ」

と同一・同内容科目）

地域保健活動論（産業保健含む）

学校保健

社会福祉政策論

養護教諭

年次

全学共通科目：憲法

情報リテラシー（該当科目は履修要覧〔課程編〕を参照のこと）

学部共通科目：教育原理

教職課程科目：履修要覧〔課程編〕を参照し， 月開催の教職課程説明会， 月開催の新規履修者ガ

イダンスに参加すること

年次

学部共通科目：学校教育社会学

学科選択科目：免疫・感染症学

疫学

教職課程科目：教職課程のガイダンスに参加すること

年次
学科選択科目：養護概論

教職課程科目：教職課程のガイダンスに参加すること

年次

学科選択科目：学校保健

小児・学校救急看護演習

教職課程科目： ～ 年次に未修得の科目

＜国際看護学コース履修推奨科目＞

コース 年次
履修推奨科目

（ は，「国際看護学実習」の履修前提科目である）

国際看護学

年次

学科選択科目：生と死のケアリング・コロキウム

（ 年度まで開講の「生と死／痛みのケアリング・コロキウム」と同一・同

内容科目）

異文化理解と医療保健活動

（ 年度まで開講の「アフリカ文化理解と医療保健活動」と同一・同内容科

目）

年次
学科選択科目：免疫・感染症学

疫学

年次

学科選択科目： 国際感染症学

国際保健看護学

国際協力方法論

国際看護学実習

①全学共通科目について 参照
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― ―

⑥ カリキュラムの変更に伴う新旧科目の対応と読み替え措置について

新旧科目の対応と履修単位の読み替えは，以下の表により，対応する科目は同一科目とみなす。

変更前 変更後

科目

コード
科目名 単位数

開講

年度

科目

コード
科目名 単位数

開講

年度

生と死／痛みのケアリング・コロ

キウム
～ 生と死のケアリング・コロキウム ～

クリティカル・シンキングⅡ ：問題

解決技法
～

クリティカル・シンキングⅡ ：看護

過程の基礎
～

臨床栄養学 ～ 栄養学 ～

疾病・治療学とケアⅠＡ

（社会保障制度含む）
～ 疾病・治療学Ⅰ（内科系医学） ～

疾病・治療学とケアⅠＢ ～ 疾病・治療学Ⅰ（内科系医学） ～

疾病・治療学とケアⅠＡ

（社会保障制度含む）

疾病・治療学とケアⅠＢ

～

疾病・治療学Ⅰ（内科系医学）

疾病・治療学Ｖ（精神医学・老年

医学）

～

疾病・治療学とケアⅡＡ ～ 疾病・治療学Ⅱ（外科系医学） ～

疾病・治療学とケアⅡＢ ～ 疾病・治療学Ⅱ（外科系医学） ～

疾病・治療学とケアⅡＡ

疾病・治療学とケアⅡＢ
～

疾病・治療学Ⅱ（外科系医学）

疾病・治療学Ⅲ（小児科学）

疾病・治療学Ⅳ（産科・婦人科学）

～

生涯発達看護学 ～
生涯発達看護学Ⅰ

生涯発達看護学Ⅱ
～

家族発達看護学 ～
生涯発達看護学Ⅰ

生涯発達看護学Ⅱ
～

生涯発達看護学

家族発達看護学
～

生涯発達看護学Ⅰ

生涯発達看護学Ⅱ
～

アフリカ文化理解と医療保健活動 ～ 異文化理解と医療保健活動 ～

国際看護学実習

（アフリカ・アジア）
～ 国際看護学実習 ～

成人・老年ヘルスケア ～
成人ヘルスケア

老年ヘルスケア
～

アドバンス成人看護学実習

（統合実習を含む）
～ アドバンス成人看護学実習 ～

アドバンス老年看護学実習

（統合実習を含む）
～ アドバンス老年看護学実習 ～

地域保健活動論

（産業看護を含む）
～ 地域保健活動論Ⅰ ～

学校保健＜保健師コース＞ ～ 地域保健活動論Ⅱ ～

地域看護学実習Ⅱ ～
地域看護学実習

統合実習（地域）
～

― ―

全学年共通

① 実習について

実習の履修にあたっては，学科内で別途履修要件を定める。

また，実習を行うにあたっては「実習科目の前提条件」を満たしている場合でも，実習を実施するに際して健康状

態等，何らかの事情により，本人ならびに対象者への危険が想定される場合，学科での審議を経て，実習科目の履修

を認めない，または実習の中止を指示することがある。

実習の履修要件については，各年度の初めに開催される学科ガイダンスで説明する。

② 卒業研究について

卒業研究については，学科ガイダンスで説明する。

③ 年間最高履修限度

履修登録単位数は，各年次・学期において次のとおり制限されているので，これを超えて履修することは出来ない。

（注 ） 年次は秋学期の臨地実習の科目が最大 単位の履修となり秋学期の履修限度に満たないため，春学期の履

修は 単位まで認められる。

（注 ）教職課程履修申込者については，課程履修申込をした次の学期から， 年次以上の各学期に 単位まで（年間

単位まで）超過して履修することが認められる。手続き方法など詳細については の課程センター掲

示板で確認すること。（各学期ごとに案内）

（単位）

年次 年次 年次 年次
合計

春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間

※春：春学期・ ・ 科目，秋：秋学期・ ・ 科目

④ 他学部他学科及び全学共通科目の履修の促進について

本学は， 「全学共通科目の履修について」にあるように，総合大学として学際的な教育・研究を行っている。ま

た，総合人間科学部では つの知の形成を謳っている。したがって，看護の専門人材として幅広い知を獲得し，将来

有為な人材となるよう，卒業までに看護学科開講科目以外の単位も積極的に修得するよう奨励する。

⑤ 科目のナンバリングについて

開講科目担当表に記載されたナンバリングは下記の分野等を示すものである。ナンバリングについては，履修要覧

〔ガイド・資料編〕 を参照すること。

分野名（アルファベット） 分野名（英語） 分野名（日本語）

看護学

⑥ 取得可能資格について

所定の科目を修得し，本学科を卒業することにより取得できる資格は以下のとおり。

資格名 資格要件

看護師 本学科の卒業要件を満たせば，看護師国家試験の受験資格が取得可能。

保健師

本学科の卒業要件を満たし，所定の科目（※）を修得すれば，保健師国家試験の受験資格が取得可能

養護教諭 種

を取得する

場合

本学科の卒業要件を満たし，保健師免許を取得した者で，全学共通科目 選択科目の「憲法」

および「情報リテラシー」を修得しておけば，養護教諭 種免許状が取得可能。

養護教諭 種
本学科の卒業要件を満たし，所定の科目（※）を修得すれば，養護教諭 種免許状が取得可能。詳細は各学年

のガイダンスで確認すること。

※所定の科目は， 年次生以降は， ＜保健師コースの資格要件科目 および ＜養護教諭 種免許状取の

ための資格要件科目＞を参照のこと。 年次生以前は， ＜保健師・養護教諭コースの資格要件科目 を参

照のこと。

各資格の取得にあたっては，それぞれ指定された科目を履修する必要がある。指定科目等の詳細については，各

年度の初めに開催される学科ガイダンスで説明する。

養護教諭 種免許の履修方法については，履修要覧〔課程編〕を参照すること。

養護教諭 種免許状の申請は卒業後に各自で行うこととなる。

（問い合わせ先：居住地のある各都道府県教育委員会）
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⑥ カリキュラムの変更に伴う新旧科目の対応と読み替え措置について

新旧科目の対応と履修単位の読み替えは，以下の表により，対応する科目は同一科目とみなす。

変更前 変更後

科目

コード
科目名 単位数

開講

年度

科目

コード
科目名 単位数

開講

年度

生と死／痛みのケアリング・コロ

キウム
～ 生と死のケアリング・コロキウム ～

クリティカル・シンキングⅡ ：問題

解決技法
～

クリティカル・シンキングⅡ ：看護

過程の基礎
～

臨床栄養学 ～ 栄養学 ～

疾病・治療学とケアⅠＡ

（社会保障制度含む）
～ 疾病・治療学Ⅰ（内科系医学） ～

疾病・治療学とケアⅠＢ ～ 疾病・治療学Ⅰ（内科系医学） ～

疾病・治療学とケアⅠＡ

（社会保障制度含む）

疾病・治療学とケアⅠＢ

～

疾病・治療学Ⅰ（内科系医学）

疾病・治療学Ｖ（精神医学・老年

医学）

～

疾病・治療学とケアⅡＡ ～ 疾病・治療学Ⅱ（外科系医学） ～

疾病・治療学とケアⅡＢ ～ 疾病・治療学Ⅱ（外科系医学） ～

疾病・治療学とケアⅡＡ

疾病・治療学とケアⅡＢ
～

疾病・治療学Ⅱ（外科系医学）

疾病・治療学Ⅲ（小児科学）

疾病・治療学Ⅳ（産科・婦人科学）

～

生涯発達看護学 ～
生涯発達看護学Ⅰ

生涯発達看護学Ⅱ
～

家族発達看護学 ～
生涯発達看護学Ⅰ

生涯発達看護学Ⅱ
～

生涯発達看護学

家族発達看護学
～

生涯発達看護学Ⅰ

生涯発達看護学Ⅱ
～

アフリカ文化理解と医療保健活動 ～ 異文化理解と医療保健活動 ～

国際看護学実習

（アフリカ・アジア）
～ 国際看護学実習 ～

成人・老年ヘルスケア ～
成人ヘルスケア

老年ヘルスケア
～

アドバンス成人看護学実習

（統合実習を含む）
～ アドバンス成人看護学実習 ～

アドバンス老年看護学実習

（統合実習を含む）
～ アドバンス老年看護学実習 ～

地域保健活動論

（産業看護を含む）
～ 地域保健活動論Ⅰ ～

学校保健＜保健師コース＞ ～ 地域保健活動論Ⅱ ～

地域看護学実習Ⅱ ～
地域看護学実習

統合実習（地域）
～

― ―

全学年共通

① 実習について

実習の履修にあたっては，学科内で別途履修要件を定める。

また，実習を行うにあたっては「実習科目の前提条件」を満たしている場合でも，実習を実施するに際して健康状

態等，何らかの事情により，本人ならびに対象者への危険が想定される場合，学科での審議を経て，実習科目の履修

を認めない，または実習の中止を指示することがある。

実習の履修要件については，各年度の初めに開催される学科ガイダンスで説明する。

② 卒業研究について

卒業研究については，学科ガイダンスで説明する。

③ 年間最高履修限度

履修登録単位数は，各年次・学期において次のとおり制限されているので，これを超えて履修することは出来ない。

（注 ） 年次は秋学期の臨地実習の科目が最大 単位の履修となり秋学期の履修限度に満たないため，春学期の履

修は 単位まで認められる。

（注 ）教職課程履修申込者については，課程履修申込をした次の学期から， 年次以上の各学期に 単位まで（年間

単位まで）超過して履修することが認められる。手続き方法など詳細については の課程センター掲

示板で確認すること。（各学期ごとに案内）

（単位）

年次 年次 年次 年次
合計

春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間 春 秋 年間

※春：春学期・ ・ 科目，秋：秋学期・ ・ 科目

④ 他学部他学科及び全学共通科目の履修の促進について

本学は， 「全学共通科目の履修について」にあるように，総合大学として学際的な教育・研究を行っている。ま

た，総合人間科学部では つの知の形成を謳っている。したがって，看護の専門人材として幅広い知を獲得し，将来

有為な人材となるよう，卒業までに看護学科開講科目以外の単位も積極的に修得するよう奨励する。

⑤ 科目のナンバリングについて

開講科目担当表に記載されたナンバリングは下記の分野等を示すものである。ナンバリングについては，履修要覧

〔ガイド・資料編〕 を参照すること。

分野名（アルファベット） 分野名（英語） 分野名（日本語）

看護学

⑥ 取得可能資格について

所定の科目を修得し，本学科を卒業することにより取得できる資格は以下のとおり。

資格名 資格要件

看護師 本学科の卒業要件を満たせば，看護師国家試験の受験資格が取得可能。

保健師

本学科の卒業要件を満たし，所定の科目（※）を修得すれば，保健師国家試験の受験資格が取得可能

養護教諭 種

を取得する

場合

本学科の卒業要件を満たし，保健師免許を取得した者で，全学共通科目 選択科目の「憲法」

および「情報リテラシー」を修得しておけば，養護教諭 種免許状が取得可能。

養護教諭 種
本学科の卒業要件を満たし，所定の科目（※）を修得すれば，養護教諭 種免許状が取得可能。詳細は各学年

のガイダンスで確認すること。

※所定の科目は， 年次生以降は， ＜保健師コースの資格要件科目 および ＜養護教諭 種免許状取の

ための資格要件科目＞を参照のこと。 年次生以前は， ＜保健師・養護教諭コースの資格要件科目 を参

照のこと。

各資格の取得にあたっては，それぞれ指定された科目を履修する必要がある。指定科目等の詳細については，各

年度の初めに開催される学科ガイダンスで説明する。

養護教諭 種免許の履修方法については，履修要覧〔課程編〕を参照すること。

養護教諭 種免許状の申請は卒業後に各自で行うこととなる。

（問い合わせ先：居住地のある各都道府県教育委員会）
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開講科目担当表

学部共通科目・・・必修科目 単位 ・ 選択必修科目 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考
四谷

キャンパス
開講科目

学
部
共
通
科
目

必
修
科
目

総合人間科学入門 春

コーディネータ

芳 賀 学

総合人間科学部学科教員

輪講 ○

選
択
必
修
科
目

総合人間科学部共通科目

自学科以外の開講科目から

科目 単位を選択し履修する

こと。開講科目については総

合人間科学部（ ～）参照。

～ ○

年次生以降

看護専門科目（必修科目）

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考
四谷

キャンパス
開講科目

必
修
科
目

看護学概論 春 塚 本 尚 子 ［ 名］看護学科優先 ○

看護理論：人と環境の相互作用

草 柳 浩 子

島 田 真理恵

塚 本 尚 子

舩 木 由 香

小 髙 恵 実

工 藤 みき子

輪講 ○

形態機能学Ⅰ 春 川 瀬 弘 一 ［ 名］看護学科優先 ○

形態機能学Ⅱ 秋 川 瀬 弘 一 ［ 名］看護学科優先 ○

保健統計学 秋 坂 本 なほ子 ［ 名］看護学科優先 ○

生化学 秋
藤 原 誠

神 澤 信 行
輪講 ○

薬理学 春 松 本 直 樹

栄養学 川 和 理 恵

生涯発達看護学Ⅰ 秋
島 田 真理恵

草 柳 浩 子
輪講

生涯発達看護学Ⅱ 秋

小長谷 百 絵

石 川 ふみよ

小 髙 恵 実

輪講

ケア技術Ⅰ：ヘルスケア

とコミュニケーション

塚 本 尚 子

舩 木 由 香

工 藤 みき子

同時担当

ケア技術Ⅱ：生活の援助

技術

舩 木 由 香

塚 本 尚 子

工 藤 みき子

同時担当

クリティカル・シンキングⅠ：

ヘルスアセスメント

舩 木 由 香

石 川 ふみよ

塚 本 尚 子

工 藤 みき子

同時担当

クリティカル・シンキングⅡ ：

看護過程の基礎
秋

塚 本 尚 子

舩 木 由 香

工 藤 みき子

輪講

スキルズ・ラボ演習Ⅰ：

生活の援助

舩 木 由 香

塚 本 尚 子

工 藤 みき子

同時担当

スキルズ・ラボ演習Ⅱ：

診療の援助

工 藤 みき子

塚 本 尚 子

舩 木 由 香

同時担当

基礎看護学実習Ⅰ 春

塚 本 尚 子

舩 木 由 香

工 藤 みき子

同時担当

基礎看護学実習Ⅱ 秋

塚 本 尚 子

舩 木 由 香

工 藤 みき子

同時担当

地域看護学概論 西 山 悦 子

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考
四谷

キャンパス
開講科目

必
修
科
目

疾病・治療学Ⅰ

（内科系医学）
春

コーディネータ

小長谷 百 絵

清 水 潤

遊 道 和 雄

疾病・治療学Ⅱ

（外科系医学）
秋

コーディネータ

石 川 ふみよ

川 瀬 弘 一

宮 入 剛

月 川 賢

疾病・治療学Ⅲ

（小児科学）

コーディネータ

草 柳 浩 子

長 江 千 愛

右 田 王 介

麻 生 健太郎

北 川 博 昭

輪講

疾病・治療学Ⅳ

（産科・婦人科学）

コーディネータ

島 田 真理恵

鈴 木 直

出 浦 伊万里

輪講

疾病・治療学Ⅴ

（精神医学・老年医学）
秋

コーディネータ

小 髙 恵 実

福 生 泰 久

小宮山 純

松 田 隆 秀

家 研 也

輪講

免疫・感染症学

コーディネータ

石 川 ふみよ

浅 井 大 輔

鈴 木 登

輪講

（注 ）

看護倫理学 渡 邊 知 映

ケアリング論 丹 木 博 一

クリティカル・シンキング

Ⅱ ：看護過程演習
春

石 川 ふみよ

草 柳 浩 子

平 塚 克 洋

同時担当

成人ヘルスケア 春 石 川 ふみよ 輪講

老年ヘルスケア 春 小長谷 百 絵

小児ヘルスケア 春
草 柳 浩 子

平 塚 克 洋

ウィメンズヘルスケア 春

島 田 真理恵

礒 山 あけみ

光 武 智 美

メンタルヘルスケア 春
小 髙 恵 実

石 田 徹

地域生活支援／在宅看護 春

西 山 悦 子

岡 本 菜穂子

山 口 淑 恵

申 于 定

スキルズ・ラボ演習Ⅲ 春 看護学科教員 同時担当

成人ヘルス看護学実習 秋 石 川 ふみよ 同時担当

老年ヘルス看護学実習 秋 小長谷 百 絵 同時担当

小児ヘルス看護学実習 秋
草 柳 浩 子

平 塚 克 洋
同時担当

ウィメンズヘルス看護学実習 秋

島 田 真理恵

礒 山 あけみ

光 武 智 美

同時担当

メンタルヘルス看護学実習 秋
小 髙 恵 実

石 田 徹
同時担当

在宅看護実習 秋

岡 本 菜穂子

山 口 淑 恵

申 于 定

同時担当

国際看護学概論 春 吉 野 八 重
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開講科目担当表

学部共通科目・・・必修科目 単位 ・ 選択必修科目 単位

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考
四谷

キャンパス
開講科目

学
部
共
通
科
目

必
修
科
目

総合人間科学入門 春

コーディネータ

芳 賀 学

総合人間科学部学科教員

輪講 ○

選
択
必
修
科
目

総合人間科学部共通科目

自学科以外の開講科目から

科目 単位を選択し履修する

こと。開講科目については総

合人間科学部（ ～）参照。

～ ○

年次生以降

看護専門科目（必修科目）

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考
四谷

キャンパス
開講科目

必
修
科
目

看護学概論 春 塚 本 尚 子 ［ 名］看護学科優先 ○

看護理論：人と環境の相互作用

草 柳 浩 子

島 田 真理恵

塚 本 尚 子

舩 木 由 香

小 髙 恵 実

工 藤 みき子

輪講 ○

形態機能学Ⅰ 春 川 瀬 弘 一 ［ 名］看護学科優先 ○

形態機能学Ⅱ 秋 川 瀬 弘 一 ［ 名］看護学科優先 ○

保健統計学 秋 坂 本 なほ子 ［ 名］看護学科優先 ○

生化学 秋
藤 原 誠

神 澤 信 行
輪講 ○

薬理学 春 松 本 直 樹

栄養学 川 和 理 恵

生涯発達看護学Ⅰ 秋
島 田 真理恵

草 柳 浩 子
輪講

生涯発達看護学Ⅱ 秋

小長谷 百 絵

石 川 ふみよ

小 髙 恵 実

輪講

ケア技術Ⅰ：ヘルスケア

とコミュニケーション

塚 本 尚 子

舩 木 由 香

工 藤 みき子

同時担当

ケア技術Ⅱ：生活の援助

技術

舩 木 由 香

塚 本 尚 子

工 藤 みき子

同時担当

クリティカル・シンキングⅠ：

ヘルスアセスメント

舩 木 由 香

石 川 ふみよ

塚 本 尚 子

工 藤 みき子

同時担当

クリティカル・シンキングⅡ ：

看護過程の基礎
秋

塚 本 尚 子

舩 木 由 香

工 藤 みき子

輪講

スキルズ・ラボ演習Ⅰ：

生活の援助

舩 木 由 香

塚 本 尚 子

工 藤 みき子

同時担当

スキルズ・ラボ演習Ⅱ：

診療の援助

工 藤 みき子

塚 本 尚 子

舩 木 由 香

同時担当

基礎看護学実習Ⅰ 春

塚 本 尚 子

舩 木 由 香

工 藤 みき子

同時担当

基礎看護学実習Ⅱ 秋

塚 本 尚 子

舩 木 由 香

工 藤 みき子

同時担当

地域看護学概論 西 山 悦 子

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考
四谷

キャンパス
開講科目

必
修
科
目

疾病・治療学Ⅰ

（内科系医学）
春

コーディネータ

小長谷 百 絵

清 水 潤

遊 道 和 雄

疾病・治療学Ⅱ

（外科系医学）
秋

コーディネータ

石 川 ふみよ

川 瀬 弘 一

宮 入 剛

月 川 賢

疾病・治療学Ⅲ

（小児科学）

コーディネータ

草 柳 浩 子

長 江 千 愛

右 田 王 介

麻 生 健太郎

北 川 博 昭

輪講

疾病・治療学Ⅳ

（産科・婦人科学）

コーディネータ

島 田 真理恵

鈴 木 直

出 浦 伊万里

輪講

疾病・治療学Ⅴ

（精神医学・老年医学）
秋

コーディネータ

小 髙 恵 実

福 生 泰 久

小宮山 純

松 田 隆 秀

家 研 也

輪講

免疫・感染症学

コーディネータ

石 川 ふみよ

浅 井 大 輔

鈴 木 登

輪講

（注 ）

看護倫理学 渡 邊 知 映

ケアリング論 丹 木 博 一

クリティカル・シンキング

Ⅱ ：看護過程演習
春

石 川 ふみよ

草 柳 浩 子

平 塚 克 洋

同時担当

成人ヘルスケア 春 石 川 ふみよ 輪講

老年ヘルスケア 春 小長谷 百 絵

小児ヘルスケア 春
草 柳 浩 子

平 塚 克 洋

ウィメンズヘルスケア 春

島 田 真理恵

礒 山 あけみ

光 武 智 美

メンタルヘルスケア 春
小 髙 恵 実

石 田 徹

地域生活支援／在宅看護 春

西 山 悦 子

岡 本 菜穂子

山 口 淑 恵

申 于 定

スキルズ・ラボ演習Ⅲ 春 看護学科教員 同時担当

成人ヘルス看護学実習 秋 石 川 ふみよ 同時担当

老年ヘルス看護学実習 秋 小長谷 百 絵 同時担当

小児ヘルス看護学実習 秋
草 柳 浩 子

平 塚 克 洋
同時担当

ウィメンズヘルス看護学実習 秋

島 田 真理恵

礒 山 あけみ

光 武 智 美

同時担当

メンタルヘルス看護学実習 秋
小 髙 恵 実

石 田 徹
同時担当

在宅看護実習 秋

岡 本 菜穂子

山 口 淑 恵

申 于 定

同時担当

国際看護学概論 春 吉 野 八 重
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履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考
四谷

キャンパス
開講科目

必
修
科
目

クリティカル・シンキングⅢ：

研究方法
春

小長谷 百 絵

礒 山 あけみ

山 口 淑 恵

申 于 定

輪講

看護管理（医療安全含む） 秋

高 橋 恵

和 田 由 樹

本 舘 教 子

輪講

アドバンス成人看護学実習 春 石 川 ふみよ 同時担当

アドバンス老年看護学実習 春 小長谷 百 絵 同時担当

統合実習 春
石 川 ふみよ

看護学科教員
同時担当

リーダーシップ・マネジメント論
西 山 悦 子

藤 井 賢一郎
輪講 ○

卒業研究 秋 看護学科教員 同時担当

看護専門科目（選択科目）

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考
四谷

キャンパス
開講科目

選
択
科
目

異文化理解と医療保健活動 春

コーディネータ

吉 野 八 重

李 祥 任

阿 川 牧

塩 尻 大 輔

座 間 智 子

藤 野 康 之

輪講

［ 名］看護学科優先

年度まで開講の「アフリカ

文化理解と医療保健活動」と同

科目

（注 ）

○

生と死のケアリング・コロキウム 秋

石 川 ふみよ

草 柳 浩 子

小長谷 百 絵

礒 山 あけみ

小 髙 恵 実

吉 野 八 重

輪講

［ 名］看護学科優先

（注 ）

○

医学専門用語・原書講読 吉 野 八 重 ○

疫学 秋 坂 本 なほ子 （注 ）

人類・遺伝発生学 秋 井 原 千 琴

養護概論 春
舩 木 由 香

鎌 塚 優 子

輪講

（注 ）

地域看護学実習 春

山 口 淑 恵

岡 本 菜穂子

申 于 定

同時担当

（注 ）

地域保健活動論Ⅰ

山 口 淑 恵

岡 本 菜穂子

申 于 定

西 山 悦 子

輪講，（注 ）

週 コマ計 回実施する。

地域保健活動論Ⅱ

山 口 淑 恵

岡 本 菜穂子

申 于 定

輪講，（注 ）

週 コマ計 回実施する。

学校保健 西 山 悦 子
（注 ）

週 コマ計 回実施する。

小児・学校救急看護演習

コーディネータ

舩 木 由 香

川 瀬 弘 一

平 野 貴 章

小松崎 英 樹

宮 野 薫

輪講

（注 ）

地域ヘルス活動 春

岡 本 菜穂子

山 口 淑 恵

申 于 定

吉 野 八 重

名 保健師コース選択者優先，

同時担当，（注 ）

国際感染症学
足 立 拓 也

彦 根 麻 由

輪講

（注 ）

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考
四谷

キャンパス
開講科目

選
択
科
目

国際保健看護学 吉 野 八 重 （注 ）

国際協力方法論 吉 野 八 重 （注 ） ○

国際看護学実習 春 吉 野 八 重

（注 ），（注 ）

年度まで開講の「国際看護

学実習（アフリカ・アジア）」

と同科目

社会福祉政策論 （他）社会福祉学科，（注 ） ○

（他）経済学科 ○

言語教育研究センター開講科

目（ ～）を参照
○

他学部他学科科目・課程科目 各開講科目担当表を参照 学科選択科目として算入可能

（注 ） ～の＜保健師コースの資格要件科目＞および＜国際看護学コース履修推奨科目＞，＜養護教諭 種免許状取得のための資格
要件科目＞を確認のこと。

（注 ）人数制限有り。
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学
部
共
通
教

育
心

理
社

会
社
会
福
祉
看

護

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考
四谷

キャンパス
開講科目

必
修
科
目

クリティカル・シンキングⅢ：

研究方法
春

小長谷 百 絵

礒 山 あけみ

山 口 淑 恵

申 于 定

輪講

看護管理（医療安全含む） 秋

高 橋 恵

和 田 由 樹

本 舘 教 子

輪講

アドバンス成人看護学実習 春 石 川 ふみよ 同時担当

アドバンス老年看護学実習 春 小長谷 百 絵 同時担当

統合実習 春
石 川 ふみよ

看護学科教員
同時担当

リーダーシップ・マネジメント論
西 山 悦 子

藤 井 賢一郎
輪講 ○

卒業研究 秋 看護学科教員 同時担当

看護専門科目（選択科目）

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考
四谷

キャンパス
開講科目

選
択
科
目

異文化理解と医療保健活動 春

コーディネータ

吉 野 八 重

李 祥 任

阿 川 牧

塩 尻 大 輔

座 間 智 子

藤 野 康 之

輪講

［ 名］看護学科優先

年度まで開講の「アフリカ

文化理解と医療保健活動」と同

科目

（注 ）

○

生と死のケアリング・コロキウム 秋

石 川 ふみよ

草 柳 浩 子

小長谷 百 絵

礒 山 あけみ

小 髙 恵 実

吉 野 八 重

輪講

［ 名］看護学科優先

（注 ）

○

医学専門用語・原書講読 吉 野 八 重 ○

疫学 秋 坂 本 なほ子 （注 ）

人類・遺伝発生学 秋 井 原 千 琴

養護概論 春
舩 木 由 香

鎌 塚 優 子

輪講

（注 ）

地域看護学実習 春

山 口 淑 恵

岡 本 菜穂子

申 于 定

同時担当

（注 ）

地域保健活動論Ⅰ

山 口 淑 恵

岡 本 菜穂子

申 于 定

西 山 悦 子

輪講，（注 ）

週 コマ計 回実施する。

地域保健活動論Ⅱ

山 口 淑 恵

岡 本 菜穂子

申 于 定

輪講，（注 ）

週 コマ計 回実施する。

学校保健 西 山 悦 子
（注 ）

週 コマ計 回実施する。

小児・学校救急看護演習

コーディネータ

舩 木 由 香

川 瀬 弘 一

平 野 貴 章

小松崎 英 樹

宮 野 薫

輪講

（注 ）

地域ヘルス活動 春

岡 本 菜穂子

山 口 淑 恵

申 于 定

吉 野 八 重

名 保健師コース選択者優先，

同時担当，（注 ）

国際感染症学
足 立 拓 也

彦 根 麻 由

輪講

（注 ）

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考
四谷

キャンパス
開講科目

選
択
科
目

国際保健看護学 吉 野 八 重 （注 ）

国際協力方法論 吉 野 八 重 （注 ） ○

国際看護学実習 春 吉 野 八 重

（注 ），（注 ）

年度まで開講の「国際看護

学実習（アフリカ・アジア）」

と同科目

社会福祉政策論 （他）社会福祉学科，（注 ） ○

（他）経済学科 ○

言語教育研究センター開講科

目（ ～）を参照
○

他学部他学科科目・課程科目 各開講科目担当表を参照 学科選択科目として算入可能

（注 ） ～の＜保健師コースの資格要件科目＞および＜国際看護学コース履修推奨科目＞，＜養護教諭 種免許状取得のための資格
要件科目＞を確認のこと。

（注 ）人数制限有り。
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― ―

年次生以前

看護基礎科目

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考
四谷

キャンパス
開講科目

人
間
と
社
会
／
環
境

必
修
科
目

看護学概論 春 塚 本 尚 子 ［ 名］看護学科優先 ○

形態機能学Ⅰ 春 川 瀬 弘 一 ［ 名］看護学科優先 ○

形態機能学Ⅱ 秋 川 瀬 弘 一 ［ 名］看護学科優先 ○

保健統計学 秋 坂 本 なほ子 ［ 名］看護学科優先 ○

選
択
科
目

異文化理解と医療保健活動 春

コーディネータ

吉 野 八 重

李 祥 任

阿 川 牧

塩 尻 大 輔

座 間 智 子

藤 野 康 之

輪講

［ 名］看護学科優先

（注 ）

年度まで開講の「アフリカ

文化理解と医療保健活動」と同

科目

○

生と死のケアリング・コロキウム 秋

石 川 ふみよ

草 柳 浩 子

小長谷 百 絵

礒 山 あけみ

小 髙 恵 実

吉 野 八 重

輪講

［ 名］看護学科優先

（注 ）

○

看護専門科目

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考
四谷

キャンパス
開講科目

人
間
の
発
達
と
健
康

必
修
科
目

生化学 秋
藤 原 誠

神 澤 信 行
輪講 ○

薬理学 春 松 本 直 樹

看護管理（医療安全含む） 秋

高 橋 恵

和 田 由 樹

本 舘 教 子

輪講

ケアリング論 丹 木 博 一 集中

ケア技術Ⅰ：ヘルスケア

とコミュニケーション

塚 本 尚 子

舩 木 由 香

工 藤 みき子

同時担当

ケア技術Ⅱ：生活の援助

技術

舩 木 由 香

塚 本 尚 子

工 藤 みき子

同時担当

クリティカル・シンキングⅠ：

ヘルスアセスメント

舩 木 由 香

石 川 ふみよ

塚 本 尚 子

工 藤 みき子

同時担当

クリティカル・シンキングⅡ ：

看護過程の基礎
秋

塚 本 尚 子

舩 木 由 香

工 藤 みき子

輪講

スキルズ・ラボ演習Ⅰ：

生活の援助

舩 木 由 香

塚 本 尚 子

工 藤 みき子

同時担当

スキルズ・ラボ演習Ⅱ：

診療の援助

工 藤 みき子

塚 本 尚 子

舩 木 由 香

同時担当

基礎看護学実習Ⅰ 春

塚 本 尚 子

舩 木 由 香

工 藤 みき子

同時担当

基礎看護学実習Ⅱ 秋

塚 本 尚 子

舩 木 由 香

工 藤 みき子

同時担当

地域看護学概論 西 山 悦 子

地域看護学実習Ⅰ

（保育園・作業所）
秋

小 髙 恵 実

草 柳 浩 子

平 塚 克 洋

石 田 徹

同時担当

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考
四谷

キャンパス
開講科目

人
間
の
発
達
と
健
康

選
択
科
目

免疫・感染症学

コーディネータ

石 川 ふみよ

浅 井 大 輔

鈴 木 登

輪講

（注 ）

医学専門用語・原書講読 吉 野 八 重 ○

疫学 秋 坂 本 なほ子 （注 ）
人
間
の
健
康
障
害
と
看
護

必
修
科
目

クリティカル・シンキング

Ⅱ ：看護過程演習
春

石 川 ふみよ

草 柳 浩 子

平 塚 克 洋

同時担当

小児ヘルスケア 春
草 柳 浩 子

平 塚 克 洋

人
間
の
発
達
と
健
康

ウィメンズヘルスケア 春

島 田 真理恵

礒 山 あけみ

光 武 智 美

メンタルヘルスケア 春
小 髙 恵 実

石 田 徹

看護倫理学 渡 邊 知 映 集中

地域生活支援／在宅看護 春

西 山 悦 子

岡 本 菜穂子

山 口 淑 恵

申 于 定

成人ヘルス看護学実習 秋 石 川 ふみよ 同時担当

老年ヘルス看護学実習 秋 小長谷 百 絵 同時担当

小児ヘルス看護学実習 秋
草 柳 浩 子

平 塚 克 洋
同時担当

ウィメンズヘルス看護学実習 秋

島 田 真理恵

礒 山 あけみ

光 武 智 美

同時担当

メンタルヘルス看護学実習 秋
小 髙 恵 実

石 田 徹
同時担当

在宅看護実習 秋

岡 本 菜穂子

山 口 淑 恵

申 于 定

同時担当

選
択
科
目

スキルズ・ラボ演習Ⅲ 春 看護学科教員 同時担当

人類・遺伝発生学 秋 井 原 千 琴
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学
部
共
通
教

育
心

理
社

会
社
会
福
祉
看

護

― ―

年次生以前

看護基礎科目

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考
四谷

キャンパス
開講科目

人
間
と
社
会
／
環
境

必
修
科
目

看護学概論 春 塚 本 尚 子 ［ 名］看護学科優先 ○

形態機能学Ⅰ 春 川 瀬 弘 一 ［ 名］看護学科優先 ○

形態機能学Ⅱ 秋 川 瀬 弘 一 ［ 名］看護学科優先 ○

保健統計学 秋 坂 本 なほ子 ［ 名］看護学科優先 ○

選
択
科
目

異文化理解と医療保健活動 春

コーディネータ

吉 野 八 重

李 祥 任

阿 川 牧

塩 尻 大 輔

座 間 智 子

藤 野 康 之

輪講

［ 名］看護学科優先

（注 ）

年度まで開講の「アフリカ

文化理解と医療保健活動」と同

科目

○

生と死のケアリング・コロキウム 秋

石 川 ふみよ

草 柳 浩 子

小長谷 百 絵

礒 山 あけみ

小 髙 恵 実

吉 野 八 重

輪講

［ 名］看護学科優先

（注 ）

○

看護専門科目

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考
四谷

キャンパス
開講科目

人
間
の
発
達
と
健
康

必
修
科
目

生化学 秋
藤 原 誠

神 澤 信 行
輪講 ○

薬理学 春 松 本 直 樹

看護管理（医療安全含む） 秋

高 橋 恵

和 田 由 樹

本 舘 教 子

輪講

ケアリング論 丹 木 博 一 集中

ケア技術Ⅰ：ヘルスケア

とコミュニケーション

塚 本 尚 子

舩 木 由 香

工 藤 みき子

同時担当

ケア技術Ⅱ：生活の援助

技術

舩 木 由 香

塚 本 尚 子

工 藤 みき子

同時担当

クリティカル・シンキングⅠ：

ヘルスアセスメント

舩 木 由 香

石 川 ふみよ

塚 本 尚 子

工 藤 みき子

同時担当

クリティカル・シンキングⅡ ：

看護過程の基礎
秋

塚 本 尚 子

舩 木 由 香

工 藤 みき子

輪講

スキルズ・ラボ演習Ⅰ：

生活の援助

舩 木 由 香

塚 本 尚 子

工 藤 みき子

同時担当

スキルズ・ラボ演習Ⅱ：

診療の援助

工 藤 みき子

塚 本 尚 子

舩 木 由 香

同時担当

基礎看護学実習Ⅰ 春

塚 本 尚 子

舩 木 由 香

工 藤 みき子

同時担当

基礎看護学実習Ⅱ 秋

塚 本 尚 子

舩 木 由 香

工 藤 みき子

同時担当

地域看護学概論 西 山 悦 子

地域看護学実習Ⅰ

（保育園・作業所）
秋

小 髙 恵 実

草 柳 浩 子

平 塚 克 洋

石 田 徹

同時担当

― ―

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考
四谷

キャンパス
開講科目

人
間
の
発
達
と
健
康

選
択
科
目

免疫・感染症学

コーディネータ

石 川 ふみよ

浅 井 大 輔

鈴 木 登

輪講

（注 ）

医学専門用語・原書講読 吉 野 八 重 ○

疫学 秋 坂 本 なほ子 （注 ）
人
間
の
健
康
障
害
と
看
護

必
修
科
目

クリティカル・シンキング

Ⅱ ：看護過程演習
春

石 川 ふみよ

草 柳 浩 子

平 塚 克 洋

同時担当

小児ヘルスケア 春
草 柳 浩 子

平 塚 克 洋

人
間
の
発
達
と
健
康

ウィメンズヘルスケア 春

島 田 真理恵

礒 山 あけみ

光 武 智 美

メンタルヘルスケア 春
小 髙 恵 実

石 田 徹

看護倫理学 渡 邊 知 映 集中

地域生活支援／在宅看護 春

西 山 悦 子

岡 本 菜穂子

山 口 淑 恵

申 于 定

成人ヘルス看護学実習 秋 石 川 ふみよ 同時担当

老年ヘルス看護学実習 秋 小長谷 百 絵 同時担当

小児ヘルス看護学実習 秋
草 柳 浩 子

平 塚 克 洋
同時担当

ウィメンズヘルス看護学実習 秋

島 田 真理恵

礒 山 あけみ

光 武 智 美

同時担当

メンタルヘルス看護学実習 秋
小 髙 恵 実

石 田 徹
同時担当

在宅看護実習 秋

岡 本 菜穂子

山 口 淑 恵

申 于 定

同時担当

選
択
科
目

スキルズ・ラボ演習Ⅲ 春 看護学科教員 同時担当

人類・遺伝発生学 秋 井 原 千 琴
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― ―

看護総合科目

履修度
科目

コード
ナンバリング 授業科目

単

位

開

講

期

担当者 年次

外

国

語

備考
四谷

キャンパス
開講科目

場
に
応
じ
た
看
護

必
修
科
目

クリティカル・シンキングⅢ：

研究方法
春

小長谷 百 絵

山 口 淑 恵

礒 山 あけみ

申 于 定

輪講

国際看護学概論 春 吉 野 八 重

看護リーダーシップ 秋

石 川 ふみよ

塚 本 尚 子

小長谷 百 絵

草 柳 浩 子

輪講 ○

卒業研究 秋 看護学科教員 同時担当

選
択
科
目

地域ヘルス活動 春

岡 本 菜穂子

山 口 淑 恵

吉 野 八 重

申 于 定

［ 名］保健師コース選択者優先

同時担当，（注 ）

国際感染症学
足 立 拓 也

彦 根 麻 由

輪講

（注 ）

国際保健看護学 吉 野 八 重 （注 ）

国際協力方法論 吉 野 八 重 （注 ） ○

国際看護学実習 春 吉 野 八 重

（注 ），（注 ）

年度まで開講の「国際看護

学実習（アフリカ・アジア）」

と同科目

養護概論 春
舩 木 由 香

鎌 塚 優 子

輪講

（注 ）

学校保健 西 山 悦 子
輪講，（注 ）

週 コマ計 回実施する。

小児・学校救急看護演習

コーディネータ

舩 木 由 香

川 瀬 弘 一

平 野 貴 章

小松崎 英 樹

宮 野 薫

輪講

（注 ）

社会福祉政策論 （他）社会福祉学科，（注 ） ○

医療と法 （他）法学部，（注 ） ○

そ
の
他

選
択
科
目

他学部他学科科目・課程科目 各開講科目担当表を参照 学科選択科目として算入可能

（注 ） の＜保健師・養護教諭コースの資格要件科目＞および＜国際看護学履修推奨科目＞を確認のこと。

（注 ）人数制限有り。
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